










































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次








Chapter.1 ルイン -Ruin-

１ 路上キス -Smooch-

２ セフレ -FWB-

３ イケメン -Hottie-

４ 親友 -BFF-

５ お医者さんになりたい -I Wanna Be a Doctor.-

６ 二人きり -Chill-

Chapter.2 カナン -Kanan-

７ 蔦原果南 -Kanan Tsutahara-

８ 芝居と作戦 -Games & Tricks-

９ これが憎しみなんだね -I See, This Is What Hatred Is.-

10 ブラックアウト -Blackout-


















[image: ]

　後から思い出すと「全ての始まりだった」と思えるその日も、夕方まではなんでもない、ありふれた一日だった。




　その日、俺は夕食を摂とった後、ふとコンビニに行きたくなって外に出た。

　季節は梅雨だった。夕方までは小こ雨さめが降っていたが、夜になった今は止やんでいた。だが雨の気配はまだ空気の中に漂っていて、皮膚に感じる風は重たく湿っていた。

　帰宅ラッシュの時間だからだろう、駅前は人で溢あふれていた。

　時間的にオフィスワーカーの人が多かったが、大学生風の人や、ベビーカーを押している家族連れや、エコバッグを提げた老人など、様々な人がいた。

　人混みの中にはカップルもいた。

　ちょうど俺の目の前を、一組のカップルが歩いていった。

　年齢は高校生か大学生くらい、つまりは高校二年生の俺の少し年上だった。二人は手を繫つなぎながら、幸せそうに微ほほ笑えみ合あっていた。

　俺はカップルが苦手だ。カップルを見ると、なにか罰ばちが当たればいいのになと思ってしまう。自分でも性格が悪いようで嫌になってしまうが、どうしても些さ細さいな神罰を願ってしまう。

　なんて、そんなことを他人に言ったら、人は俺のことを心の狭い、陰キャの僻ひがみのようなものを持っている人間だと思うのだろう。

　そしてそれは半分くらい事実なんだろう。悲しいことに。

　だが、言い訳のようだが、俺がこういう捻ねじくれた人間になってしまったのには、理由がある。

　それはあいつ──藤ふじ代しろ瑠る音いんのせいだ。

　ルインは俺の、小学生の時からの幼おさな馴な染じみだった。そして、認めたくはないが初恋の人だった。ファーストキスを捧ささげた人間でもある。俺の短い人生における、たった一人の元カノ……と言っていいのか、それは未いまだにわからず、そこは複雑な事情があるのだが、ともかくルインは日陰者の俺の人生に現れた、光のような異性の一人だった。

　なのに、あいつは──。

　その時だった。

　さっきのカップルなんて目じゃないくらいの、一ひと際きわ目を引くバカップルがやってきた。

　女の方が男の方を後ろから抱きしめていて、半分おんぶのような格好で歩いていた。男はその状態を楽しむように、わざとのろのろと進んでいた。

　つまりは公衆の面前で抱き合いながら歩いているような状態だった。さっき見たカップルよりも年齢は若く、俺と同年代くらいだった。

　節度を失っていると思ったのは俺だけではないらしい。他の通行人も二人を見ては、眉をひそめたり、目を逸そらしたりしていた。幼児が二人の方をじっと見つめていたが、「見ちゃいけません」と母親に窘たしなめられていた。

　こういう奴やつらを見ると、品性のない奴やつらだと思う一方で、自分もこんなふうに彼女を作って、青春を謳おう歌かしてみたかったのにな、という羨ましさもむくむくと湧き上がってくる。

　そして、なんでこんなにも品のない連中が青春を謳おう歌かしているのに、日々を慎つつましく生きている俺にそれができないんだろうという、不条理な気持ちもやってくる。

　そう思いながら彼らを見ていると、二人はおんぶの姿勢から、向き合うような姿勢に変わって──、

　急に濃厚なキスをし始めた。

　見ている俺が、思わず声を漏らしそうになるくらいに熱烈なキスだった。駅前をラブホテルだと勘違いしているんじゃないかと心配してしまうようなキスだった。そしてやたらとキスの時間が長かった。カップ焼きそばでも作れそうなくらい長かった。

　実に最悪な気分になってきた。

　もうちょっと年上のカップルであれば、「俺にも将来彼女ができて、こんなふうにイチャイチャできるかもしれない」と自分を慰めることもできるのだが、なまじ年齢が近そうなだけ、その言い訳も使えない。

　だいたい、こういった頭の悪そうな人種を、自分は羨んでいるのだろうかと思わされるだけで、嫌な気分になってくる。

　さっさと無視してコンビニに行こうと思った、その時だった。

　カップルの女の方を見て、俺はあることに気づいた。

　それに気づいてしまうと、最悪な気分は、もっと最悪になった。

　一目で気づかなかったのは、髪の色が、前に見た時よりも明るく染め直されていたからだ。

　おそらくは市販のヘアカラー剤を使ったのだろう。彼女の髪はどこか人工的な光沢を持った青色になっていて、たぶん意図的でない夜空のような色いろ斑むらができていた。

　それから、私服の彼女を見たのがとても久しぶりだというのもあった。

　彼女の耳元には、銀色のピアスが一つ着いていた。そして首元にはスタッズの付いた革製のチョーカーが巻かれていた。黒のハーフキャミの上にシースルーのアウターを羽織っていた。ワイドベルトのミニスカートを穿はいていて、そこから伸びる脚はどこか無防備な印象があった。やけにソールの高い、歩きにくそうなブーツを履いていた。

　くわえてその顔には見覚えがあった。目が大きく、顔のパーツの一つ一つの形がいい、誰だって美人だと認めざるを得ないような整った顔立ちをしていた。

　藤代瑠音だ。

　彼女は俺の初恋の幼おさな馴な染じみ、そして、今となっては何の関わりもなくなってしまった、俺の人生で唯一の元カノだった。

　ルインが見知らぬ男と、路上で熱烈なキスを交わしていた。その光景を、俺はまじまじと見せつけられていた。もちろん勝手に見ているだけで、強制されているわけではないけれども、衝撃のあまり体が硬直し、首の角度すらも動かせなくなってしまったのだった。

　男の手が伸びて、ルインの胸がついでのように揉もまれていた。ルイン自身も首を動かして、男の体を求めていた。

　二人が情熱的に舌を絡からませ合あっているところを、俺はなすすべもなく見つめていた。





＊






　藤代瑠音──。

　彼女を一言で表すとビッチだった。
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　小学六年生の春、俺はルインに告白した。

　俺はルインが大好きだった。ルインの屈託のない人柄も、可か愛わいらしい笑い方も、どこか舌足らずな声色も、「ねー」とか「さー」のような語尾を伸ばしがちなところも、やけに似合っているショートカットの髪型のことも、全部好きだった。

　一世一代の告白に、ルインは「いいよ」と言った。

　その時のことを、俺ははっきりと覚えている。ルインの声色は嬉うれしさのためかやや抑制を外れていて、彼女ははにかんだ表情を浮かべていて、白い歯を覗のぞかせていた。

　その後にしたキスの感触のことも覚えている。ほのかに漂った、フルーツミルクのような、どこか幼おさなげなルインの匂いについても。

　だが──その一週間後に起きたことについて、俺はまだ心の整理ができていない。

　ruinルインは英語で「破滅する」という意味だそうだが、その言葉の通りに、破滅が起きたのだった。

　ところで英和辞典には、英単語帳には記載のない古い和訳も書かれていて、そこには「〈古〉貞操の喪失」と書かれている──。





＊






　ルインの路上キスをまざまざと見せつけられた翌日の、六月某日のことだった。

　昼休みに弁当を食べていると、ふと後ろの席から声をかけられた。

「ワタ、ちょっと来て」

　ルインの快活な声だった。ワタというのは俺、宮みや澤ざわ恆わたるのあだ名だった。

　俺は思わず、ぽかんとしてしまった。俺だけではなく、他のクラスメイトたちも皆、物珍しそうに俺とルインを交互に眺めていた。

　ルインと俺は同じ中高一貫の私立の進学校に通っていたが、クラスカーストは大きく隔たっていた。俺のカーストは下位だったが、ルインはおおむねカーストの最上位にいた。だからルインが俺に話しかけるなんて、ちょっとした事件だった。

　ルインには、悪い噂うわさが多かった。彼氏を取っ替え引っ替えしているとか、変な男と付き合いがちだとか……真偽不明のものも多かったが、本当らしいものもあった。だが、それらも彼女の立場を脅おびやかすものではなく、彼女の地位の高さは常に不動だった。

　ルインが俺に何の用だろうと俺は思った。

「ほら、行こう」

　ルインは教室の扉のところにいて、廊下に半分体をはみ出させていた。彼女は必要以上に注目を集めてしまっていることが煩わしそうな様子だった。

「ああ、わかった」

　と俺は言ったが、動揺していて、上う手まく声になったかはわからなかった。

　ルインと一緒に教室を出ていく時、後ろからルインの友人である、江え崎ざきという女の子の「何あれ？」という声が聞こえてきた。




　ルインと連れ立って廊下を歩いた。

　ルインは行く先々で注目を浴びた。彼女は誰だって自然と目が行ってしまうような美人だし、それにくわえて彼女は今、髪の毛を真っ青に染めていたからだ。

　こういった大胆な染髪は似合う人が限られるものだが、ルインは美人だから──と言ってしまうのは単純すぎるし、実際は色んな要因が絡からみ合あっているのだろうけれども──どんな髪色でもよく似合った。セルフカラーリングらしい色いろ斑むらも、意図的なオシャレに見えた。

　俺の高校の校則はゆるいので──一般的に、進学校ほどなぜか校則がゆるいという現象があるらしい。真偽は知らない──髪が青くても校則違反ではないが、さすがにここまで派手に染めている生徒はルインくらいだろう。昨日と違ってピアスは外しているので、もしかするとピアスは校則違反なのかもしれない。猫の首輪のようなチョーカーも着けていない。

　やがて俺たちは学校の中庭に辿たどり着ついた。

　中庭の中央には巨大なケヤキの樹きが植えてあった。そしてその周りにいくつかの木製のテーブルとチェアが置かれていた。

　開放的で瀟しよう洒しやな空間だったが、俺たち以外誰もいなかった。たぶん立地的に、どの教室からも中庭が遠いからだろう。高校生はわざわざ遠くのオシャレな場所に行くよりは、教室で仲間たちと馬鹿話をするのを好む。

　入り口から見て一番近くにあるチェアに、ルインは制服のスカートに皺しわがつかないように、自然と整えながら座った。俺はテーブルを挟んで向かい側に座った。

　俺が座るのを見届けると、ルインは間髪入れずに言った。




「ワタ、私たち付き合わない？」




　告白の言葉の後、しばらく沈黙が訪れた。

　六月の生ぬるい風が吹き、ケヤキの梢こずえが擦こすれる音がよく聞こえた。遠くで誰かがはしゃいでいる声も。

　ルインの突然の告白を聞いて、俺はしばらく言葉を失ってしまった。

『そうか、ルインは俺のことが好きだったのか』だなんて、鵜う吞のみにすることはなかったけれども、かといってなぜ告白されたのかもわからず、俺は単純に混乱していた。

「返事してよ」

　返答が遅い俺に、若干苛いら立だったようにルインが言った。

「えーと……ちょっと待って。どういうこと？」

　と、俺は声を絞り出した。

「聞いての通り告白だよ。私と付き合って」

　子供の頃からあまり変わらない声色でルインは言った。

「いやいや」と俺は言った。

「いやいや？」

「ありえないでしょ」

「ありえない？」

「だって、その……」気になることは色々とあったけれども、まず、「ルインって彼氏いるんじゃないの？」

「どうしてそう思うの？」ルインは目をぱちくりさせた。

「ほら、昨日の夜、駅前でキスしてたし」

　するとルインは「あー」と合点の声を上げた。続けて「えー」と驚嘆の声を上げた。

「見てたの？」

「まあね。偶然」

「あれは彼氏じゃないよ」

「ラブラブっぽく見えたけど」ラブラブ、という言葉では収まらないくらいにいちゃついていたけど。「彼氏だったけど、昨日のうちに別れた、的な？」

　と、なんとなく的外れなことを言っているような気がしながら俺は聞いた。

「そもそも付き合ってないよ」ルインは淡々と答えた。

「じゃあ、あの人はなんなの？」

　ルインはすこしの間を空けてから、べつにそこまで勿もつ体たいぶってから口にすることでもないか、と思い直したかのような、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな時間の後に、




「セフレだよ」




　と淡白に言った。

　その言葉と共に、ふたたび沈黙が降りた。まるで俺とルインの間に、小さな雲がぽっかりと浮かんだかのような沈黙だった。沈黙の雲には『セフレだよ』と書いてあった。その言葉を俺が理解するために設けられたような一時だった。

　徐々に実感が湧いてきた。あれだけイチャイチャしていたのだから当たり前なのだが、ルインと駅前で見たチャラ男は、セックスをしているのだ。裸になって、俺がしたことのないあれやこれやをしているのだ。そんな生々しい想像をしてしまう。

　俺が黙り込んでしまったからか、ルインはしびれを切らしたように言った。

「じゃ、納得できたところで、付き合おうか」

「待て待て。まだ全然納得できてないから」ツッコミの要領で、ようやく声が出た。

「彼氏はいない、ってことは説明できたよねー」

　ルインは得意げに言った。「ねー」の声と共に、なぜだか両手でピースした。指が途中で折れ曲がっている、猫の手のようなピースだった。可か愛わいかったが、可か愛わいいと思ってしまった自分をどつきたくなった。

「いやいや、セフレがいるじゃん」

「セフレがいるのは駄目ってこと？」

「駄目っていうか……」

「セフレの意味はわかる？　童貞のワタにもわかる？」

「セックスフレンドですが……」と俺は言った。女の子に向かって「セックス」と口にすること自体、なんとなく恥ずかしかったが、ここで躊躇ためらうとますますルインのペースに持っていかれそうだったので、なるべくさらりと言った。

「そう、フレンドだよ」ルインは強調するように言った。「つまりは友達だし、そこから恋人に変わるってこともないんだよ」

「はあ……」

「セフレがいたら、恋人を作っちゃ駄目なの？　友達なだけなのに？　男友達なのに？　昭和の価値観ですか？」

「ええ……、でも友達とセフレは違うし……」

「じゃあ日本全国に百万人近くいる、セフレがいる女性は恋人を作っちゃ駄目ってことですか！　セフレ差別ですか！」

　ルインは大きな声で、堂々と言った。百万人という数字はどこから出てきたんだろうと俺は思った。

　ルインの主張は、たぶん冷静に考えたら色々とツッコミどころがあるのだろうと俺は思った。だが、すぐには反論は思いつかなかったし、恋愛に関する議論で、経験豊富なルインに自分が勝てるはずがないことはわかり切っていたので、一旦その土俵には上がらないことにした。

　代わりに言った。

「わかったわかった。セフレのことは置いておこう」

「置いたね？　今、置いたね？」

「はい、置いた、置いたよ」仕方なく、早口で答えた。

「置いたね。そして捨てたね？」

「捨ててはいない」さり気なく捨てさせるな。「セフレはいてもいいとして──」

　ん？　いいのか？

　あんまりいていいものではないのでは？　と思ったが、一旦話を進めた。

「告白だよ、告白。なんで俺に告白するの？」

「ワタのことが好きだから、っていう理由じゃダメ？」

「えー……だってそれ、絶対に噓うそじゃん」

「噓うそだらけだよ、この病んだ現代社会は」

「主語を大きくしてごまかそうとするなよ」

「噓うそってそんなに悪いことですか？　駄目なんですか？」

「道徳の教科書か？」

「まあ…………その辺はさ、ノリと勢いでなんとかならない？」

「ならないよ。全く腹落ちしないよ」

「いいじゃん」ルインは居直るように言った。「私たち恋人だよ？　付き合ったらきっと楽しいよ？　デート行こうよ。ディズニーランドとか行こうよ。一緒に下校しようよ。キスくらいならさせてあげるよ」

　キス、という言葉を聞いて、自分の脳がぐらっとするような感覚があった。セフレとはセックスしているくせに、俺とはキスだけかい、という気持ちも若干あったが、実際に照れてしまったのだから仕方がなかった。

　それと同時に、自分がキスごときで照れるような人間であることを、絶対にルインには悟られたくないと思ったので、煩ぼん悩のうをはねのけるように、あえて大きな声で言った。

「話を逸そらすな。何回も聞いてるけど、告白の理由はなんだよ」

「じゃーそろそろ真面目に話そうか」とルインは重い腰を上げたように言った。「なぜ私が、好きでもないワタに付き合おうと言ったのか」

「お……おう」ついに、好きでもないって認められてしまった。さっきまで直接的には言ってなかったのに。

「昨日私とキスをしていた人、青あお崎さき沓とうっていう一つ年上の先輩なんだけど」

「はあ」

「どんな人だったか覚えてる？」とルインは聞いた。

　昨日、ルインのキスを見た時、俺は男の方をなるべく見ないようにしていた。どうしても嫉妬心を搔かき立たてられるだろうと思ったからだ。

　だから今となってはどんな奴やつだったのかは思い出せない。正直なところ、金髪だったことしか覚えていなかった。

「あまり」と俺は言った。

「元はと言えばこの人が、私がワタに告白した発端なんだよね」

「ふうん」そこが繫つながってくるのか。

「繰り返しになるけど、私が青崎先輩を好きな気持ちっていうのは、本当にないんだよね」とルインはさっきよりも真面目な声色で言った。「青崎先輩って、本当に中身のない人だから。話も面白くないし、会話も合わないし、鳥くらいの記憶力しか持ってないから。ただ体格がよくて、イケメンで、聞き分けがいい。本当に、セフレになるためだけに生まれてきたような男なんだよね。チンコが本体で、それ以外の部分はサブっていう感じかな」

「めちゃくちゃなことを言うな」

「まあ、事実だから」ルインは淡々と言った。良いい悪いはともかく、動かしがたい事実なのだという調子で。「私と青崎先輩の付き合いって長いんだよね。もう一年以上セフレ関係を続けていて……そうそう、私ってセフレのいる女の子の中では真面目な方なんだよね。同時に二人以上のセフレは持たないし、セフレを好きになることもないから」

　真面目な方、ねえ。

「ルインが好きにならなくても、青崎先輩が好きだって言ってきたらどうするの？」と俺は聞いた。

「うーん」ルインは意外と長く悩んでから、「困る」と言った。

「困るんだ」困った後に、どうするんだろう。

「ともかく私は、青崎先輩に、付き合いが長いだけの恩義？　友情のようなものを感じてるんだよね。フレンドって名の通りにね。付き合いたいって言われたら困るけど、力になって欲しいって言われたら力になるし、彼がバイトをしてる名画座の掃除の手伝いもしたことがあるよ。まあこれは私が、青崎先輩の退勤を待っている時間が勿もつ体たいなくて、勝手に中に入って手伝ったんだけど」

「ふうん」自然と相あい槌づちを打ったが、なぜだかざらりとした感情が胸の中に広がった。

「で、青崎先輩には彼女がいるんだけど──」

「セフレがいるのに彼女もいるんだ」と俺は言った。

「私も彼氏がいる時期に、青崎先輩とセフレになったからね」と、ルインはなんでもないことのように言った。「それで彼女に、私との関係がバレそうになってるらしいんだよね」

「やっぱりバレたらまずいの？」

「そりゃまずいでしょ」とルインは言った。あ、そこは常識的なのかと俺は思った。「恋人がいるのに他の人と関係を持っているのは、一般的には二股であり、浮うわ気きとされるよね」

「そりゃそうか」と俺は言った。「ちなみに、なんでバレそうになったの」

　ルインはやや渋い顔で言った。「私と青崎先輩が二人でカラオケから出てきたところに、運悪く彼女と鉢合わせたんだよね」

「ふむ」

「絵に描いたような修羅場でしょ？」ルインはちょっとだけ面白そうに俺に笑いかけた。

「確かに、修羅場だね」

「でも私ってほら、前向きだから、『まだ挽ばん回かいできる』って思って。『あ、彼女さんですかー。私はただの友達ですよー』みたいな感じで」

「うん」

「でも青崎先輩はチンコに脳みそがついてるから、明らかに挙動不審みたいな感じになっちゃって」

「ほう」

「まあ直前までバックと正常位で一回ずつ射精して、それから私のお掃除フェラが炸さく裂れつして、もう一回射精させられた後だったから、頭が回らないのもあっただろうけど」

「その補足は要らないかな」

「ともかく彼女に怪しまれるようになったらしい」

「なるほど」

「青崎先輩は彼女を大切にしているので、絶対に彼女と別れたくなくて、とても悩んでいるらしい」

「にしては昨日、君と破は茶ちや滅め茶ちやに遊んでいたけど……」

「所々でガス抜きをしないと、大切なことに向けるエネルギーが湧いてこないでしょ」

「そういうものかね」

　話を聞いただけだと、本当に、その青崎という男には同情できないなと俺は思った。なんならめちゃくちゃに破滅して欲しい。出し抜けに交通事故に遭ったりしてもいい。

「青崎先輩は、私と自分の間には何もないんだって、その本命の彼女に思わせたいの」

「ふむ」

「そこでね、青崎先輩の盟友である私が、一計を案じたの」

「ほう？」

「それはね、私とワタが付き合っている姿を、青崎先輩の本命の彼女に見せること。そうすれば、『藤ふじ代しろ瑠る音いんは宮みや澤ざわ恆わたるの恋人なんだから、青崎先輩との間には何もないんだ』って思わせられるでしょ？」

　とルインは言った。それが告白の理由の全てのようだった。

　ルインの主張はわかった。だがなんとなく、わだかまりが残った。それが論理的なものなのか、感情的なものなのかはわからないが、どちらの観点からしても、吞のみ込こめないものがあった。

　とはいえ、もやついている姿をルインに見せても何もいいことはないから、俺はなるべく感情を抑えながら言った。

「その青崎っていう人は、ルインがそこまでしてあげる価値のある人なの？」

　って、ちょっと棘とげのある言い方になってしまったかもしれない。

「青崎先輩の彼女と修羅場になったのは、半分私のせいなの」ルインは俺の質問に直接的には答えず、代わりにこう言った。「青崎先輩は、知り合いに遭遇したら嫌だから遠くで会おうって言ってたんだけど、私はどうせそういうことは起きないし、移動時間が勿もつ体たいないから近場にしようって言ったの。そしたら本当に彼女にばったりと会っちゃって……」

「責任を感じた？」

「そう」

「だからこの作戦を考えた？」

「そう」

「噓うそつけ」

「あはははは」ルインは白い歯を見せて笑った。「なんで噓うそだとわかったの」

「ルインみたいな適当な人間が、そんなことに責任を感じるはずがないよ」

「そうかもね」ルインは笑い混じりの声で言った。「ワタは私のことをよくわかってるね」

　よくわかっていると言われたことには、小腹をくすぐられるくらいの嬉うれしさがあった。話すのは二年ぶりでも、俺は「ルインをよくわかっている人間」の中には入っているらしい。

　とはいえ、それくらいの嬉うれしさでは、俺のわだかまりは消えなかった。

「で、本当の理由はなんなの？」

　相変わらず、強い調子の声が出た。ルインの声も俺につられて少し大きくなった。

「さっきも話したけど、私が青崎先輩のことを恋愛的に好きな気持ちって、本当にないんだよね」とルインは繰り返した。「ありのままに理由を答えるならば、私は青崎先輩のセフレで居続けたいの。そしてそのためには、青崎先輩と彼女の仲が上う手まくいってないと困るの」

「どうして困るの？」

「青崎先輩が彼女と別れたら、たぶん彼は私のことを本気で好きになってしまうと思う」

「それはそういうものなの？」

「たぶん。思い上がりかもしれないけど」と言いつつも、それなりの確信がありそうにルインは言った。「まあ控えめに見積もっても、好きになる可能性は上がるでしょ？」

「そうかもね」確かに、ルインのような女の子とセックスをして、好きにならずに済むことは難しいかもしれないと俺は思った。

「それがすごく嫌なの」

「いいことじゃないの？」

「これは私の本心からの言葉なんだけど、誰かに本気で好きになられるなんて、別に大していいことじゃないよ」ルインはやけに澄んだ目で、テーブルの木目の辺りを見つめながら言った。「誰かに本気で好きになられるくらいならば、その誰かのセフレでいる方がいい。なんて、こんなことは絶対に友達には言えないけど。頭がおかしいって思われそうだし」

　どこか投げやりな言い方だった。わかってもらえなくても構わないという言い方だった。

　そして実際に彼女の主張は、俺には全く理解できなかった。誰かに本気で好きになってもらえる……いいことじゃないかと俺は思った。

　ところがルインは、誰かに好かれることを「全然いいことじゃない」と言う。つまりは一般的な感覚とは真逆のことを口にしているわけだけど、だからこそ彼女の本心に最も近い、極めてパーソナルな感覚を伝えてくれているような気がした。

　時々思う。

　藤代瑠音は俗っぽい女の子でありながらも、どこか神秘的な心の領域を持っている人間なんじゃないかと。

　なんて、こんな考えは九十九パーセント、過去に惚ほれた弱みでしかないのだろう。一度は恋に落ちた相手を理想化してしまっているだけなのだろう。

　だが、それでもその領域はやはり存在すると思ってしまう。そしてその領域のことは、常に知りたいと思っている。

　小学六年生の時からずっと疑問に思っている。

　ルインは一体、本当は何を考えているのだろうかと。

　俺が無言になっていることを、告白の拒否だと捉えたのだろう。ルインはうんうん、と小刻みにうなずくと言った。

「そうだよね。冷静に考えたらこんな告白、絶対に受けたくないよね」

　彼女はチェアから腰を上げ、俺の方を見ずに続けた。

「私、考え直──」

　とまで言ったところで、彼女の言葉を遮るように俺は言った。




「いや、受けるよ」




　と咄とつ嗟さに口にしてしまったのは、ほとんど衝動的なものだった。

　あえて理由を言語化するならば、もしもこの告白を断ったならば、俺はルインの内面を深く知る機会を永遠に失うのだ……というものだったけれども。

　でもそういった筋道だった思考から出た言葉という感覚はあまりなかった。やはり根本的には、衝動だったと思う。

　だからか口にした後に、やっぱり今のは失言で、訂正しようかなという気持ちにもなった。

　だが言い直す前に、ルインがニヤッと、罠わなにかかった獲物を見つけたみたいに笑って、

「ホントだね？」

　と言った。

　そして燦さん々さんと輝く直射日光のような視線で俺を見つめてきた。だから俺は照れてしまって、まごつきながら言った。

「ま、まあ……ルインが持ちかけてくれた相談だし、俺が力になれるなら──」

「私とエロいことができるかもと思ったわけだ！」

　ルインは真顔で言ってから、ふざけて笑った。あるいはふざけて真顔を作ってから、素の笑顔に戻った。

　俺は思わず「ちょっと」と口を挟んだが、ルインとエロいことをしたいというのが、自分でも自覚していない本心だったらどうしようとも若干思った。

「できるかもねー。だって恋人だもんねー。ワタって童貞だから、男女交際のことをセックスの許可証くらいに思ってそうだもんねー」

「お、思っとらんわい」

　と言いながらも、すこし恥ずかしくなってきた。付き合うということはエロいことをしてもいい許可を得ることだ、という短絡的な思考はたぶん高校生にとっては珍しくなく、もしかすると俺もちょっぴり思っていたかもしれなかったからだ。

　恥ずかしさはどんどん全身に広がっていった。くらげに刺されてしびれが体中に広がるみたいだった。俺の頰は熱を持ち、体の動きはどんどんぎこちなくなっていった。

　さっきまで普通に見ていたはずの、ルインの顔が見られなくなった。改めて見てみると、実に可か愛わいい女の子だった。目が大きく、まつ毛は海外映画の子役のように長かった。一方ですっと通った鼻筋と、形がよい唇には程よい大人っぽさがあった。歯並びがとても良くて、笑うと小さな白い花が咲いたような気分になった。そんな彼女は言った。

「ねー、ワタ」甘えるような声色だった。

「な、なんだよ」俺の声はふたたび、不自然なくらい裏返った。

「そんなに挙動不審になってたら困るよ」とルインは子猫のように目を細めて言った。「私たちはただ付き合うだけじゃなくて、青崎先輩の彼女から『付き合っている』と思われるような付き合い方をしないといけないんだよ？　君は私のれっきとした彼氏で、私は君のれっきとした彼女なんだよ？　だから君は、私が恋人であることは当然といった様子で、どっしりと構えてないといけないんだよ」

　それはそうかもしれない、と俺は思った。

　俺たちはただ付き合うだけではなく、恋人らしく振る舞わなければならない。恋人らしく振る舞わないカップルだって世の中にはいるはずだが、俺たちにはそういった付き合い方は許されない。もっとオーソドックスなカップルを、例えば人前で愛情表現を躊躇ためらいなく行えるようなカップルを目指さなければならない。

　愛情表現の細部を考え出すと、また頰が熱を帯びてきそうだった。だから俺はなるべく考えないようにしたが、目の前には満開のアサガオのように俺に笑いかけてくるルインがいた。思考の世界も実在の世界も、俺の平静を失わせるものでいっぱいだ。もう二度と冷静な自分には戻れないかもしれない。

　その時だった。ルインは突然、俺の手を握った。

　ルインの指が触れ、そこから氷が融とけるのに似た官能が体中に広がっていった。ルインの指は細くて柔らかく、造り物みたいだった。こうして俺たちは「手を繫つなぐ」という姿勢になった。

「ちょ、ちょっと……ルイン」

　俺は思わず口を尖とがらせた。でもどこか腰砕けな声色になった。指先にはルインの柔らかくてひんやりとした指の感触があった。思ったよりも体温が低いんだなと俺は思った。

「手を繫つなぐだけで奇声を発してたら、全然カップルに見えないよ？」ルインはそう言って、白い歯を見せた。「むしろ『藤代瑠音は彼氏がへっぽこで満足していないから、青崎先輩と浮うわ気きをしているんだ』って思われるかもよ？」

　ルインはからかうように言った。それは軽口のつもりだっただろうけれども、そう言われると青崎先輩への対抗心が湧いてきた。俺が手を繫つなぐくらいでドキドキしている一方で、ルインのもっと深いところに当たり前のように触れている人間がいるのだ。

　その嫉妬に似た気持ちは俺の指を突き動かし、ルインの手をがっしりと握らせた。

「おお、力強い」

　とルインは言った。彼女は急に手を強く握られたことに少し驚いていたが、俺がやる気を見せてくれたのだと概おおむね好意的に解釈してくれたらしい。

　それからルインは俺の手を適切な強さで握り返した。それに合わせて俺も、彼女の手を握る力をすこし弱く、自分にとって自然だと思えるくらいの強さにした。

　ルインは俺と繫つないだ手をぶらんぶらんと揺らした。俺は肩の力を抜いて、彼女の好きにさせた。ちょっとした共同作業を行っているような気分だった。小さなブランコになった気分だった。それを二、三回ほど繰り返すと、ルインは楽しげに俺を見上げて言った。

「なんか楽しくない？」

　素朴な発言だった。いつもよりも無防備な、子供らしい微ほほ笑えみもついてきた。だから俺も率直な返事をした。

「うん、楽しいね」

　するとルインはまた、繫つないだ手を前後に揺らした。俺もゆるく加速度をつけてみた。二人の手は風に揺れるハンモックのように軽快に動いた。

「ワタって意外と才能があるかもね」

「才能ってなんだよ。でもありがとう」

「あんまり照れてないね」

「手を繫つなぐまでがピークで、繫つないでみると意外と大丈夫かも」

　ルインと手を繫つないでいるのだと意識をしてしまうとたぶん駄目になるから、なるべく俺は考えないようにしていた。ただ右手側に、ルインと俺の体を繫つなぐ結び目があるのだと思えばいい。この考え方にも照れくさいものがあるが。

　ルインはふうん、と言った。恋人ごっこが円滑に進み始めたことはいいことだが、俺にはもっとドギマギしていて欲しい、そっちの方がからかいがいがあって面白い……という相反する思いを持っているように見える。

　だからだろうか、ルインは俺の手を引き寄せると、ピンク色の舌を見せた。

　何をするつもりだろう、と訝いぶかしがっている間もないうちに、

　彼女は俺の手の甲をぺろりと舐なめた。

「何何何!?」

「いや、手汗がすごいから、舐なめたらどんな味がするのかなって」

　と言ってルインは笑った。いたずら好きの子供が日常的に湛たたえるような笑みで、俺の手の甲を舐なめた後だとは思えなかった。

　ただ俺の心臓は激しく脈打ち、呼吸も浅くなっていた。先ほどまでの自然さは失われていて、さっきまで普通にできていた行動ができなくなった。ルインの顔が普通に見られなくなったし、繫つないだ手を握る力にも確信が持てなくなった。手の角度がすこし変わり、ルインの手の感触が変わるたびに、不安と快感の混ざったものが指の間を走った。

　だからかルインはぱっと手を離して、

「はい、また挙動不審」

　と言った。

　手を離されると、なんだか大波の中に放り出されたような、寄る辺ない気持ちになった。

　端的に言って寂しかった。でも手を離されただけで寂しい気持ちになっただなんて、そんなセンチメンタルな内心をルインには悟られたくなかった。だから逆に強い口調で言った。

「手の甲を舐なめられて、挙動不審にならない方が難しいだろ」

　ルインはその言葉には返事をせず、全く別のことを言った。

「私、人の汗とか舐なめるの好きなんだよね」

「変態なの？」

「それくらいの変な趣味なら、きっと皆持ってるよ」知らないけど、とでも続きそうな、適当な口調でルインは言った。「青崎先輩の腹筋の汗を舐なめてあげるのも好きなんだよね。体のゴツゴツに合わせて味がちょっと変わるんだよ」

　俺はすこし逡しゆん巡じゆんしたが、結局はこういう言い方しか思いつかなくて言った。

「そういうこと、恋人の前で言う？」

「お、早速恋人ヅラ？」

「……だって彼氏だもん」すこし恥ずかしくなりながら俺は言った。

「しょうがないな。今度ワタにも青崎先輩の体を舐なめさせてあげるよ」

「俺が舐なめたらさすがにおかしいだろ」

　とまで話したところで、ちょうど昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。

　ルインがふたたび、

「んー」

　と言いながら手を伸ばしてきたので、俺はその手を握った。

　今度は自然に握れた。繫つないだ手を見つめながらルインは言った。

「うんうん、私がふざけない限り、恋人のふりは順調みたいだね」

「一応、ふざけている自覚はあったんだ」

「教室の近くまで手を繫つないで歩こ？」

　ルインはそう言って俺に笑いかけた。そして俺たちは中庭を出た。

　手を繫つないで教室に向かいながら、俺は思った。

　ルインはとても可か愛わいくて、よく笑って、気が合って、一緒にいて楽しい女の子だ。

　彼女と話すのは二年ぶりで、長く話すのは小学生の時ぶりだったけれども、そうは思えないくらいに自然で、肩ひじを張らない会話ができたと思う。

　もちろん内容的には引っかかる部分はあった……というか、ありまくりだったけれども、楽しさの方が上回っていた。否定しようもないくらいに、ポジティブな感情の方が上回っていた。

　ルインはやっぱり、俺にとって魅力的な女の子なのだ。
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　高校生になっても変わりなく。

　ただ──。

　彼女にはセフレがいる。

　日常的に性交を行う、体格のいいイケメンがいる。そいつにお掃除フェラを、たぶん常日頃から行ってあげている。

　そう思うと、繫つないだ手の向こう側にいるルインがすこし遠く思える。

　恋というものはよくわからない。

　だって俺が恋をしたのは人生で一度きりで、ルインが最初で最後だったからだ。

　失恋についてもよくわからない。それも人生で一度きりで、ルインが最初で最後だったからだ。

　ただ、その一度きりの失恋の経験から、俺が個人的に採っている説が一つあった。

　それは、失恋というものはもしかすると、それだけでは、大して辛つらいものではないのかもしれないということだ。

　本当に辛つらいのは、失恋をした相手が、別の相手と一緒になることだと思う。相手が独り身の時とは違って、どうしてその男が俺ではないのか、どうしてその男に俺がなれなかったのかということを、嫌でも考えさせられてしまうからだ。

　俺はまだルインが好きなんだろうか？

　わからない。

　自分の感情は、自分でもわからない。

　嬉うれしさ、楽しさ、怒り、悲しみ、それらは毎日経験する身近な感情で、にもかかわらず時たま、自分がどれくらい嬉うれしいのか、楽しいのか、悲しいのか、わからなくなることがある。身近ですらない恋愛感情が、よりわからなくなるのは当然だと思う。

　ただ、それにしたって、自分の中ではっきりと確信できている感情が一つある。

　その感情は胸から引っ張り出して手に取れそうなくらいに具体的で、表面をなぞって感触を確かめられそうなくらいに確かなものだった。

　俺は青崎先輩に、はっきりと嫉妬していた。

　顔も知らない男のことが、とても羨ましく、憎らしく思えた。
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　小学六年生の春、俺がルインに告白した、その前後の経いき緯さつについて語ろう。

　前もって断っておくが、これから話すのはとても辛つらくてしんどい話である。いわゆる黒歴史というやつである。でもこれを伝えておかないとルインと俺の関係を正しく伝えることができないから、やむなく話すことにする。

　まず〈前〉。

　小学六年生になるまで、俺はルインと話したことがなかった。

　遠目に見て可か愛わいい女の子だとは思っていたけれども、友達グループが違ったし、小学生は自分の友達以外の人間に対して、そこまで強い興味は持たないものだと思う。だから、ルインのことはなんとも思っていなかった。

　小学六年生になって、俺は塾に通い始めた。塾の座席は指定されていて、俺はたまたまルインの隣の席だった。

　塾の休み時間だとかに、ルインは頻繁に俺に話しかけてきた。学校の中だと男子グループと女子グループの間には溝があったけれども、塾の中ではなかった。だから俺の人生の中で、物心ついてから初めて親しく話した異性がルインだった。

　だから俺はルインを好きになった。つまり彼女を好きになったそもそもの理由は「女子なのに俺に気安く話しかけてくれたから」でしかなかった。

　本当に、自分でも嫌になるくらい浅はかな理由だと思う。ただ、きっかけはありきたりでも、想おもいの強さは本物だった。あの頃の自分の恋心の強さのことは、ルインのことを考えるだけで頭が沸騰しそうになった日々のことは、寝る前に彼女と話した内容を思い出してニヤニヤした日々のことは、とても鮮やかに思い出せる。これが恋でなかったら何を恋と呼ぶのかと思うほどの、くっきりとした初恋だった。

　今となってはルインの魅力を、俺は色んな形で語ることができる。けれども根本には「ただ好きだから好きなのだ」のような、同語反復トートロジーでしか説明できない部分があるように思える。そういった理屈じゃない部分が形成されたのがこの時期だった。

　人は人生において、たった三回だけ、本当の恋に落ちることができる──という与太話が本当か噓うそかはわからないが、少なくとも俺は、人生における有限回の恋のうち、一回をルインに使ったのだ。そんなはっきりとした感覚があった。

　俺はルインに恋をして、告白して、それを受諾してもらって、キスをした。ここまではどこにでもあるありきたりな、いやありきたりの中ではかなり幸せな、初恋だったと思う。

　そして〈後〉。

　ルインが告白を受け入れてくれた翌日から週末まで、俺は高熱を出して学校を休んだ。

　俺はあまり風邪をひかない方だし、ひいても長引かない方だが、なぜだかその時ばかりは熱が下がらなかった。まるで不吉な予兆のように。

　週明け、俺は小学校に登校した。

　その日、俺はとても上機嫌だった。病み上がりの怠だるさはあったが、機嫌の良さの方が上回っていた。

　なんたって学校には愛するルインがいるからだ。目がくりっとして大きくて、舌足らずなしゃべり方が可か愛わいくて、唇はさくらんぼ色でよく笑う、麗うるわしい恋人がいるからだ。

　だが俺はルインと学校で話したことはなかった。繰り返しになるが、友達グループが違ったからだ。とはいえ塾で隣の席になってからは、彼女のことは時たま眺めていた。今日も様子を窺うかがって、機会があれば話しかけてみようと思った。

　しかし教室でルインの方を見ていて、ふと異変に気づいた。

　ルインのそばに、男がいる。

　レクの時間に『クラスで一番格好いい男子』を投票したところ、圧倒的に一位だった風かざ間まという男子だった。小学生にしては顔立ちがくっきりしていて、背が高く、スポーツも万能だった。ひょうきんな面もあって、今もルインやそのそばにいる女友達を笑わせていた。

　慎重で思慮深い十七歳の俺ならば、遠目に様子を窺うかがって状況の把握に努めるところだ。

　だが十二歳の俺は浅はかで、機転も利きかなかった。

　何が起きているのか気になって──それからたぶん、ルインをけらけらと笑わせている風間くんへの嫉妬もあったと思う──ルインたちの方へ近づいていった。

　俺がルインのいるグループと接触するのは初めてだったし、風間くんとも話したことがなかったから、俺がいきなり近づいてきたことに、彼らはちょっと驚いたようだった。ルインの反応は覚えていない。

　だからか唐突に会話が途切れる形になった。

　そうしてできた沈黙の中で、俺は言った。

「ルイン」

「何？」ルインはいつも通りの調子で俺に接した。

「話そうよ」

　俺は言った。当時の俺は直球でしか物事を進められなかった。カーブを投げられない愚直な球児のように。

「え、なんで？」

　と言ったのはルインではなく、ルインの周りにいるせっかちな女友達だった。

　その時、俺はなぜだかみじめな気持ちになった覚えがある。勘の悪い昔の俺でも、この後に起きる出来事をなんとなく予想していたのだろうか？

　俺はぐっと拳に力を入れてから言った。

「だって俺、ルインの彼氏だもん！」

　すると最も起きて欲しくないことが起きた。

　ひっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっのような声で、ルインの周りにいる男女が揃そろって笑い始めたのだった。

「何冗談言ってんの!?」

　と女子の一人が言った。

「宮みや澤ざわがルインの彼氏のわけないでしょ!!」

　と女子の一人が机を叩たたきながら言った。

「宮澤ってオモシレーな！」

　と風間くんは侮あなどるような笑みを浮かべた。

「ルインの彼氏は風間くんだよ！」

　と女子の一人が言った。

　それからもルインの取り巻きたちは、長い時間をかけて、けたたましく笑い続けた。まるで壊れた汽笛がプラットフォームで鳴り響いているみたいに。相変わらずルインの反応は覚えていない。

　それから数分かけて、俺は状況を把握した。

　どうやらルインは俺からの告白を受けた二日後、風間くんから告白されたらしい。

　そしてそれを受諾し、二人はカップルになったらしい。

　俺は混乱した。深く深く混乱した。そもそも「恋人」というものの定義すらも曖昧な時期だ。だから当時の俺の混乱は哲学的と言ってもいいくらいに混迷を極めた。

　だが、常識的に考えると、恋人というものは一人につき、最大で一人のものではないか。

　つまり排他律が適用されるのではないか。

　風間くんがルインの彼氏になった以上、俺はルインの彼氏ではなくなったのだ。

　フられたのだ！

　俺は泣きそうになった。恋人ができて一週間でフられるなんてひどすぎる。それも直接フられるわけではなく、別の男の彼女になることで、間接的に知らされるなんて。

　俺は半泣きになり、なじるような口調でルインに聞いた。

「な……なんでルインは風間くんの告白を受けたの？」

　するとルインはためらいがちに、しかしはっきりと言った。




「だって、風間くんってイケメンなんだもん……」




　なんて身も蓋もないことを言うのだろう。しかしそれは否定しがたい事実だった。風間くんはイケメンであり、俺はイケメンではない。

　それは火を見るよりも明らかな事実だったので、俺は言葉を失ってしまった。色々と言いたいことがあったはずなのに。

　ルインのグループが騒いでいるのを見て、近づいてきた男子が言った。

「ねールイン、『恋人の証あかし』やってよー」

「えー、恋人の証あかし？」とルインは言った。

「そうそう、先週もやってた奴やつ」と別の男子が言った。

　先週もやってた奴って何？

　俺が学校を休んでいる間に、二人は何をしていたの？

　何人かの視線が集まっているのを前にして、

「しょうがないなー」とルインは言った。

　その声色は甘かった。彼女が空気を読んでそんな声色を作ったのか、実際に満更でもなかったのか、たまたまそんな声が出ただけなのか。今でも彼女の真意はわからない。

　俺の目の前で、二人はゆっくりと抱き合い──、




　熱烈なキスをし始めた。




　それを見た瞬間、俺の心のどこかに、バキッと亀裂が入った感じがした。

　二人は舌を入れ始めて、お互いの体を触り合った。それを見ているうちにその亀裂はパキパキパキッと拡大し、悪化していった。

　この時にできた心の亀裂は、今もまだ治っていない。野ざらしのまま風雨を浴びて、今もずきずきと痛みを発している。

　俺はキスを最後まで見届けることもできず、敗北感と共にその場を離れた。

　さよなら、ルイン、とその時は思った。

　本当にさよならできていればよかったのに。




　ルインの行動によって心を乱される日々は、実際にはそこで終わりではなく、そこから始まった。

　風間くんと付き合い始めたルインだが、なんと彼とは一週間で別れてしまい、別の男と付き合い始めた。

　ご多分に漏れず、その男もイケメンだった。別のクラスの『クラスで一番格好いい男子』だった。明らかに、ルインには面食いの傾向があった。

　最終的に、彼女は五クラス全ての『クラスで一番格好いい男子』と一回以上ずつ付き合った。以上というのは、別れてから縒よりを戻した男もいたからだ。

　ルインが小学生の時に、付き合ったのはその五人だけではなかった。彼女は風間くんと付き合ったのを皮切りに、誰かと付き合っては短期間で別れるということを幾度となく繰り返した。同級生はもちろん他校の男子とか、中学生や年下の男子にも手を出していた。相手の九割はイケメンだった。

　俺はそういった噂うわさを聞いては、自分がルインとキスをした甘い記憶と、風間くんとのキスをなすすべなく見せつけられた苦い記憶の両方を思い出し、精神を痛めつけられた。

　苦いだけの思い出ならば、記憶の底に封じ込めれば済む。

　甘いだけの思い出ならば、何度思い出したって支障がない。

　ところが甘さと苦さの両方を持った思い出は、甘いがゆえに軽率に頭に浮かび、苦いがゆえに俺を打ちのめす。半永久的に俺の心をかき乱し続けるのだった。

　ルインの呪縛から逃れるために、俺は勉学に励んだ。風間くんや、その他のルインの彼氏に、俺が勝てるものと言えば学力くらいしかなく、勉強して立派な人間になることによって、彼らを見返してやろう……と思ったのは動機の三割くらいで、

　たぶん一番の動機は、ルインも勉学に励んでいて、難関校を目標にしていたからだった。彼女と同じ学校に入ることができれば、ひょっとしたらふたたび付き合うチャンスも巡ってくるのではないかと思っていたのだ。

　そう。俺はルインによって心を乱されている自覚はあったが、同時にルインがまだ好きだった。だから、どこかで縒よりを戻せるチャンスはないかと、最低限の気は配っていたのだ。

　好きという自覚を失って、彼女が単なるコンプレックスの対象になったのは、いつのことだろう？

　あるいは今でも、彼女への好意は失われていないのだろうか？




　俺とルインの中学受験は成功し、俺たちは同じ中高一貫の私立の進学校に入った。

　中学に入ると、ルインも外聞が気になるようになったのか、表立った男遊びは控えるようになった。

　また俺も、彼女に関する情報を得づらくなった。中学生になると小学生の時以上に、個人のプライバシーが守られるものだし、受験が終わった以上、ルインと同じ学習塾にも行かなくなったからだ。

　しかし断片的に得られた情報を総合すると、ただ表向き静かになっただけで、ルインは小学生の時と同じような、節操のない男女交際を繰り返していたんじゃないかという気がする。

　同級生のイケメンは、だいたいルインと付き合ったという噂うわさがあった。

　これらは事実だろうと俺は思っていた。

　そしてその大半が、一ヶ月もせずにフられたという噂うわさがあった。

　これらも事実だろうと俺は思っていた。

　またネットを使って男と会っているとか、変な男と付き合っていた時期があったとか、有名な配信者の彼女になった時期があるとか、そういう噂うわさもあった。詳しくは知らないが、八割方事実なんじゃないかと、俺は勝手に見積もっていた。

　というか、事実であろうと事実でなかろうと、ルインに関する噂うわさを聞くたびに俺の精神が乱されるのは確かであり、もはや遠くに見える風景が、蜃しん気き楼ろうかそうでないかくらいの違いしかないんじゃないかと俺は思っていた。

　昼間、セフレがいると言われた時も、咄とつ嗟さのことで返事には窮したが、内心では「いてもおかしくないか」という諦めに似た気持ちはあった。

　むしろ、彼氏が現在いないことの方が意外かもしれなかった。「二人いる」と言われる方が、まだ可能性が高そうだ。

　こういった様々な出来事があり、大半は俺の独り相撲であり、色んな因果が巡ったり巡らなかったりして、俺とルインは五年ぶりに付き合うことになった。

　セフレのために。
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　それから授業中にラインをして、俺たちは土曜日にデートをする約束をした。

　ルインは下校デートをしたがったのだが、部活があるからと言って俺は断った。火・金が部活のある日で、今日は金曜日だった。

　俺が入っている映像研究部は、サボったからといって何かがあるわけでもない、ゆるい部活なのだが、部員が二人しかいなくて、俺が行かないともう一人の部員のソロ部活になってしまう。それに今日は漫画を借りる約束もしていたので、行かないとさすがに申し訳ないと思ったのだ。

　というわけで休日にデートを持ち越すことになり、俺は放課後、映研の部室に向かった。

　映研と名は付いているが、映画は撮ったことがない、そもそも機材が五年前に壊れて以来、購入すらしていない、ただダベるだけの、ありきたりな文化部だ。

　去年まで、映研には三年生の先輩が三人、同級生が一人いた。

　それから、今となっては幽霊部員になった部員がだいたい七人くらいいた。だいたいというのは、映研のようなゆるめの部活は一ヶ月に一回くらいふらりと来る人や、二ヶ月に一回くらい来る人がいて、どこまでを部員に含めていいのかがわからないからだ。部室に来た人の全員が、ちゃんと入部届を出していたのかもよくわからない。

　ただ今年になって、ちゃんと部室に来る人間は俺と、その同級生の女の子だけになってしまった。仕方がないので二人で部活を存続している。

　映研の部室のドアノブを回すと、鍵は開いていた。ということは必然的に、もう一人の部員が中にいるということになる。その女の子は鍵係なので、いつも俺より先に来ている。

　俺は部室の中に入った。

　部屋は散らかっている。来るたびに「こんなにも散らかっていたっけ？」と新鮮な驚きを覚えるくらいに散らかっている。

　床にはボロボロのカーペットが敷かれているが、上う手まく床に固定できておらず、端っこがくしゃくしゃになっている。黄ばんでいて、元は紺と白のチェック柄だったのだろうが、白の方はほぼ黄色になっている。まるで汚れた毛布が転がっているかのようだったし、使っている俺の感覚としても、カーペットというよりは足元の障害物だった。

　壁かべ際ぎわには倒壊しかけの本棚がある。そこには様々な本・ＤＶＤ・ＣＤが、判型を無視してぶち込まれている。その横には昔の部員が貼ったらしい映画のポスターがあるが、ほとんどが日に焼け、色を失っている。画が鋲びようが取れて空中で丸まってしまっているものもあるが、誰も直さずにそのままになっている。見た目のバラバラな椅子が四脚ほど、まとめて部屋の隅っこに放ほったらかされている。これらは去年までは使われていたのだが、今年になって部員が二人になったので使われなくなった。

　部屋の中央には壊れかけのソファがある。生地が色いろ褪あせていて、傾いていて、中のウレタンがはみ出てスカスカになっている。だがその上にソファカバーがかけられていて、ギリギリ座れるようになっている。その前にはスクリーンがあり、ソファと合わせて、一つの映像鑑賞スペースになっている。

　去年はあんまり使わなかったが、今年はよく使っている。まあ映画ではなく、もっぱらアニメばかり観みているのだけれども。

　ソファの上には女の子が座っていた。俺の唯一の部活仲間である、蔦つた原はら果か南なんという女の子だ。

「やあ、親友…………」

　基本的には低いトーンなのだが、時たま声が裏返る、いかにも声を出し慣れていない人といったしゃべり方を果南はする。ちなみに「親友」というのは、果南がふざけて呼んでいる俺のあだ名だ。

　しかも今日は──、

「ちょっと声かすれてない？」と俺は聞いた。

「えへへ、実は今日、初めて声出した……」果南はふふふのような笑い声を上げた。
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　果南は一言で言うと陰キャだった。それも俺以上の陰キャだった。俺はクラスカーストの低い人間とは言え、同じ階級の友達はそれなりにいた。だから、毎日派手な出来事は起きないものの、それなりに楽しく学校生活を送れていた。

　だが果南は本当に友達がいない。とにかくコミュ障の上がり症で、初対面の人を前にすると、ほとんど何も話せなくなる。ちょっと人に話しかけられるだけで、彼女はすぐにびくびくして逃げ出したそうな顔をする。なんなら知っている相手にもちょっとおどおどと話す。

　本人によると初対面の時にこそ、気を使ってトンチンカンなギャグとかを言ってしまうのだという。それも本当につまらないことや、後で思い返して、どれだけ赤面しても収まらないくらいの、とんでもないド下ネタを口走ってしまうらしい。結果的に「あ、蔦原さんって変な人なんだ」「危ない人なんだ」「ユニークな人なんだ」となり、ますます人が離れていく。

　さらに言うと果南は高校からの編入生だった。中高一貫の私立校で五年間も顔を合わせていれば、どんな人間でも一人くらいは友達ができるものだが、果南は逆に、中学で完成しているコミュニティの中に入っていくことが要求された。そしてそれは彼女にはできなかった。俺が同じクラスだったらまだ……とも思うのだが、残念ながら同じクラスになったことがない。

　映研のメンバーは、果南にとってはギリギリ、普通に話せる人たちが集まっていた。去年は新入生歓迎会と称して、色んな映画を──『パプリカ』『君の名は。』『千と千ち尋ひろの神隠し』『パルプ・フィクション』『インセプション』『PERFECT BLUE』『ソウ』『グランド・ブダペスト・ホテル』『クレヨンしんちゃん 嵐を呼ぶ モーレツ！　オトナ帝国の逆襲』『シン・ゴジラ』『ヱヴァンゲリヲン新劇場版：序』『破』『Ｑ』『シン』……などなどを上映していたのだが、その中でたまたま、果南の心の帳とばりが開いたのだった。

　だが、そうしてようやく普通に話せるようになった先輩たちも、今となっては引退してしまい、部員は俺と果南だけになった。

　俺が律りち儀ぎに部室に来続けている理由の一つは、俺が行かないと、果南が本当に誰とも話さずに学校生活を終えてしまうのではないかという懸け念ねんだった。

　が、別に気を使っているわけではなく、結局は単に居心地がいいから来ているのだった。

「あっあっあっ、ねえ……親友は、昨日のアレ観みた……？」

　と、果南はつっかえながら、最近俺たちが観みているテレビアニメの話をし始めた。

「ああ、すげー展開だったよな」

　と俺は言った。

「エロかったよね……」

　と果南は目を細めて言った。

　果南の見た目は、正直可か愛わいい。ただ、なんとなく人を孤立させそうな美しさだと感じる。どこか寂しげな雰囲気があるのだ。可か愛わいさと寂しさのどちらかを減らしてあげると、果南の周りに人が集まってきそうな気がするのだが、彼女は丁度よく孤独が似合うくらいに、可か愛わいくて寂しかった。肌は人形のように白くて、目が大きくてまつ毛が長く、目の下には大きな涙袋があった。鼻は目立たないことによって他の部分に目が行きやすくしている、いわゆる美人の鼻で、唇はちょっと厚かった。髪の毛は長く、くるくるとウェーブがかかっている。天パだと思うのだが、いつだって美容院の帰りのような美しいキューティクルを湛たたえているので、常に一定の清潔感がある。

「最後のシーンとか感動しなかった？」

　と俺が聞くと、果南は低い声で、

「わかる……。ドゥフフ……、感動せざるを得ない……」

　と言った。

　ひどいオタクしゃべりだ。「可か愛わいい」こととオタクっぽくしゃべることは、なんとなく両立しがたいイメージがあるのだが、果南においては両立している。それも自然と。

　考えてみれば、果南はルインと真逆の立ち位置にいる存在だ。クラスカーストの最上位にいるルインと、最下位の果南。ハキハキしゃべるルインと、オタクっぽくしゃべる果南。陽気なルインと、陰気な果南。ふりとは言え、一応は俺の彼女であるルインと、

「そうそう……親友のために、約束のエロ本持ってきたよ……」

　あだ名とは言え、俺を「親友」と呼ぶ果南。

「エロ本じゃない。ちょっとエロい描写のある少年漫画だよ」と俺は訂正した。

「でも単行本で乳首券発行されてるし……」

　と言って、鞄かばんの中に入れていた漫画を、果南はまとめて机の上に置いた。俺が読みたいと思っていた漫画をたまたま果南が全巻持っていたので、持ってきてもらっていたのだ。

　少年漫画とはいえ、エロめの漫画を女の子から借りることには通常は抵抗があると思う……が、果南は「親友」だから、その点に関しては抵抗はなかった。そもそもあんまり女の子だと意識したことがないし、

「親友のヌき報告、待ってるぜ……」

　のような下ネタも言うし……。

「少年漫画でヌかないよ。ヌくとしたら成人漫画だろ」

　と俺は普通に答える。果南は下ネタが好きなので、これくらいのことを言われるのは普通のことだった。

「でもでも、あえてエロスの少ない少年漫画でヌくと、濃いのが出るって聞くよ……？」

　と果南は俺を見上げながら言った。

「濃いのが出ても笑うなよ」

　と俺が言うと、果南は実に屈託のない微笑を浮かべた。人に冗談を言うだけで楽しいというような、素朴な喜びに満ちた笑みだった。

「親友、『コードギアス』を観みよう」と果南は言った。

「いいよ」と俺は言った。最近、俺たちは部活動と称して昔のアニメを観みていた。『コードギアス』は先週から観みているのだが、話数が多すぎて、まだまだ観み終おわるまで時間がかかりそうだった。

『ALI PROJECT』によるコードギアスのエンディングを、調子外れな音程で歌う果南の横で、俺はプロジェクターを操作して、アニメを再生した。




　三話くらい連続して観みた。

　果南は最後の方は、集中力を失ったのかスマホで『ブルーアーカイブ』をやっていたが、まだまだ話数があるので、ともかく観み進すすめることが大事と思うことにした。

　その後、休憩がてら、学校のピロティホールに向かった。他の学校だと「食堂」だとか「ラウンジ」だとか「休憩所」とか、単に「ホール」だとか言われている場所だ。いくつかの自動販売機と購買と座席のある広い空間だ。そこに向かって猫背で歩きながら果南が言う。

「『血染めのユフィ』はまだかなぁ……」

「二十何話とかだったと思うよ」

『血染めのユフィ』はコードギアスの序盤のクライマックスにある話だが、俺たちはネットによって既にネタバレを知ってしまっている。令和の少年少女は、ネタバレを知った上で話を楽しむ能力が求められている。

　ピロティホールに到着する。

　自動販売機で半透明のスポーツドリンクを買いながら、果南が冗談を言った。

「これ、ガマン汁っぽいよね……」

「ガマン汁ってもっと白いからね」と俺は一応突っ込んだ。

　めちゃくちゃ適当なギャグだったのだが、果南の声がデカかったので、周囲にいた生徒たちの視線を無意味に集めてしまった。果南は声量の調節がうまくできず、たまに声が不必要に大きくなる時と小さくなる時がある。今回は前者だった。

　恥ずかしかったらしく、果南はピロティホールにいる間、身をこごめていた。

　部室に戻ってくる。

　買ったポテトチップスを、二人で食べやすいように縦方向に開けながら、コードギアスの続きでも再生しようかなと思っていると、ふと果南が言った。

「親友はさ……ちゃんと『親友』してる……？」

　そう言われて、俺は自分が「親友」と呼ばれるようになった経緯を思い出した。




　半年前、俺たちは恋愛を題材にしたアニメを観みた。

　とても良いいアニメで、観みた後に、一週間ほど余韻が残るくらいだった。スマートフォンのロック画面は即座にそのアニメのヒロインの画像に変えたし、主題歌は毎晩聞いていた。……というくらいにハマったので、そのアニメのタイトルを人に言うのは恥ずかしい。誰かに言って「それつまんなかったよ」と言われたら、どんな作品でも感想は人それぞれなのだという一般論を忘れて逆上してしまいそうだ。だから言わないでおく。

　果南も感動したらしい。鑑賞後、彼女は顔を真っ赤にして放心していた。

　あまりにも良作だったので、感想を自分の中で嚙かみしめるための時間が必要だった。だから観み終おわった後、俺たちは三十分くらい何も話さなかった。その無言の時間の後、ぽつぽつと感想を語り合う中で、ふと果南が言った。

「やっぱり……二次元って最高……」

　それは本当にそうだと思った。この世界に存在する、何よりも否定しがたい事実としてそうだと思った。もしも地動説が否定され、相対性理論が誤りであり、この世界が上位存在のコンピューターシミュレーションに過ぎなかったとしても、二次元の素晴らしさは揺るがないだろう。

　それから、ちょっとした感想を口にしては、はあ……とか、ふう……とかの感嘆の声を漏らすだけの時間がしばらく流れた。

　どういう話の流れだったかは忘れたが、果南がこんなことを言った。

「二次と比べると、三次ってホントに無理だよね……」果南はそう言いながら、ソファのカバーをぎゅっと握っていた。「これから三次に戻ると思うとホントにつらい……」

　果南が弱音を吐くのは珍しかった。暗黒の学園生活を送っている果南だが、ふしぎと弱音はあまり吐かなかった。アニメの話と軽口とネットミームはよく口にするが、プライベートなことはほとんど話さない。

「三次の人って皆、面白くないし……」と果南は言った。「話しかけづらいし……てか話したいとも思わないし……話したことのない人からキモがられたり、廊下でぶつかられたりするし……」

「…………」俺は黙って、果南の言葉を聞いていた。

「いじるとかいじられるとかの……『お笑い番組ごっこ』みたいなのを陽キャは永遠に続けているし……。せめてそういう奴やつらに関わらなくて済めばいいのに、グループワークみたいな、無理矢理陽キャの輪に混ぜてくる授業があるし……、でも陽キャに限って、恋人を作ったり青春したりしてるし……、どんな大恋愛だって、どんな大青春だって、陽キャがやってる時点で全部陳腐じゃんって思うのに、羨ましい気持ちはあるし……私にはできないし……、そいつらが大手を振って生きている一方で、なんで私のような無害な人間が、教室で寝たふりとかしてなきゃいけないんだろうと思うと、余計に意味わかんないし……」

　俺はなんて相あい槌づちを打っただろうか。

　覚えていないが、おおむね共感を示したと思う。

　果南とは理由が違うけれども、俺も果南のような、陽キャへの恨み嫉そねみを持っていたからだ。

　その発端にいるのは、たぶんルインだ。

　ルインへの古い恋心と、その恋心が完膚なきまでに打ち砕かれたことと、今も彼女が誰かと付き合ったり別れたりしている噂うわさが定期的に聞こえてくることと、そのたびに俺の精神が間断なく乱されることと……その他色々な、たぶん俺自身だって気づいていない小さな要因が絡からみ合あって、俺は陽キャ全体に対する漠然とした恨みを持っていた。『陽キャってウザいし、クラスカーストとかも面倒くさいし、恋愛もくだらないし、バカバカしい。……でもしてる奴やつはちょっぴり羨ましい』のような、果南の本音に似た感覚だ。

　まあきっかけはなんであれ、高校生にしては珍しい考え方ではないだろう。

　肯定的な俺の相あい槌づちを聞いて、果南は言った。

「三次の恋とか、本当にくだらないよね！」

「ああ、くだらない！」

「ねえ、君！」当時の果南は俺を『君』と呼んでいた。「私たち！　三次元よりも二次元の方が好きだよね！」

「もちろん！」

「絶対に青春とかしないよね！」

「しない！」

「絶対に恋人とか作らずに、高校生活を終えるよね！」

　たぶん事実に近いのは「恋人とか作れずに」の方なのだが、「作らずに」と言うと前向きな感じがしていいなと俺は思った。

「終える！」

「じゃあ私たち、同じ志を持った、同志だね！」

「ああ！」

「同志ってか、親友だよね！」と果南は言った。果南は親友という言葉の響きが気に入ったようで、親友のところで声に力を入れていた。

「おうよ！」

「親友になろう！」

「ああ、親友だ！」

　……という話をしたのだった。




　さて、当時のことを思い出してみると、果南の「ちゃんと親友してるよね？」という問いかけは、単に「私たち親友だよね？」という意味ではなく、「君は全く彼女も作っていないし、青春もしていないよね？」という動詞的な意味だと思うのだが、だとすると俺は「否いな」と答えざるを得なかった。

　藤ふじ代しろ瑠る音いんと付き合い始めたからだ。

　だが、それを律りち儀ぎに果南に伝える必要があるだろうか？　と俺は思った。

　なんたって、別に本当に好きで付き合っているわけではないからだ。俺とルインが付き合っているのは、単にルインのアリバイ工作のために過ぎない。

　だがアリバイ工作だからこそ、他人に言って回る必要があるのではないか？

　もしも俺とルインが本当に付き合っているのならば、自分たちの意向で交際を隠すのもアリだが、偽にせ物ものであるからこそ、声高に本物だと主張する必要がある……とか考えると逆説的パラドキシカルだが、少なくともこの場にルインがいたら、むしろ率先して口を割れと言うだろう。

　とはいえ、何から何までルインに従ってやる義理もない。

　けど、交際を隠す理由も、同じくらいない。

　俺は一体、何を逡しゆん巡じゆんしているんだろう？

　果南と交際する可能性を考えているんだろうか？

　……無い無い。

　普通に言えばいいじゃないか。




「彼女ができたよ」




　と俺は言った。

　すると果南は口をＯオーの字に開けた。実に無防備なリアクションだ。あんまり他人から自分がどう見られているかっていうことを考えたことがない、子供のように直情的な振る舞いだ。ジェットコースターの最高高度でするような表情だ。彼女の桃色の舌と、子供っぽい八重歯がよく見えた。

「すご!!　すご!!　すご!!　すご!!」

　と果南は連呼した。

「す……すごい？」

　裏切り者、とか言われてもおかしくないと思っていたのに。

「超すごいよ……。【かつこ朗報】かつことじだよ……。親友はやる時はやる奴やつだと思ってたぜ……」

「あ……ありがとう……」

　と俺はつっかえながら答えた。

　教えてよかったのかな。

　こんなにも真まっ直すぐに信じられると、騙だましてしまっているようで、ちょっとだけ申し訳ない気持ちにもなるな。

　口にするまでは、そこまで考えが至っていなかったけれども、よく考えたらこれは、噓うそを口にしているようなものじゃないか。良心の呵か責しやくを感じるほどではないけれども、平たく言えば。

「……これで私も、やっと言える……」

　拳をぎゅっと握りながら、決意をしたように果南は言った。

「言えるって何を？」と俺は聞いた。

「実は私も……彼氏できた……」

「おお……？」

　予想だにしなかったことを言われた。果南に彼氏ができるなんて、全く考えたことがなかった。果南には彼氏候補となりそうな男子どころか、日常的に話している男子でさえほとんどいなかったからだ。

　ただ中立的に見れば、可か愛わいい女の子ではある。見た目だけを判断材料にすれば、驚くべきことではないのかもしれない。

　とか思っていると、果南はさらに予想外の言葉を続けた。

「三ヶ月前に……」

「ええっ……」

　俺は思わず声を出してしまった。それはつまり、三ヶ月間、俺に交際を隠していた……というか、少なくとも能動的には言っていなかったことになるからだ。

　三ヶ月前の果南に、それらしい素振りがあっただろうか？

　覚えている限りではないと思う。

　では今の果南と、昔の果南になにか違いがあるだろうか？

　ううん、わからない。俺が鈍感なだけなのか、本当に変わらないのか、どちらだろう？

　俺はちらりと果南を見る。

　彼女は照れたように目を伏せて、両手の指を独特な形で組み合わせている。スカートの丈は長くて野暮ったく、ブラウスのボタンはぴっちりと一番上まで留めている。典型的なスクールカーストの低い女の子の見た目だと感じる。少なくともここ三ヶ月間で、彼女が自信に満ちた女の子に変わったとか、そういったことは起きてないと思う。

　戸惑いのあまり言葉を失っている俺を、怒っていると勘違いしたのか、果南はおずおずと切り出した。

「ずっと言えなかった……『もう親友じゃない』って言われるかもと思って……」

「いやいや、教えてくれてたら普通に祝ってたよ」と俺は早口で言った。「ていうかおめでとう。彼氏ができたなんて、普通にめでたいじゃん」

「そうだよね……」

　と、果南は全くめでたくなさそうに言った。

　果南はなにか俺に相談したいことがあるのだが、切り出し方を迷っているという感じだった。話の流れからして、相談するとしたら彼氏のことだと思う。

　もしかすると果南はずっと前から、俺に彼氏について相談したかったのだが「親友になろう」という誓いを立てた手前、彼氏ができたことを言い出せなくて、黙っていたのかもしれない。

　でも俺に彼女ができたことがわかったので、ようやく口にできたのかも……なんて、ここまで来ると当て推量になってしまうか。

　とりあえず俺は聞いた。

「か……彼氏とどんな感じなの？」

　なんだか変な感じだ。映研の部室は、そういった俗世の話とは完全に切り離された空間だと思っていたからだ。だが今の俺たちは、ありきたりな高校生がするような話をしている。

　果南は顔をすこし傾けて、

「もう別れそう……」

　と言った。悲しいというより、困ったという感じで。

「なんで？」と俺は聞いた。

「浮うわ気きされてる、と思う……」

「ええ……？」

「でも、全部私のせいだと思う……。私……、何もさせてなくて…………」

「何もさせてないって、どういうこと？」

「て……て……手を繫つないだのが……最大接触で……」

「ふ……ふむ」と俺を相あい槌づちを打った。こんな話を果南とするのは初めてだから、自分が自然に振る舞えている自信はあまりない。

「き……キスもエッチも……してない…………」

　と果南は言った。やや進展が遅いカップルのようだ。一般的な高校生のカップルの進展の速度はわからないけれど。

「でも果南って、べ……別に……エッチなことがダメというわけではないよね？」

「う……うん……」

　と果南は答えた。下ネタをよく言う＝イコールエッチなことは大丈夫、というわけではないと思うのだが、果南が性的なことに及び腰になっている姿は想像がつかなかった。

「むしろ好き…………」

「だよね」

　口にしてから思う。この相あい槌づちは、セクハラっぽいだろうか？

　でも実際に俺は『だよね』って感じだ。キスやエッチが完全に無理な人というのも世の中にはいるわけだが、少なくとも果南はそれではない気がする。

「超興味ある……」

「そうなんだ」

「………………超」

　と果南は続けた。

　発言としては意外ではなかったが、女友達に性欲があることを、実際に口にされた時の正しい相あい槌づちの打ち方はよくわからない。

「……ムラ～～～～～～～～～ってしてる…………」

　と果南は言った。声量の安定しない果南らしく、出し抜けに大きな声で。

「そっか」と俺は言った。段々と、果南が普通に話しているのだから、俺も普通に話してもいいのだということがわかってきた。

「親友は……ムラ～～～～～～～～～ってしてる？」と果南は俺に聞いた。

「まあ……」ここは素直に認めてもいいところかと思った。「してる」

「毎日してる？」

「毎日してる」

　すると果南は拳を俺に向けて、

「友情っ」と言って差し出してきた。

　だから俺もハイタッチの要領で、拳を差し出した。二人の拳が当たって、こつんという音を立てた。

　果南は八重歯を見せて、安あん堵どの笑みを浮かべた。

　そっか、俺から見て果南の性欲がわからないのと同じくらいに、果南から見て俺の性欲はわからないのか。

　でも今、俺にも性欲があることがわかって、ある程度踏み込んだ話ができることがわかって、安あん堵どしているのかもしれない。

　だから俺は聞いた。

「彼氏とエッチなことはできないの？」

「できない……」と果南は言った。それから「全く想像がつかない……」と続けた。

「向こうの方から求めてくるということはないの？」

　俺もけっこう立ち入った質問をしているなと思った。

「求めてきた……」と果南は言った。「付き合い始めて、二回目か三回目かのデートの時に、夜道で手を繫つながれた……」

「ふむ」

「その瞬間に、完全に頭が真っ白になって……。いきなり摑つかまれたわけじゃなくて……、その……ムードのようなものは、たぶんあったんだと思うけど……、私って鈍感だから、そういうムード的なものが伝わってないから……、ムードのコミュ障、蔦原果南だから……、『え!?　何何!?』ってなって……その後にした会話も、全然頭に入ってこなくて……」

「ふむふむ」

「その流れでキスをされそうになったから……」

「うん」

「私、手で、ぱって」

「手で、ぱっ？」

「こう……」果南は自分の顔の前で、両手をふにゃふにゃとさせながら、「手でぱっ！」

「振り払ったってこと？」

「そ……そう」果南は苦笑まじりに言った。「キスを……拒んで……」

「なるほど」

「そ……それから……そういうことをするのに……好感度ゲージの上昇が必要なタイプのヒロインだと思われているのか、全くそういうことをされなくなって……」

「はあ」

「あるいは……キスとかそういうことに……全然興味を持たないタイプの人種だと思われているのかもしれなくて……」

　と果南は言った。

　普段、俺たちがこんなふうに真面目に話すことはなかった。いつだって、俺と果南は愚にもつかない話しかしていなかった。

　だが、実際にこういう話をしてみると、できないわけではないのだなと思った。教室の友達とは、こんなふうに真面目に話すことはできない気がする。果南とは真面目な話を「してもいい」間柄だったのだ。気づかなかったけど。

　俺は聞いた。

「果南はそれでいいの？」

　よくない、と答えられると思っていた。

　なんたって好きな人がいて、エッチなことにも興味があって、その人とエッチなことができないのだから。理屈で考えれば、よくない気がする。

　だが果南は意外にも、

「わかんない……」

　と答えた。極めて曖昧な口調で。

「わかんない？」

「うん……」と果南は言った。「私……付き合って三ヶ月経たったけど……またあの時と同じ状況になったとして……、乗り切れる自信が全くない……。またぱってやっちゃう気がする……。変な失言とかもしちゃう気がする……。だから正直……求められないことに若干の安心を感じている自分がいる……」

「ふむ」自信がないということだろうか。「でも、それが彼氏と上う手まくいってない理由だと、果南は分析しているんだよね？」

「そう……」

「それで……その……」俺は若干の逡しゆん巡じゆんの後に聞いた。「別れてもいいの？」

「わかんない……」と果南はふたたび口にした。「もしも別れたら、心の負担がなくなって、安心するかもと思っている自分もいる……」

「はあ……」

「フェードアウトが正解かも……」

「うーん……」ふと聞いてみたいことが思い浮かんで、俺はそれを口にした。「果南は彼氏のことが本当に好きなの？」

「好きなはず……」

「はずって何？」

「付き合い始める前は、好きだった……はず」

「付き合っている間に、幻滅するような出来事でもあったの？」

「いや、なかった……」

「どうして付き合い始めたの？」なんだか俺は『アキネーター』みたいだな。

「向こうから告白されて……」

「その時は、果南も好きだったんだ」

「そのはず」

「じゃあ……」

「進展がないということかもしれない……」と果南は自分なりに分析した。「三ヶ月も付き合ったのに、二人の距離が、全く縮まっていない気がするのかもしれない……。デートだけなら何回もしたし……ま、私がちょっと面倒になって、会うのを拒んじゃってた時期もあるんだけど……。それでも十回近くは会ってると思うし……」

「ふーむ」俺は聞いた。「果南の彼氏ってどんな奴やつなの？」

「えーと……陽キャ」

「はあ、陽キャ」

　俺はふと、半年前に果南が陽キャを激しく糾弾していたことを思い出した。俺と果南が「親友」になった日のことだ。

　果南も同じことを思い出したのか、舌をだらしなく出して、白目を剝むいてピースをすると、

「陽キャ堕おち……」

　と言った。

「いや、堕おちてないでしょ」堕おちられていないから困っているのだ。

「三次元わからせ……」

「まだわかってないだろ」

「こういう下ネタも言えないし……」

「それは言える人の方が少ないだろうけど……」

「あとイケメン……」と果南は言った。「私が陽キャのイケメンにコクられるなんて……、きっと人生で又またとない機会、千載一遇、空前絶後、影時間、彼かは誰たれ時どき、丑うしの刻こく、蝕しよくにしか発生しないイベント……」

「それが同時に来ることはなさそうだけど……」

「ありえないくらいにラッキーで、いいことだと思うのに、全くもって何の経験にも繫つなげられずに、交際を終えてしまいそうな自分がいる……」

　なんとなくモヤモヤする。果南は確かにコミュ障だし友達はいないが、根本的には可か愛わいくて面白い女の子なのだ。

　だから、たまたま一回陽キャに告白されたくらいのことを、そんなにもありがたがったり、負担に感じる必要はないと思うのに。

　しかしその一方で、ラッキーだという感覚も、とてもよくわかる。否定しがたいほどに、ラッキーだと感じてしまう。

　俺は自分がルインに告白された時のことを思い出す。

　俺もあの時、ルインに告白されてラッキーだと思ったのだろうか。

　もしも思っていたとすると、それはちょっと嫌だなと思った。

　なんて考えていると、果南は興きよう味み津しん々しんといった感じで俺に聞いてきた。

「親友の彼女はどんな人？」

「あー……俺の彼女？」

　ルインのことは果南だって知っているだろう。同学年だったら誰でも知っているような有名人だ。しかし、だからこそ言いづらいな、と俺は思った。

「エロい？　エロくない？」

「えーと……」

「巨乳？　貧乳？　長なが乳ちち？　爆乳？　陥没乳首？」

　おっぱい縛り？

　一旦、話の矛先を変えようか。「果南の彼氏のことをもっと教えてくれたら、俺の彼女についても教えるよ。果南の彼氏はどんな人？」

「だから陽キャだよ」

「写真とか無いの？」

「あるけど……」

「見てみたいな」

　すると果南はハチドリのように高速で首を振りながら、

「ムリムリムリムリムリ！」と超早口で言った。それからもう一回、「ムリムリムリムリムリムリムリムリ!!」と繰り返した。

「そんなに無理なら強要しないけど……」オーバーリアクションだな。「どんな人なの？」

「私の幼おさな馴な染じみ」

「はあ」なんだか、俺とルインの関係に似てるな。

「一つ年上で、私と小学校が同じで、学童保育も同じで、帰る方向も同じだったから、集団下校でいつも一緒だった……。私が困っている時に、いつも助けてくれるヒーローみたいな人だった……。私が映画が好きになったきっかけでもある……。『アベンジャーズ』を、その人の家で一緒に観みたことがある……」

「ふうん」

「ちょっと見た目も外国の俳優っぽい？　って思ってた時期もあった……ふふ」と言って果南は苦笑した。「ヒーロー・ファインズ・ティフィンっていう俳優、知ってる？」

「知らない」

「……っぽいかな、って思ってた時期もあった……ってあはは、これ恥ずかしすぎ、忘れて……」と果南は白い歯を見せて笑って、「で……でも……高校に入って、ドキュンになっちゃって……」

「ドキュンってどんな感じ……？」

「髪の毛が金髪になって……。たぶん交友関係も、ドキュンな感じで……」

「うわあ……」俺たちが一番苦手とする人種じゃないかと思う。だから、「果南が一番苦手な人種じゃない？」とそのまま言った。

「でも……昔のアオくんっぽいところは残ってて……」

　アオくん？　「どういうところ？」

「バイト先だけは、映画好きの昔のアオくんっぽくて……」

「どこでバイトしてるの？」

「名画座で働いていて……」

　名画座？

　ふと俺の脳内に、ルインが昼間に口にしていた言葉がリフレインした。




『彼がバイトしてる名画座の掃除の手伝いもしたことがあるよ』




　ん？

　俺はふたたび果南の姿を眺める。

　さっきと比べてなにかが変わったわけではない。スカートの丈は長く、シャツのボタンを洒しや落れっけもなく一番上まで留めている、典型的なスクールカースト下位の女の子の見た目だと感じる。髪の毛はくせ毛で、猫背で、所々つっかえながら言葉を紡つむぐ。可か愛わいいけど、自分に自信のなさそうな、そして友達の少なそうないつもの果南だ。

　それと相反するイメージが果南の印象に近づきつつある。金色の髪をした騒がしい人間だ。その男の顔は見ていない。だが公衆の面前で女子とキスをすることを良しとする人間であることは知っている。

　真逆と言ってもいいものが彼女の隣に並ぼうとしている。その連想を俺は止めることができない。

　すべてを偶然だと考えることもできる。気づかなかったふりを決め込むこともできる。だがここまでの符合に気づいておいて、自分を騙だまし通とおすのは不可能だった。

　だから俺は努めて平静を装よそおいながら、なるべく普段通りの声色で果南に言った。




「ねえ、果南の彼氏って青あお崎さきって人じゃないの？」




　すると果南は目を丸くし、「なんで知ってるの？」と俺に言った。
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　青あお崎さき沓とうとはどういう人物なのだろう？

　駅前でちらりと見た印象と、ルインからの伝聞を総合した印象としては、はっきり言って中身のないチャラ男である。

　というかルイン自身、そう言っていた。『本当に中身のない人』『ただ体格がよくて、顔がよくて、さっぱりしてる』『チンコが本体』『チンコに脳みそがついてる』……って、言いたい放題だが、まあ公衆の面前で濃厚なキスをするような人間が、ちゃんとした奴やつであるはずがないだろう……って言うと、ちょっと偏見っぽいけど、これは偏見寄りの経験則というか、少なくとも正しい確率は五割以上のものとして主張してもいいのではないだろうか。

　さて、そんな金髪ドキュン・ヤカラ・チンピラ・ヤンキーの青崎先輩のイメージが、果か南なんの話によって揺らぎつつある。

　そんな男が、果南のような地味な女の子を彼女にするとは思えないからだ。

　普通は同じような人種の恋人を作りそうな気がするからだ。

　……って、さっきから俺はイメージでしかものを考えていないな。

　たとえ八割正しい推測があったとして、三つ重ねたら、合っている確率は五割しかないのだ。そして俺の推測が五割も合っているかは怪しいところだ。

　やっぱり実際に見た方がいい。

　というわけで俺は、果南に青崎先輩の写真を見せてもらった。

　果南も俺が青崎先輩を知っているなら……という感じで、さっきのように「ムリムリ」とは言わず、普通に見せてくれた。

　青崎沓はくっきりとした顔立ちの男だった。顔が濃く、鼻が高いので、先ほど果南が外国の俳優っぽいと言ったのもわかるような気がした。金色の髪の毛は、よく似合っているかというと微妙なところだったが、ヤンキー一辺倒といったイメージではなく、一定の清潔感があった。染め方も丁寧で、色も均等だ。

　認めたくはないが、イケメンと言っても過言ではない顔立ちだった。ルインのように、容姿のいい人間の中でもずば抜けた容姿というわけではないが、男をイケメンかイケメンじゃないかの二つに分けた時には、あっさりと前者に分類されるだろう。

　しかし──と俺は思う。

　そこまで大きく、イメージと違わないなと思う。やはり町中でこの男を見たら、俺はドキュンだと即断するだろう。彼が着ている服も心証に影響しているのかもしれない。写真の彼は迷彩柄のダウンジャケットを着ていて、これが金髪と相まってアウトローな印象を与えている。

　果南は、青崎先輩とのツーショット写真も見せてくれた。

　ファミレスで、青崎先輩がカメラを持って、セルフィーの形式で撮った写真のようだが、写真の二人は面白いくらいにカップルには見えなかった。

　果南と青崎先輩の服の趣味が違いすぎるし（果南はシンプルなワンピース姿だった）、にこやかに微ほほ笑えむ青崎先輩と違って、果南の笑い方は実にぎこちない。

　果南は、ふふふ、と暗い笑みを浮かべて、

「これ『若手俳優のチェキ会に参加した人』みたいな写真じゃない？」と言った。

「はあ……」

　その喩たとえはわからないが、少なくとも二人が対等に見えないことは確かだ。

「なんか全然、二人が話してるイメージ湧かないんだけど……」

　と俺は言った。すると果南は、

「私も湧かない……だから話してない……」

　と答えた。

　しばし無言で、青崎先輩と果南のツーショット写真を見つめるだけの時間が過ぎた。二人して、問題文の消えた解答用紙を前にして、書けるはずもない答えを探しているような時間だった。

　青崎先輩はなんで果南に告白したんだろう？　いくら果南のルックスがいいと言っても、二人の属する文化圏が違いすぎる。

　まあ、誰かが誰かを好きになる理由なんて人それぞれではある。少なくとも俺が小学生の時、ルインを好きになったのは事故のようなものだった。

　ただ、昼の一件があったからか、俺とルインの交際同様に、果南と青崎先輩の交際にも、なにかしらの思惑があるのではないかという邪推が浮かばなくもなかった。

「青崎先輩は……その、ちゃんと彼氏っぽくしてる？」

　という、俺の質問もよくわからないな。

　だからか果南も、

「わかんない……」

　と答えた。今日何回目かもわからない「わかんない」だった。これまでにも色々とわかんないことがあったのに、この質問だけ「わかる」ということはないかと俺は思った。

　ふとルインの言っていたことを思い出す。

『青崎先輩は彼女を大切にしているので、絶対に彼女と別れたくなくて、とても悩んでいるらしい』

　その言葉が本当ならば、青崎先輩は果南のことが、裏表のない気持ちとしてちゃんと好きで、普通に付き合っているということになる。

　本当か？

　マジで？

　そもそもセフレがいるしなあ……。

「さっきも同じ話をしたけれど、私、浮うわ気きされてると思う……」

　と果南は言った。そういえば話の最初に、果南はそんなことを言っていた。

　俺はみたび、ルインの言葉を思い出した。

『私と青崎先輩が二人でカラオケから出てきたところに、運悪く彼女と鉢合わせたんだよね』

　ああ～～～～……。

　そうか、ルインの言っていた彼女というのが果南のことだったのか。

「カラオケから……その……アオくんが女の人と二人で出てきたところに、ばったり遭遇しちゃったんだよね……。女の人の方は『友達だ』って言ってたんだけど、アオくんの方がなんだか……挙動不審で……」

「挙動不審……かあ」

　と、神妙っぽく言ってみたが、そりゃあ挙動不審にもなるだろうと俺は思った。なんせ青崎先輩は直前までルインにバックと正常位で一回ずつ射精し、お掃除フェラでもう一回射精させられていたのだから。

「その……アオくんと一緒にカラオケから出てきた女の子が……いや……やっぱり、これ以上はプライバシーの侵害だから、言わないことにするよ」と果南は言った。

　浮うわ気きをされているかもしれないという状況なのに、その浮うわ気き相手のプライバシーのことにまで気を配っている果南は、さすがに人が良すぎないかと俺は思った。仮に感情的になって、浮うわ気き相手の素性を大声で暴露していたって、俺は果南のことを責めないと思う。

　だからか俺は、

「もしかして、藤ふじ代しろ瑠る音いんだった？」

　と聞いてしまった。なんだかそこが明らかになっていない状況が、果南だけが割を食っているようでバランスが悪いように感じたからだ。

　だが口にしてから、指摘してしまってもよかったのだろうか、という逡しゆん巡じゆんがやってきた。

「そ……そうだよ！　な……なんで!?　なんで親友はわかったの？」

　本人に聞いたから、とは言えないので、

「まあ、派手な女の子だし、遊んでいるっていう噂うわさも聞くから」

　と、当あたり障さわりのないことを言っておいた。

　果南は、ふうん、と答えた。

　ふたたび俺たちは無言になった。

　実に気詰まりな沈黙だった。この部室にいて、俺と果南が二人して黙り込んでいる時間なんていくらでもあった。そしてその沈黙を、今までは一度も気まずいと思ったことがなかった。沈黙が気にならない関係こそが、本当の友達関係なのだ、のような話はよく聞くが、俺と果南はまさしくそれだった。ところが今は、無言でいることを単純に気まずいと感じている。

　やがて果南が言った。

「それで、親友の彼女ってどういう人なの？」

「え」

「そうだ……元々はそういう約束だったじゃん！」果南は重いムードを打ち破るためなのか、あえて明るく振る舞ってみせた。「私が彼氏のことを話したら、親友が彼女のことを教えてくれるって！　話してくれなかったら、約束破りだよ？」

　そういえば話の流れで、そんな約束をしてしまっていた。

　約束をしたからには、言わないわけにもいかない。仕方なく俺は言った。

「藤代瑠音だよ」

「え？」

「だから俺の彼女。……同級生の」

　そして、君の彼氏とカラオケ店から出てきた女の子……とでも言葉が続きそうな、わずかな間があった。

　その間を打ち消したくて、俺は早口で言った。

「あ……青崎先輩とルインの間には、たぶん、何もないと思うんだよ。俺と付き合ってるのに、ルインと青崎先輩がどうにかなるわけないじゃん」

「そ……そうだよね」という果南の言葉には、自分に言い聞かせるというよりも、俺を気遣うような響きがあった。「二人の間には何もないよね……」

　なんとなく果南は、自分が浮うわ気きをされている可能性よりも、俺が浮うわ気きをされているかもしれない可能性の方を強く気にしているように見えた。だからか口にしていて、わずかな罪悪感が胸を突いた。

「え……てか、親友の彼女、藤代さん……？」

　と果南は言った。

「あ……そうだよ」

「は……、拍手していい……？」と言って、果南はゆるく握った二つの手を合わせた。「すご……すごすぎ……。高たか嶺ねの花はなだよ……」

　それから果南は本当に拍手をし始めた。ささやかなその音だけが、静かな部室に響き渡っていた。

「な……何したの……？　媚び薬やくでも盛ったの……？　精液に催淫作用がある一族……？　実は超巨根……？」

「俺とルインが付き合う可能性って、それくらいしかないの？」

「いつも読んでる漫画だと、その辺がベタだから……」

　成人向け漫画の悪影響だと俺は思った。果南は部室でも構わずにスマホで成人向け漫画を読み、いいシーンがあると俺に共有してきたりする。

「よく彼氏とだけは、エッチなことを控えているよね……」

　と俺は思わず口にした。軽口のつもりだったが、果南はそれを真面目に捉えたようで、

「確かに……このエロティシズム……なぜ彼氏には……」

　と言った。エロさを見せることがいいこととは限らないが……てかまあ、そりゃそうだが、果南に関しては両極端な気がする。

「もっと彼氏にもがっつり行くべきかなあ？」

　と果南は聞いた。ふと俺の頭に、

『だと思う。もっと胸を張るべきだよ。果南は自分が思っているよりも魅力的な女の子だし、それが伝わっているからこそ、青崎先輩も付き合おうって言ったんじゃないかな？　だから、きっと果南が心を開いてくれたら嬉うれしいと思う。そんなに遠慮することないよ』

　という返事が浮かんだ。それは噓うそ偽いつわりのない俺の本心であり、普段であれば口にしていたかもしれない言葉だった。

　だがなんとなく、口にすることが憚はばかられた。こういうことを言うと、果南と青崎先輩の交際が、円滑に進んでしまう気がしたのだ。少なくともその手助けになる可能性があった。上う手まく言えないがそれは、俺にとってはつまらないことのように思えた。

　代わりに俺はこんなことを言った。

「やめた方がいいんじゃないかな」

「そう？」果南はちょっと意外だが、驚くほどでもないといった反応で、俺の次の言葉を待った。

「うん。今まで全然エッチなことに興味がないっていう素振りを見せていたのに、いきなりがっつり行ったらヒかれちゃうよ」

「そうかな……」

「そうだよ。世間一般の人たちって、俺たちよりもよっぽど性的なことに対して保守的だし、果南の尺度でエッチなことを詳つまびらかにしたら、青崎先輩がヒいちゃうかもしれないよ」

「かも……」果南は納得した。

「それに、ただでさえも果南は上がり症なんだから、無理に普段と違うことをしようとしたら、そのついでに変な発言をしたりとか、奇行をしたりしちゃうかもよ」

「それもありそう……」果南はしみじみとした。

「付き合ってから本当に距離が縮まるまで、時間がかかるのって普通のことだし、高校生なら尚なお更さらだよ」俺は淀よどみなく言った。なぜこんなにもすらすらと言葉が出てくるのか、自分でもふしぎに思うくらいに。「世間的な尺度と照らし合わせて、進展が遅いとか早いとか、そういうことが気になったりすることはあると思うけど、結局は恋愛って当人同士の問題なんだし、果南が無理して行動を改めることもないと思うよ」

「そ……そうだよね……!!」と果南は言った。「ありがとう……！　親友！」

　果南は俺のアドバイスに胸を打たれて、心から感謝をしているようだった。

　そうやって素直に感謝されてみると、逆に胸が苦しくなる俺がいた。

　噓うそはついていないと思う。ただ、百パーセントの本心を、七十パーセントくらいの本心に取り替えた感覚はあった。それもどちらかと言うと、果南と青崎先輩の仲が親密にならないことの方を願って。

「私……親友しか相談できる相手がいないから、本当に助かったよ……」

　と言って、果南は無防備な、俺を信用しきっている笑みを浮かべた。

　だが俺は果南の目を見られなかった。それは俺に彼女を、多かれ少なかれ騙だましているという自覚があるからかもしれない。

　俺・ルイン・果南・青崎先輩の四つのイメージが、俺の脳裏をぐるぐると巡った。

　ぐるぐるぐるぐるぐるぐると。
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　その夜、ルインからラインが来た。

『明日どこ行く？』

　そうだ。俺はデートに行く約束をしていたのだ。

　ルインにデートを持ちかけられた時には、上う手まくできるだろうかというプレッシャーを感じたものだが、部活に行ったからか、あるいはそこで様々なことを話されたからか、今となっては重圧は半分くらいになっていた。

　しかし俺たちは青崎先輩の目を欺くために付き合っているわけであり、そのためには他人の目がある場所でだけ恋人のふりをすればいいので、休日まで恋人らしくある必要はあるのだろうか……という疑問は浮かんだが、最近の俺は理屈っぽくなっている気がするので、何も考えずにルインの誘いに身を任せてみるのもいいかと思った。

　ルインと出かけること自体は、普通に楽しみである。きっかけがなんであれ。

　考えてみれば、デートという名目で女の子と出かけるなんて生まれて初めてだ。果南と二人で放課後に本屋やゲーセンに行ったりしたことはあるが、あれはデートとは呼ばないだろう。

　そう思うと緊張してくるが、ルイン相手に緊張している姿はやはり見せたくない。

　ひとまずラインの返信に集中しよう。

　こういう時は男から、デート先の候補を出した方がいいと聞いたことがある。

　ただ、俺たちは付き合うに至った経緯が特殊だし、ルインの方がデートの経験が豊富なのは明らかだったから、素直に希望を聞くことにした。

『どこ行きたい？』

　一秒で返信が来る。

『ワタはどこ行きたい？』

　オウム返しにされた。

　というか、ルインって文字を打つのが速いな。筆まめというよりも、思いついたことをそのまま入力している感じだ。彼女のいい加減な性格がそのまま表れているようなスピードだ。

　だから俺もなるべく考えずに返信する。スピード優先。

『どこでもいいよ』と続けて、『普段、友達と遊んでいる場所だと、カラオケとかビリヤードとか』

『神社』

『は？』

『神社行かない？』

『いいよ』

　と文字を打ちながらも、若干の意外さを感じている俺がいる。ルインはもっとキラキラしたところに行きたがるものだと思っていたからだ。

『どこの神社？』と俺は続けて返信を打った。

『鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐう』

『あー』と俺が打ち込んだのは、鶴岡八幡宮が俺たちの住んでいる場所からそれなりに近い所にある観光地で、かつ有名だったからだ。小学五年生の時に遠足で行ったことがあるが、どんな場所だったかはあまり覚えていない。

『よく行く？』とルイン。

『遠足以来行ってない』

『けっこう面白いよ。鎌かま倉くら駅えきから鶴つる八ぱちの間に、小こ町まち通どおりっていう商店街があって、色んなお店があって楽しいんだよね。テレビとかでも紹介されている喫茶店があって、一回行ったことがあるんだけど混雑してて入れなかったから、ワタが良かったら行きたい』

『そうしよう』と俺は送った。

『じゃあ、鶴八デートで』

　あっさりとデートプランが決まった。デートプランを立てるという行為自体に、若干の荷の重さを俺は感じていたが、やってみたらあっさり終わるものだなと思った。まあ全部ルインが決めてくれたからなのだが、苦手意識は減った。

　ゆるめの絵柄の、猫が喜んでいるスタンプがルインから送られてきた。

　ここで俺がスタンプを押せば、ラインをきりよく終えられるだろう。

　だが俺はどうしても、ルインに聞いてみたいことが一つあった。

　それは映研の部室で、果南と青崎先輩が付き合っていると聞いてから、ずっと頭の中をぐるぐるしていた発想だった。

　もしかすると非常識な頼み事かもしれない。でも一度はこの過程を経ないと、俺の気分は晴れやかにならないだろうと思って、メッセージを送った。




『青崎先輩と俺が会っちゃだめ？』




　そう送ると、しばらく返事が途絶えた。

　ラインのやり取りとしては一般的な間にも思えたが、ルインがさっきまで矢継ぎ早にメッセージを送ってきたことを考えると、「しばらく」と言ってよさそうな時間だった。

　ルインは俺のメッセージを見て、明らかに考え込んでいた。少なくとも反射的な返信はしなかった。

　沈黙が気がかりになってきたので、俺は補足を入れた。

『デートに行くついでに、さらりと会う感じでいいよ』

　既読は直すぐに付いた。

　だからルインがラインを開いていることは明白だった。

　すこしして、ようやくルインから返事が来た。

『なんで？　殴り合う気？』

　俺はちょっと笑ってしまった。緊張と緩和というやつだろうか。俺は返信した。

『なんで俺が青崎先輩のことを殴らなきゃいけないんだよ』

　もしもこの世に法律が存在せず、気ままに人を殴ることができたならば、確かに殴ってみたい相手ではあったが──反撃されない前提ならば──かといって法を犯してまで殴りたいというレベルには達していなかった。

『「ルインは俺のものだ～～」って言って』

『言わないよ』

『私、過去にそういうことが何回もあったから、警戒しちゃって』

　ああ、なるほど。

　確かにルインに関しては、実際にそういうことも起きているのだ。だからあまり冗談にはなっていないのかもしれない。

　だが俺は今回、殴りつけるために青崎先輩と会いたいわけではない。

　彼がルインをセフレにしていることに関しては、ルインも納得しているようだから、俺の出る幕はないのだろう。またルインとの偽にせの交際についても、ルインの発案のようだから、青崎先輩に全ての責任があるわけではないだろう。

　まあ、それらも完全に割り切れているというわけではなく、なんなら俺が青崎先輩を一目見てみたい理由の三割くらいを占めているかもしれないが、最大の理由は果南だった。

　果南……俺の友人であり、極めて無む垢くで、騙だまされやすそうな彼女が一番の理由だった。彼女が青あお崎さき沓とうという、話を聞く限りはゲスな男と付き合っていることが俺は心配だった。

　だから俺は彼を見て、どんな男かを確かめてみたかったのだ。見るくらいでは彼の本質を見抜くことはできないかもしれないが、やらないよりはやった方が気分が楽になると思った。

　そして俺は、彼が原因となってルインと付き合わされているのだから、会う権利くらいはあるはずだと思った。

『電話していい？』

　と俺は聞いた。するとルインから返信が来た。

『いいよ』

　俺は電話をかけた。

　電話が繫つながった。ルインは騒がしい場所にいた。自宅にいるものだと思っていたけれど、違ったのか。

　簡単な前置きの後に俺は言った。

「青崎先輩の彼女、蔦つた原はら果南っていう人でしょ？」

「うん、そうだよ」ルインは当然ながら知っていたようだ。

「その子、俺と部活が同じなんだよ」

「そうなの？」ルインはすこし驚いたように言った。

「それで──」

　こうして俺は、果南が青崎先輩と付き合っていることを知った経緯と、それが理由で青崎先輩を見てみたいと思ったことをルインに伝えた。

　話を聞くとルインは言った。

「ふうん……別にいいけど」

　けど、の後になにかが続きそうだったが、その続きは言わなかった。

「ガチで対面、という感じじゃなくて、デート先としてたまたま名画座に来たので会った、という感じにしない？　友達の彼氏がどんな奴やつかを視察しに来たとか、私のセフレがどんな奴やつかを見に来たって感じになるよりはいいでしょ？」

「確かに。そうしよう」俺はルインに感謝した。

「じゃあ明日鶴八に行く前に、名画座に行こう」

「わかった」ふと思いついて言った。「自分で提案しておいてなんだけど、いきなり俺が来たら怪しまれないかな？」

「大丈夫だよ。あの人バカだから、深いことは考えないと思う」

　ルインは、仮に大丈夫でなくても困らないというような言い方をした。確かに、ちょっと怪しまれたくらいでは実害はないかもしれない。

「もう一つ質問。セフレである君に彼氏がいたって、青崎先輩は怒ったりしないんだよね」

「と思うよ」とルインは答えた。「彼氏を作る計画のことは既に伝えてあるし、だいたいそこって青崎先輩が関与する問題でもないからね」

「ふうん、そっか」

「あ、そうだ。そもそも青崎先輩って土曜にシフト入ってるのかな？　ちょっと確認してみるね」

　とルインは言った。それから、なにかしらのデータをスマホで確認するような時間が空いた。ルインのスマホの中に、青崎先輩のバイトのシフトがわかるものが入っているのだろう。二人が頻繁に会っている証あかしのようで、ちょっと嫌な感じもした。

「……うん。いるね」やがてルインは言った。「朝から晩までいるみたいだけど、朝に名画座に行って青崎先輩と会いがてら映画を観みて、お昼を食べて、昼から鶴八っていう流れにしない？　その流れが一番地理的にスムーズそうだから」

「わかった」と言ってから、「ちなみにその時間って、名画座では何が上映されてるの？」と俺は聞いた。

　上映スケジュールを調べているのであろう時間が空いた後に、ルインが言った。

「『アレクセイ・ゲルマン特集』」

「……誰？」

「『ロシアの怪物的な映画作家にして、世界的な巨匠』」名画座のホームページを丸々読んでいる様子でルインが言った。

「巨匠って言うからには面白いのかな」

　面白いんじゃない？　とルインは適当な返事をした。
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　翌日。

　俺とルインは、朝十時に駅前で待ち合わせをした。

　俺は約束の時間の十分前に着いた。ルインを待っている間は、正直なところとても緊張した。

「毎日学校で姿を見ているじゃないか」とか、「すこし失敗したところで、なにかが変わるような仲でもないじゃないか」とか、「本当に好きで付き合っているわけではない」とか、自分を落ち着かせるための言葉を頭の中で復唱してみたりしたが、どうしても気持ちは収まらなかった。なんだか体の芯のような部分が、すっかりと緊張に毒されてしまったようだ。

　そろそろ待ち合わせの時間かと思って、スマートフォンで何度も時刻を確認するのだけど、そのたびに一、二分しか経たっていない、というベタな行動を俺は幾度も繰り返した。

　おまけにルインは待ち合わせ時刻にちゃんと来なかった。『着いたよ』とか『東口で待ってるよ』とか『今日暑いねー』などのメッセージを牽けん制せい球きゆうのように送ってみたが、しばらく既読がつかなかった。

『もしかしてルインの告白も含めて、全ては壮大なドッキリだったのだろうか』──そんな被害妄想を俺が抱き始めた頃に、ようやくルインから『ごめん！』というメッセージが来て、二十分ほど遅れるという連絡が来た。

　しばらく待っているとルインが現れた。

　彼女は鎖骨とへその見えるデニムのビスチェを着ていた。インナーを着ているのだろうが、素肌の上に直接着ているように見えて、それが俺に潑はつ剌らつとした印象とセクシーな印象の両方を与えた。首周りにチョーカーを一つ、ネックレスを二つ着けていて、白い素肌の上でよく目立っていた。ビスチェの上には同じくらいの丈の、半袖のシースルーのアウターを着ていた。黒のミニスカートを穿はいていて、そちらもデニムだが、ビスチェとは質感が違っていた。靴はベージュのブーツだった。

　とてもキュートな格好だと俺は思った。というか本音を言うと、可か愛わいすぎるように思えた。感受性になんらかのバグが発生して、ルインをきらきらと輝かせているように思えた。土曜日の朝に見るデート服の女の子というのが、そもそも最高なのかもしれない。

「おはよ」

　と自然な口調でルインは言った。ルインの方は異性とのデートに慣れているからだろうか。特に学校で見る時と態度は変わらない。
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「おはよ」

　と俺は答えたが、さりげない返事ができているかはわからない。

　ルインは腕時計で時刻を確かめると言った。

「映画の上映時間が決まっているから、急がないとヤバいんだよね。二分後の電車に乗らないと間に合わないかも」

　そうだった。当たり前のように二十分も遅刻してきやがって。

「行こう」

　と言うと、ルインはナチュラルに腕を組んできた。

　俺もルインも半袖なので、彼女の肌がそのまま俺の肌に触れた。ルインの肌はやわらかく、俺の腕にしなやかな弾力を与えた。なんだか腕が触れただけなのに、体の深い部分に触れられているような気分になった。俺は思わず「わっ」と声を漏らした。

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょ」

「ちょちょちょって何」ルインは白い歯を見せて笑った。

「近すぎるよ」

「いいじゃん。いちゃいちゃできるのがカップルの楽しいところだよ」

「でもさ」

「触れ合いホルモン？　みたいなのを分泌しようよ」

　そう言って、ルインはますます面白そうに自分の腕を巻き付けてきた。俺は仕方なく、自分にとって適切だと思えるくらいの強さで、自分の腕をルインの腕に絡からませた。

「いいねいいね。きっと誰から見ても明らかなバカップルになってるよ」

「そうかな」

「最高の土曜日だよ」

　ルインはそう言って顔を傾けて、やわらかな頰を俺の肩の辺りに乗せてきた。ますます密着度が上がり、俺の心拍数はさらに上がった。

　前途多難だ。




　電車に揺られて、俺たちは名画座のある町へと到着した。

　やや坂になった通りを進んでいくと、青崎沓の働く名画座が見えてきた。

　古びたコンクリート造りの、ミルク色の建物だった。一九五〇年代に開館した、歴史のある名画座らしい。九〇年代に改修工事がされて、今の建物になっているのだと、昨晩読んだウィキペディアに書いてあった。

　入り口のディスプレイには『アレクセイ・ゲルマン特集』と書かれたポスターが掲示されていた。白黒映画のワンシーンを並べた背景に、ゲルマン本人のモノクロ写真を乗せた、硬派なものだ。昨日簡単に調べたところ、アレクセイ・ゲルマンという人は、映画がまだモノクロだった時代から活躍している映画監督らしい。そんなにも古い映画を楽しめるかは、ちょっと心配だった。

　入り口の重々しいスチールドアを開けると、クーラーの涼しい風が肌に差し込み、皮膚に纏まとわりついた六月の湿気をすこし乾かせた。

　ドアを開けてすぐのところに受付があった。劇場の広さを確保するために、簡易的な構造になっているようだ。だからか俺は心の準備もないままに、果南の写真で見たままの青崎沓と遭遇することになった。彼は名画座の受付をやっていたのだ。

　実際に見る青崎沓は予想よりも大きかった。果南の写真から、なんとなく彼の背が高いことはわかっていたのだが、想像ではなく実感の部分で、彼の体が大きいことがわかった。スポーツブランドのロゴが入ったポロシャツ一枚の簡素なファッションだったが、だからこそ彼の体がよく鍛えられていて、筋肉が引き締まっていることがよくわかった。筋肉の陰影というものは写真では上う手まく捉えられないものらしく、その実感も予想以上だった。

　ただそれ以外に、実物の青崎に意外な部分はなく、ほとんど写真で見たままだった。しいて言えば、髪は金色に染髪されてからすこし時間が経たっているようで、根元が黒くなっていたが、全体の印象に相違はなかった。彼はルインを見て、意外そうに目を丸くした。

「おはよ。ルインじゃん。なんでここに？」

「デートで来たの。これ私の彼氏」

　と言って、ルインは俺の腕に自分の腕を絡からませ、ぎゅっと力を込めた。

　腕を組まれるのは二回目だから、俺は努めて平静に、そうされて当たり前という態度を繕った。とはいえ、もしもその件がなかったとしても、目の前の青崎への対抗心で、今ばかりは堂々としていられる気がした。

「そいつが例の？」

　と青崎は言った。「例の」というのは、彼も俺が偽装の彼氏であることを知っているからだろう。

　青崎はちらりと俺を見た。凝視するという感じではなく、大まかなイメージだけを頭に入れようといった、抑制的な目つきだった。ルインを前にしているので、じろじろ眺め回すのは体裁が悪いからやめたのかもしれない。

　青崎はふたたびルインの方を見ると言った。

「けど、随分と渋いものを観みたがるんだな」

『アレクセイ・ゲルマン特集』のことだろう。自分で来ておいてなんだけど、どういう人がこの特集を観みに来くるのかがわからない。

　だが客はそこそこ来ているようである。多いわけではないが、かといって少なすぎるわけでもなく、ほどほどの集客ができている。

「ワタは映像研究部だから、古い映画に興味があるんだって」

　とルインが言った。それはここに来るまでの会話の中でなんとなく決めておいた設定だった。ルインと一緒に名画座のホームページを見ながら、「さすがに理由もなく観みに来くるような特集じゃないから、聞かれたらそう答えよう」と決めていたのだ。

「映像研究部？」

　と青崎はすこし驚いたように聞き返した。

「そうだよ」

「藤代と同じ学校の？」

「そう」とまで言ってから、ルインは青崎が興味をそそられた理由がわかったようで、「だから果南ちゃんと同じ部活ってこと」と言った。

「へー、奇遇だな」と青崎は言った。

　親しみのある言い方だったが、警戒心は解かないままだった。とはいえ青崎が元から持っている、好青年的な印象は変わらないままだ。

　俺は愛あい想そ笑わらいを浮かべた。

　チケットを買う。青崎の発券の手て際ぎわはよく、彼がこの施設で長く働いていることがわかった。

　青崎と別れて劇場に入る。中でルインが言った。

「ほらね、変な人じゃないでしょ？」

「そうだね」と俺は言った。

　確かに普通の青年だった。というか世間的な観点から見れば、爽やかな青年と言っても良かった。

　だが言葉や論理では吞のみ込こめない思いが、胸の奥に詰まっていた。

　たぶん青崎本人というよりも、彼から派生するイメージがわだかまりの原因だった。この男がルインのセフレであり、果南の彼氏なのだという実感が、実物を見ることでどうしても強まってしまったのだ。

　俺はあまり女の子との関わりが多い人生を送っていない。俺がこれまでの短い人生の中ですれ違った女の子はたった二人、ルインと果南だけだった。

　そしてそのうちの一人、ルインのセックスフレンドが青崎であり、果南の彼氏が青崎だった。

　まるで俺の人生に先回りをかけて、二人の女の子にあらかじめ手を付けておいたかのようだが、もちろんこれは単なる偶然であり、青崎にそのつもりはないだろう。

　青崎がただのゲスな男であるならば、彼を憎めば済む。

　だが、どうもそうではないらしい。

　伝聞の情報では、確かにゲスな男である。

　彼は彼女がいるのにセフレを作っている。この時点でゲスの誹そしりは免まぬがれないだろう。

　だがこのセフレ本人が、セフレの関係に満足している。

　それどころか、能動的に関係を続けていきたいとすら思っていて、関係維持のために行動している。

　果南は確かに浮うわ気きをされている被害者だが、本人がその事実をはっきりと知らないのに、俺が事を荒立てるのはお門違いな気がする。

　基本的には今の状況に、全員がそれなりに満足している。

　それを俯ふ瞰かんで眺めている、当事者でない俺だけが腹落ちしていない状態だ。

　どうすれば俺の感情は落ち着くのだろう。

　わからない。一旦、映画に集中しようと思う。

　俺は束つかの間まの忘却を求めて、白黒のスクリーンに目を向けた。




　アレクセイ・ゲルマンの『わが友イワン・ラプシン』の上映が終わった。

　俺とルインは劇場を出ていくゆるやかな人波に混ざり、受付のところまで戻ってきた。

　青崎は「チラシ配ってまーす」と人の列に呼びかけていた。受付まで来たところでルインが声をかけた。

「じゃあね」

　バイト中にあまり長話をするものではないと思ったのだろう。ルインは俺と腕を組みながら、さっさと去ろうとした。

　だが青崎が、

「ちょっと待って」

　と言って、俺たちを引き止めた。

　なんの用だろう？

　青崎はスマートフォンを出しながら、「そいつ、名前なんだっけ？」と言った。

「宮みや澤ざわ恆わたるです」と俺は言った。そういえば、まだ名前を名乗っていなかった。

「宮澤。ライン教えてくんない？」

　理由もわからないまま、俺はスマートフォンを取り出した。

　青崎の行動が気になったのはルインも同じらしく、

「男同士で何の話？」と聞いた。

「ひみつだよ」と青崎は答えた。

　こうして俺と青崎は、ラインの『友だち』になった。

　奇妙な感じだ。俺が青崎と『友だち』になるなんて。

　俺のラインの『友だちリスト』に見慣れない自撮りのアイコンが一つ増えた。アカウント名も本名で「青崎沓」と書かれていた。

　俺の友人はアニメキャラクターのアイコンを用いる人間が多い。その中で、彼のアイコンだけが数少ない実写のものであり、漢字の名前だった。




　それから俺たちは鎌倉駅へ向かった。

　道中、ルインが恐る恐る聞いてきた。

「正直、映画どうだった？」

　俺は素直に思ったことを答えた。

「全然意味わかんなかった」

「だよね!?」と言ってルインは俺に人差し指を向けた。

「ぶっちゃけ、登場人物の名前すらも曖昧だよ」

　アレクセイ・ゲルマンさんの映画が特別に難解なのか、あるいは昔の映画が全体的に難しいのかはわからないが、作中で何が起きたのかすらも把握できなかった。

「そうだよねー」と言ってルインは肯うなずいた。「ワタは難しい顔をしながら観みてたから、『面白かったー』って言われたら困ると思った。私の理解力がないのかもって」

「俺もルインに『面白かった』って言われたら困ると思ってた」

「結局、どういうストーリーだったんだろう」

「俺が思うに──」

　とか、推測混じりのストーリーを話していると、段々と『もしもこうだったらウケるよね』『実はこうじゃない？』『こういう設定にしてみよう』のような妄想のストーリーが作られていき、それなりに話は盛り上がった。

『わが友イワン・ラプシン』が、忍者と悪魔が戦うストーリーに魔改造された頃、鎌倉駅に着いた。

　鎌倉駅前はものすごく混雑していた。駅は壊れた雨あまどいのように、ひっきりなしに人々を吐き出していた。鶴岡八幡宮は俺たちにとって「あまり行ってない、近所にある観光地」にすぎなくても、全国的には有名な場所なのだと再認識した。

　おまけに、耐えられないほどに暑くなってきた。今日は朝から気温が高かったが、真昼の太陽はさらなる熱気をアスファルトに送り込み、空と地の両方から俺たちを温めた。空気は息をするのも億おつ劫くうに思えるくらいに熱を持ち、六月らしい湿気を同時に含んでいた。

　ルインはアウターを開はだけさせていた。彼女のアウターはシースルーで、着ても着ていなくても変わらなそうな素材のものだったが、気分的にそうしたかったのだろう。気持ちはわかる。

　彼女の白い肩と、肩から胸へと繫つながる柔らかな肌の曲面と、肩先から細い腕へと繫つながる部分が、鮮やかな陽光を浴びてくっきりと光っていた。

「ね～ワタ。早くどっかのお店に入ろうよ」

　とルインは手で顔を扇あおぎながら言った。

　だが、ルインが電話で言っていた「テレビとかでも紹介されている喫茶店」とやらは、人が並びすぎていたので入るのは諦めた。

　なので、どこでもいいから入れる店はないかと周囲を眺めていたら、マクドナルドが目についた。

「マクドナルドでいいかな？」

　と俺は聞いた。デートでマクドナルドというのも、なんとなく味気ない気はしたけれど。

「ちょうどいいじゃん、私、マクドナルド好きだよ。チェーン店は最高だよ」

　とルインは答えた。やや投げやりな言い方だが、本当に投げやりになっているわけではなく、彼女自身がマクドナルドに対して、それなりの好感を持っているようではあった。

　だから俺たちはマクドナルドに入った。

　マックもマックで混雑していたが、席の数が多かったので問題なく座席は取れた。

　ルインはフィレオフィッシュのセットを頼んでいた。サイドメニューをサラダに変更して、ドリンクに爽そう健けん美び茶ちやを選んでいた。俺はダブルチーズバーガーのセットを、ドリンクをコーラにして頼んだ。それからチキンマックナゲットを頼んで、二人で分けることにした。

　二人分のメニューを載せたトレーを持って、事前に取っておいた座席に行った。

　喉が渇いていたので、とりあえずコーラを飲んだ。ルインもドリンクを飲んでいて、二人の動きがちょっとシンクロした。

　サイドサラダの箱を開けながらルインが言った。

「この後、本当に鶴八行くの？」

「なんで？　どういう意味？」

「暑いし、行く気力が無くない？」

「まあね」

　弱音を吐きたくなる気持ちもわかる。それだけ気温が高いのだ。

　だがルインは弱音ではなく、本音を口にしているようで、

「やめようよー、行くの」

　と言った。億おつ劫くうそうに窓の向こうの、日の光で輝くロータリーを眺めながら。

「マジで？」と俺は聞いた。ここまで来ておいて止やめるのか。

「うん。この暑い中、人混みにまぎれるなんて正気じゃないよ」

「えー……」俺は途切れ途切れに言った。「でも元はと言えば、ルインが鶴岡八幡宮に行きたいって言ったんじゃなかった？」

「そうだけど」

「行かなくていいの？」

「行きたい気持ちはあった」とルインは過去形で言った。「昨日メッセージのやり取りをしていた時はあった……けど」

「けど？」

「予習がてら、鶴八の写真を眺めてたら、なんか半分満足しちゃって」

「はあ」

「旅行のあるあるじゃない？」ルインは紙コップの中の氷をからからと鳴らしながら言った。「行きたい場所を決めて、その写真を見ていたら、あとはこの建物が本当に存在していることを確かめるだけだよなーってなって、旅行のモチベが下がるのって」

「わからなくもないけど……」

　と言っている俺は、まだ鶴岡八幡宮に後ろ髪を引かれているようではある。一応俺は、観光地に来たという好奇心が肉体的な苦痛を上回ってはいたからだ。

「そもそも、なんで鶴岡八幡宮に行こうって言ったの？」

　と俺は聞いた。するとルインは言った。

「一応、私なりに考えはあったんだよ」

「どんな考え？」

「ワタと遊びに行くなら、どんな場所がいいかなと思って。友達と遊びに行く場所も、最近は固定化されちゃってるし、普段は行かない場所がいいなって思って」それからルインはあえて真面目ぶった言い方をして、「ワタと行くなら『文化』かな？　『教養』かな？　『歴史のある文化遺産を見て、感受性を育てる』みたいなテーマがいいかなと思って」

「はあ……俺ってそういうガリ勉キャラに見えてた？」

「そう言われてみると違うけど、こういうのって思いつきだから」

「思いつき？」

「そう。デート先なんて、べつに真面目に決める必要ないんだよ」と言って、ルインはフィレオフィッシュをかじった。「場所がどこでも、デートでやることなんて、大して変わらないんだから」

「デートでやることってなんだろう？」

「会話と食事とセックスじゃない？」

　ルインは淡々と言った。その言葉には中立的な割り切りのようなものが込められていた。

「そういうもの？」

「要点だけを抜き出せばね」

「要点以外を大切にするものなんじゃないの？」

「そういう人も多いと思うけど、私は要点以外は『要点以外だなー』って思いながらこなしてるよ」

「こなすってどういうこと？」

「デートのノルマ？　手続き？　儀式？　あらためて聞かれるとよくわかんなくなってくるけど、辿たどらなければならない行程をこなしているってこと」

「ルインにとってそれが鶴岡八幡宮ってこと？」

「そう」とルインは言った。「だからこれが、ゲーセンだったりカラオケだったりしても、全然構わないわけだよ。変化を求めて鶴八に来てみたけど、こんなにも暑いんだから、こだわることもないなと思って」

　ルインはそう言って俺に笑いかけたけれども、俺はなんとなく肯うなずけなかった。

　俺とのデートを「こなす」とか「ノルマ」とか言われたように感じたからだろうか？

　ルインにそのつもりはなくても、折角のデートを通俗化してしまうような言い方に、俺はあまり賛同したくなかったのかもしれない。

　だからか代わりに、こんな言葉が出た。

「そんなふうにルインが感じるのって、君がたくさんの人と付き合いすぎて、デートをしすぎたからなんじゃないの？」

　思ったままのことを言っただけだけど、批判してるっぽく聞こえたら嫌だなと思った。

　するとルインは目を瞬しばたたかせて、

「何何？　ワタの目には私ってそう見えてるの？」

　と言った。乙女のように目をきらきらさせながら。

　そんな反応をされると、『あれ？　ルインってこう見えて、異性との経験が少ない、純朴な女の子なのかな？』のような気持ちにもなってくるけれども、もちろんこれは幻術のようなもので、単に純粋っぽく振る舞うのが上う手まいのだろう。

　俺は聞いた。

「今までに何人の人と付き合ったの？」

　すこし踏み込んだ質問をしてしまった気もしたけれども、前から気になっていたのだ。

　するとルインは頰ほお杖づえを突いて、二、三秒ほど考えた。

　だが、結局のところ俺に本心を隠しても仕方がないと思ったのか、あっさりと言った。

「二十人以上」

「付き合いすぎだよ」つい、食い気味に言ってしまった。

「でも一人一人は真面目だったよ」

「本当かなー」

「小学六年生の時、ワタに告白された時も、本当にワタが好きで付き合ったんだよ。だって私、男の子に告白されて『いいよ』って言ったのワタが初めてだったんだもん」

「……そ、そうなの？」急に自分のことを話題にされたので、つい口調がたどたどしくなった。

　ルインは両手で頰ほお杖づえを突いて、俺を見つめながら言った。

「そう。私のお父さんってちょっと変でさー。基本的には私を溺愛してくれてたんだけど、男女交際に関してだけはやけに過敏で、告白は全部断れって言われてたし、あと短いスカートを穿はくと注意されたし、下着だって、ちょっと可か愛わいいのをショッピングセンターのカゴに入れたりすると、機嫌によっては買ってくれなかったりしたんだよねー。まあお父さん自身は小四の時に交通事故で亡なくなっちゃったんだけど、私、お父さん大好きだったし、言いつけ自体は律りち儀ぎに守ってて、でもそろそろ守らなくていいやってなった頃にワタに告白されて……だからワタが、私の初恋の人ってことになるね」

　ルインはレンブラント光線のような瞳で俺を見た。俺は照れてしまって、その顔を見返せなくなった。

　その後に起きた出来事が強烈すぎたせいで、ルインは俺に告白される前からビッチだったのだと思っていたけれども、付き合ったのは俺が初めてだったらしい。

　俺の初恋の女の子がルインであり、ルインの初恋の男の子が俺だったのだ。

　そのことについて深く考えると、恥ずかしくなってきそうだからやめるとして──、

「じゃあ、なんで風かざ間まくんの告白を受けたの？」

　と俺は聞いた。あまり昔のことを掘り返しても仕方がないけれども、そのことについてはずっと前から気になっていたからだ。

　ルインはなんでもないことのように言った。

「風間くんのことも好きだったから」

「はあ……」

「そんな、めちゃくちゃに好きって感じではなかったんだけど、いざ告白されてみたら『この人のこと、好きかもなー』って」

「ええ……」

「よく言うじゃん。『告白されたら好きになる』って」ルインは窓の向こうを見つめながら、思案顔で言った。「好きになった理由は、今となってははっきりと思い出せないけど……たぶん『顔』かな」

「まあ、そうだろうね」彼女は昔から面食いだった。それも好きな顔があるとかではなくて、一定以上の顔であれば誰とでも付き合う傾向を持つ、いわば面食いの中の雑食だった。「でも風間くんと付き合ったら、俺と別れなきゃいけないってことは、わかってたんじゃないの？」

「うーん……」とルインは言葉を濁した。

「うーん、って？」

「わかってたんだけど、わかってないというか……」ルインは目を瞑つぶって、首を傾かしげた。「小学生だったから、色んなことの見込みが甘くてさ。『二人同時でも付き合えるんじゃないか』『ギリ行けるんじゃないか』って思ってた気がする」

「はあ……」

「というか、そのことについては、あまり深くは考えていなかった気がする。ワタが好きだからワタと付き合ってる、風間くんが好きだから風間くんと付き合ってる。それでいいじゃんと思ってた。仮に二人と同時に付き合うことになったとして、私の中になんの感情の矛盾も発生しないじゃんと思って。だから大丈夫だろうなーと思ってて……」

「いや、全然大丈夫じゃなかったよ」

　大丈夫か否いなかで言えば、はっきりと否いなだった。その結果、俺はルインがイケメンにキスされているところをまざまざと見せつけられ、半生にも及ぶトラウマを負うことになったのだ。

　そのことについて、ルインもちょっぴり反省してくれないかなーと思っていたのだが、思いもよらぬ反論を彼女は口にした。

「でもさ、手を引いたのって、ワタの方だよね？」

「は？」

「私は同時に付き合っても良かったのに、ワタの方から別れたんだよね」

「ええ……」

「そうだそうだ、今思い出したけど、私たち、別れるって話はしてないよね？」

　ルインはしたり顔で言って、にやりと微ほほ笑えんだ。

　いやいや、確かに思い返してみれば、別れ話はせずに、俺が一人で手を引いたのだけど。

　でも──、

「キスするところを見せつけられて、『まだ付き合ってます！』って突き進むのはムリだろ」

「いーや、度胸があれば行けたね！」

「行けねーって！」

「ワタの男らしさが足りなかった！」

「言いがかりだ！」

　とか言い合っていると、ルインの口元から屈託のない笑い声が溢こぼれた。

　それに釣られて、俺もなんとなく笑ってしまった。

　ルインはくすくす笑いながら言った。

「ほんとにバカだったよね～、小学生の時って。お互いさー」

　お互いではないだろ、俺は比較的普通だろ、とは思ったけれど。

　ルインから当時の話を聞けて、ちょっと安あん堵どしている俺がいた。

　ずっと前から張り詰めていた心の一部分が、穏やかに解ほどけていくのが感じられた。

　この安らぎが永遠に続くものかはわからないけれども、少なくとも一時的には、俺の気は楽になっていた。

　ルインの行動は軽はずみだったとは思う。

　でも彼女の行動は、俺に対する悪意とか、俺と風間くんを比較してどうこうみたいな、作為に端を発したものではなかった。

　それを、良かったと俺は感じている。

　ということは、俺はあの日の出来事について、「俺のせいなんじゃないか」とか、「気づかないうちに、俺が失敗をしたんじゃないか」とか、「俺が悪いから、ルインは風間くんを選んでしまったんじゃないか」のような、自責的な考え方をしてしまっていたのだと思う。

　そんな思いから解放されて、無意識のうちに作っていた檻おりから出ることができたのだ。

　ふと窓の外を見る。太陽は壊れた灯台のように町を熱していて、人々は白い熱気によって漂白されている。

　ルインの言う通り、鶴岡八幡宮なんて別に行かなくていいかと思い始める。それよりも、彼女ともうちょっと話していたかった。

　そうだ。この質問もしてみたかった。

「ルインはなんでそんなに、たくさんの人と付き合うの？」

　ずっと前から疑問に思っていたのだ。

　ルインもルインで心の緊張が解けたのか、リラックスした様子で言った。

「なんか、気がついたらそうなってるんだよねー」

「気がついたら？」

「だって私、可か愛わいいもん」

「はあ」それは知ってるけど。

「私って可か愛わいいもん。超ちよう可か愛わいいもん。天下無敵に可か愛わいいもん」ルインは甘えるような声で言った。「小学校の時から、周りの人の態度が私にだけ違うのがわかってたし、というか物心ついた時から、自分が『可か愛わいいもの』として扱われることが当然になってたし、八歳の頃からスカウトされてたし、友達と一緒に歩いてても私にだけ視線が集まってるのがわかるし、『あの子、可か愛わいくね？』って知らない人が噂うわさしてたりするし、美容院ではインスタに私の写真を載せる代わりにタダにしてもらったりするし、男は全員私に優しい生き物だと思ってるし、そんな私が誰かから告白されるなんて、正直日常茶飯事なんだよねー」

　言い方はアレだけど、事実だろうと俺は思った。俺はルインの同学年に、ルインよりも可か愛わいい子がいるのを見たことがない。贔ひい屓き目めかもしれないが、たぶん客観的に見ても。

　ルインは続けた。

「その中で『いいな』って思う男子とだけ付き合ってても、それなりに数は行くよ。告白って、される側は気楽だしね。気が合わなかったら、三日でフっていいんだし」

　だとしても二十人も行くかな？

　てか──、

「ん？」

「ん、って何？」

「……さっき、『一人一人は真面目』って言ってなかった？」

「え？」

「真面目じゃない付き合い方もしてるじゃん」

「あはは、噓うそでしたー」とルインは白い歯を見せて笑った。

　まあ可か愛わいいから別にいいかと俺は思った。

　それよりも気になることがあったので俺は聞いた。

「男と付き合うことに飽きてこないの？」

　そんなにも付き合っていたら、どこかで「もういいや」ってなったり、「一人に決めよう」ってなりそうなものだけど。

　するとルインは元気よく答えた。

「飽きてる！」

「そっか」そりゃそうかとは思ったけれども、こんなにもはっきりと答えられると面めん食くらうなと俺は思った。「でもセフレはいるんだ」

「セフレと恋人は別だから」

「そうなのかな」

「調ちよう布ふと田でん園えん調ちよう布ふくらい違うから」

「そんなに違うなら……」その感覚はわからなかったけど、一旦そこは流した。「飽きてるのに、なんで付き合うの？」

「うーん……」ルインはテーブルの上で腕を組み、難しそうな顔をして言った。「ワタは『ノルウェイの森』って読んだことある？」

「無いよ」

「面白いよ。私のお気に入りの小説の一つ。その本にこんな台詞せりふが出てくるんだよね。『自分に能力があって、その能力を発揮できる場があって、お前は黙って通りすぎるかい？』って」

「ふむ」

「その台詞せりふに、私はとても共感したの。告白されると、付き合ったところでべつに大したことが起きないことは内心ではわかってても、なんかやり過ごせなくなっちゃうんだよね～。現実問題、私にはほとんどデメリットがないんだしさ。ラインを返すのが面倒くさくなったら放置すればいいんだし、デートに行きたくなくなったらドタキャンすればいいんだし、気持ちが冷めたらフればいいんだから」

「…………」話の枝葉ながらも、ちょっと気になったことがあったので俺は聞いた。「俺とのデートをドタキャンすることも考えた？」

　ルインは慌てて首を振った。

「常習的にドタキャンしてるわけじゃないよ。あくまで、できるくらいの気楽さってことだよ。実際にはあんまりしないし、私が本当にドタキャンしたくなったら一日前には言うし、謝罪のラインもそれなりに丁寧に書く方だと思う」

「なるほど」ちょっと安心した。

「ま、普通の女の子だったら『軽率に男と付き合うと、ぞんざいに扱われることもあるんじゃないか』と思ったりもするわけだけど……、私って男にめちゃくちゃ優しくされるから、軽い気持ちで付き合っても、そんなに嫌な気持ちになることはないんだよね。私が図太いのもあるだろうけど」

「はあ」

　なんだか、こういうふうに理路整然と話されてみると、ルインが男と付き合っては別れてを繰り返していることが、そんなに変なことではないように思えてきたな。

　でも。

「ルイン自身、付き合う相手が、必ずしも好きってわけではないんだよね」

「そうだよ」彼女ははっきりと答えた。

「じゃあメリットの方はなんなの？」

　機会に恵まれている上に、デメリットが少ないことはわかった。

　でも恋愛のメリットって、相手が好きじゃないと生まれない気がする。

　ルインは肘をテーブルにゆるく置いて、店内に目を向けながら言った。

「『知りたいな』って思うから」すこし困ったような声色で。

「知りたいな？」

「そう。よく言うじゃん。『恋人同士になってこそ、初めてその人のことを深く知れる』って。じゃあさ、知りたくなるよね。誰にも見せない部分を、誰にも言えない言葉を、誰とも共有できない考え方を、私だけに教えて欲しいよね。べつに頑張ってまで知りたくはないけれども、あっさり知れると思うとね。だって私、ゆるい蛇口を捻ひねるくらい簡単に知れるんだから。これは知的好奇心だけじゃなくて、下げ衆すな興味も含むよね」

「下げ衆すな興味ってなんだろう？」

　そう言うとルインは少し考えてから、やけに真剣な面持ちで言った。

「例えばこのマクドナルドで、白昼堂々君がおちんちんを露出したとしよう！」

「はあ」

「ちゃんと思い浮かべてる？」

「わかった。思い浮かべる」

　俺はその光景をぼんやりと思い浮かべた。鎌倉市の混雑したマクドナルドの一角で、俺が突如ズボンを脱ぎ、パンツを下ろす。そしてその中にある、まだ勃起してもいないペニスを他の客に見せつける。客は悲鳴をあげ、その悲鳴がまた別の悲鳴を呼ぶ。逆に何人か、興味深そうに俺に近づいてくる奴やつもいる。スマートフォンのカメラを向けてくる奴やつもいる。

　性器を露出する光景を俺がしっかりと思い浮かべたところで、ルインが言った。

「すると君は、公こう然ぜん猥わい褻せつ罪ざいで逮捕されるわけだね」

「はあ」想像した甲か斐いのない、ありふれた結論だな。

「でも私は、そんなふうに普通は見られない男子のおちんちんを、時に容た易やすく見ることができる。そしてそのおちんちんは、例えばクラスメイトの女子が、とてもとても興味を持っているものかもしれない、と思うとさ」

「…………」

「一旦見るよね」

　さらりとルインは言った。それが当然の成り行きであるかのように。

　それが本当に当然の成り行きなのかは、話を聞いている俺にはわからなかった。なんたってルインと同じ状況になったことがないからだ。異性が群がってきた経験もなければ、たくさんの告白を受けて、付き合う相手を選びたい放題になった経験もない。ルインの経験と結論は、とても個人的なものだと思う。人生のあらゆる個人的な経験と同じように。

　ただ、ルインが面食いな理由はわかった。彼女の動機に従って男選びをすると、自然とイケメンと付き合うことが多くなるのだろう。彼女は人の物になりにくい物を、自分だけが見ることに面白みを見み出いだしていたのだと思う。イケメンに希少性を感じていたのだ。

　すこしの間が空いたからだろうか。ルインはためらいがちに聞いた。

「ヒいた？」

「ヒいてはない……けど」

「けど、の後は何？」

　いつもは自信満々なルインだが、今ばかりは俺の反応を窺うかがうような様子だった。もしかすると彼女にとって、極めてパーソナルな心情を明かしてくれたからかもしれない。

　だから俺はなるべくはっきりと、自分の気持ちを口にすることにした。

「俺はルインのことを全然知らなかったなと思って」

「何それ」ルインはくすぐったそうに笑った。

「ちょっと背筋が伸びて、人生のあらゆる物事に対して謙虚になったよ」

「なんだか哲学の授業の後のような感想だね」

「実際に、けっこう哲学的な問いなのかな？　と思った」

「ふうん。『文化』？　『教養』？」とルインはふざけて言った。

「ＮＨＫの教育テレビを観みているような気持ちになった」

「教育テレビの『ビッチ講座』？」

　ルインが自分で自分のことをビッチと呼べることに若干の驚きを感じたが、これはビッチという言葉を内面化しているわけではなくて、単に諧かい謔ぎやくだろう。

「特別講師の藤代瑠音さん」

「でさ」ルインは俺のギャグをさらっと流して話の続きをした。マイペースだ。「困ったことに、人を知るのってけっこう面白いんだよね」

「ふむ」俺は身を乗り出してその話を聞いた。

「面倒くさいこともたくさんあるし、たまに『なんで自分はこんなことをしているんだろう』って思ったりもするよ。例えば、土ど壇たん場ばで勃たたなくなった人を頑張ってその気にさせたり、ＡＶを鵜う吞のみにしてがさつにヤろうとする男を𠮟ったり、全然良くないのに『気持ちいい？』って聞いてくる人に合わせてあげたり……そういう良くない思い出だってたくさんあるよ。でも総合して、学校で授業を受けたり、友達とだべったりするよりは、よっぽど刺激的なんだよね。減菌された狭い世界から飛び出して、雑菌はあるけれども広い世界にやってきたような感じかな」

　ルインは続けた。

「それで、身近にいる人間は大体知っちゃったから、今度は、ネットで会うような人はどうだろうか。ＳＮＳで繫つながっている人はどうだろうか。有名な配信者はそれ相応の高尚な精神を持っているのか。年齢が一回り上の人はどうか……ということを段々と知りたくなってくるんだよね。もうここまで来ると能力の濫用だよね。好奇心の暴走だよね。そういう無茶な遊びをしていた時期のことは、私自身反省してるんだけどさ」

「…………」

「で、ここまで来ると『どうして私はこんなにも、男の人と寝てばかりなんだろう』ってことを考え出すわけだよね。道徳的にどうとかじゃなくて、コスパ・タイパ的にどうかってことを考えるわけだよね。男の人と寝る時間を削ったら、なにか別の素晴らしいことに使えるんじゃないか。遊ぶことにも飽きてきたし、優先して時間を割かなくてもいいんじゃないか」

「『別の素晴らしいこと』ってなんだろう？」

　なんとなく聞いたのだが、ルインは明瞭な声で言った。

「お医者さんになること」

「は？」

「私、受験勉強してるの」

「そうだったの？」思いも寄らないことを言われたので、思わず声が裏返った。

「うん。そんなに意外かな？　うちの学校って進学校だし、医学部志望の人も少なくないし、高校二年から受験勉強に励んでいる人もいると思うけど」

　ルインの言う通り、高校二年生から医学部を目指して勉強している生徒も、俺の学校には一定数いた。

　でも、ルインは派手で遊び好きの女の子だというイメージが確固としてあって、それの対極にある「受験勉強」という真面目な単語が、中々その印象と結びつかなかった。

　ただ、改めて考えてみれば、ルインと勉強の相性は悪くないのかもしれない。

　そもそも俺とルインが初めて会ったのも塾だった。彼女は進学校に通っていて、それなりの好成績を取っている。男と付き合うのも旺盛な知的好奇心からである。第三者的な視点で見れば、勤勉な受験生にもなりうるのかもしれない。

「楽しいよ、勉強」とルインは言った。「将来に向かって努力を積み重ねている感じがするし、毎日進歩してるっていう達成感もあるから。変な奴やつだと思われそうだから人には言えないけど、私って根本的に勉強するのが好きみたいなんだよね。勉強に集中していると気持ちが澄んでいく感じがするし、おまけに将来も拓ひらけていくんだから、これ以上いいことって他にないよね」

「なるほど」

　と言いながらも、ちょっと羨ましい感じがした。俺は自分を奮い立たせないと勉強ができないタイプだったからだ。

　小学生の時は俺の方がルインよりも成績がよかった。それが高校生になった今、逆転しているのは、彼女は習慣として勉強ができるが、俺は自分を鼓舞しないと勉強ができないからかもしれない。

「だから私はありきたりな女子高生として、遊びと勉強のバランスで悩んでいるんだよね」と言っているルインは、なんだか本当にその辺の女子高生のようだった。「高校二年生なんだから、そんなにストイックに勉強しなくていいんじゃないかっていう気持ちと、程々に遊ばないとバランスが悪くなりそうだっていう気持ちと、でも恋愛ってコスパが悪いし、正直飽きてるっていう気持ちと、一方で誰かの人肌に触れない暮らしっていうのも、もうここまで来たら考えられないよねっていう気持ちと、欲を言えば短時間で誰かの人肌に触れて、さらっと勉強に戻れるといいのにって気持ちで──」

　そこまでルインが話したところで、ふとある男の顔が思い浮かんだ。

「そこで青崎先輩？」

　俺はそう口にした。するとルインは言った。

「そう。思うに私は、人を求める中毒者なんだよね。そしてセフレっていうのは、それを抑える抑制薬なんだよ」

　中毒者、というのはちょっと強い言葉な気がしたけれども、それがジョークなのか、言葉の綾あやなのか、あるいは実感に即した言葉選びなのかはわからなかった。

「青崎先輩とは、最初からセフレになろうと思ってたわけじゃなくて、私らしい適当さでゆるっとセフレになっちゃったんだけど、なんか冷静に考えたらこれで良くない？　って思って」ルインは頰ほお杖づえを突いて、窓の向こうを見つめながら言った。「セフレって世間的には悪いイメージがあるし、女の人が一方的に男性に利用されている印象があるし、そういう関係が大半なんだろうけど、私は青崎先輩と会う時間を自分で決められるし、青崎先輩がどれだけ会いたそうでも気分が乗らなかったら無視してるし、彼って食事代もホテル代も全部奢おごってくれるし、私の面食い欲求も満たせる容姿だし、彼女がいるっていうのも恋人にならなくて済むからいいよね。恋人になっちゃうと色んな『要点以外』をやんなきゃいけなくなるけど、青崎先輩とは何もしなくていいからすごく楽だし」

「…………」

「……まあ、完全に不満がないと言ったら噓うそになるけど」と言って、ルインは拗すねた猫のような表情を作った。

「どういうところが不満なんだろう？」と俺は聞いた。

「……ま、いくつかあるよ。私が上う手まく言語化できないものもあるし。青崎先輩が私を好きになりそうっていうのもそうだし、あとは、理に適かなっているとは言っても、所詮はセフレだからね。虚むなしい気持ちになることもあるよ」

　ふうん、と俺は曖昧に相あい槌づちを打った。ルインは変わらず、物もの憂うげな横顔を見せている。その表情は窓からの陽光の陰になっていて、眩まぶしく照らされている時よりも逆に印象的に見える。

　なんだか長い物語を聞かされたかのようだった。感覚的にもそうだったし、物理的にもそれなりの時間が経過していたと思う。ドリンクの紙コップの外側には水滴がびっしりと付着していて、中のコーラはとけた氷によってすっかり薄くなっていた。開いた箱の中に一つだけ取り残されたチキンマックナゲットも、表面が乾いて油が浮いていた。窓から見える太陽の位置もすこし変わった気がする。

　藤代瑠音は、世間的には節度のない女の子なのかもしれない。

　誰かに同じ話を聞かせたとして、単純に貞操観念のゆるい女の子の話として切って捨てられることもあるのだろう。なんせ彼女は高校二年生にして、今までに二十人以上の男と付き合ったのだから。単に関係を持っただけの相手ならば、もっと多いだろうから。

　だが彼女の話を聞いた俺の感想は全く別のものだった。

　俺はルインのことが、もっともっと知りたくなった。

　彼女の話が、さらに聞きたくなった。

　確かに今、俺はルインの話を聞いた。彼女の人生の限定的な要約を聞いた。以前に比べて、俺のルインに対する理解度・解像度は共に増していると思う。

　でもまだ足りなかった。まだまだ知りたかった。底の抜けた樽たるにワインを注ぎ込むように、彼女の話をいつまでも聞いていたかった。

　俺がルインのことを好きなのかは、今になってもわからない。

　その気持ちは昨日、学校で彼女と話した時と変わらない。

　かつては彼女のことがはっきりと好きだった。だが、その気持ちが今失われているのか、失われていないのか、失われた後に新しい形で復活しようとしているのかは、よくわからない。

　仮になにかが失われて、新しいなにかが生まれようとしているとして、前のなにかの名前も、今のなにかの名前も、よくわからない。

　ただ明確なことが一つだけあった。

　俺は彼女の内面に、尽きぬ興味を持っている。俺が彼女に向ける思いがどうであれ、彼女が俺に向ける思いがどうであれ、絶えず関心を持っている。どこまでも知りたがっている。

　ルインのことをもっと知りたい。

　そのためにはどうすればいいだろう？

　ふと、俺の頭の中に一つの手段が浮かんだ。それは直感的な発想だったが、同時に論理的な帰結でもあった。ある意味では飛躍していて、同時に地に足が着いていた。冒険のようでもあるし、着実な前進のようでもあった。ともかく思いついてしまったが最後、もうそれしかないと思ってしまう類たぐいの発想だった。

　だから俺はそれを口に出した。

「ルインはさっき、青崎先輩のことを抑制薬だって言ってたけどさ」

「うん」

「その抑制薬の役割って、俺にもできないかな」

　ルインは目をぱちくりとさせた。意外さを感じているようでもあり、その仕草はどこか日常的でもあった。首をかしげて、俺の提案について考えているような素振りをした。でも、考えるまでもなく答えは決まっているようにも見えた。心のどこかに答えが書かれていて、何度読み返してもそうだなと確認しているみたいだった。さりげない声色で彼女は、

「試してみる？」

　と言った。
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　二人きりになれる場所に行くために、ルインに薦められて、俺はレンタルスペースを検索するためのアプリをインストールした。

　こういう時には俺はラブホテルに行くイメージがあったのだが、ルインがささっとアプリで調べたところ、鎌かま倉くら駅えきの近くにめぼしいラブホテルはないらしかった。

　俺は知らなかったのだが、ラブホテルはどこにでも建っているというものではなく、ホテル街に密集して建っているか、幹線道路沿いに造られているものらしい。くわえて大半は老朽化が進んでいて、あまり居心地のいいものではないという。少なくとも鎌倉駅から電車と徒歩を駆使して行ける範囲で、快適なラブホテルを探し当てるのは難しいという結論に至った……というかルインにとっては自明らしかった。

　一方でレンタルスペースとは、ホームパーティやビジネスセミナーなどの、様々な目的で借りられる部屋のことを言う。デートで使うのは用途の一つに過ぎないので、ラブホテルのようなデートに特化したアメニティはない。だが清潔で落ち着いていてけばけばしくもないので、ルインはこちらの方が好きだという。アプリを使えば、部屋のチェックイン・チェックアウトは全てネット上で行える。

　レンタルスペースの検索アプリは、まるで乗換案内のアプリのような、簡潔なデザインのものだった。

　俺は「デート」という用途の部屋を調べた。設備条件に「シャワー」も入れた。

　画面を覗のぞき込こんでいるルインに「この部屋はダメ」「こっちがいい」「ここは駅から遠い」のようなツッコミをされているうちに、予約が確定した。

　直後に、部屋のオーナーからメッセージが来た。

　たぶん自動送信だろう。オーナーによると、鍵は郵便受けの中に入れておくから、チェックインする時にはそこから取り出して欲しいとのことだった。

　また、チェックアウトをする時には、鍵はそのまま郵便受けに入れてくれればいいとのことだった。セキュリティが甘い気もしたが、そのことについて俺が心配するのもお門違いだろう。

　借りた部屋は鎌倉駅から数駅離れたところにあった。だから俺たちはそこを目指して電車に乗った。

　電車に揺られながら、ふと隣に座っているルインの横顔を俺は眺めた。

　俺たちはこれから、セックスをする。

　ルインの気が変わらない限りは、たぶんする。そしてたぶん、今さら彼女の気が変わることはない気がする。

　俺とセックスをすることに対して、ルインはどう思っているのだろう？　そしてセックスの最中に、何を考えるのだろう？

　どこにでもあるようなマンションが立ち並ぶ通りの一角に、俺たちの予約しているレンタルスペースがあった。

　レンタルスペースというよりも、普通にマンションの一室が貸し出されているような状態だった。というか実際にそうなんだろう。

　事前に教えられた手順で郵便受けを開けると、鍵が出てきた。

　鍵を手に部屋に向かった。

　鍵を開けて部屋に入った。

　小こ綺ぎ麗れいな部屋だった。そして冷房が効いていた。たぶん遠隔で空調が操作できるようになっているのだろう。オーナーが事前に点つけてくれたのだと思う。俺たちは部屋に来てすぐに感嘆の息を漏らした。まるで砂漠にいて、オアシスに辿たどり着ついたかのような気分だった。

　部屋はワンルームだったが、その一部屋が広く、狭い印象はなかった。入って右手側に大きなテレビがあり、その隣にはささやかにドライフラワーが飾られていた。テレビの対面には四人掛けの茶色のソファがあり、高級感はないが清潔感はあった。たぶん小規模なパーティでも、この部屋は使われているのだろうと俺は思った。

　テレビとソファの間にはローテーブルがあり、その上にはラミネート加工されたＡ４の用紙が置かれていた。そこには細々とした部屋の決まり事が書かれていた。ワイファイのパスワードとか、ボードゲームやゲーム機の場所なども。

　それから奥には大きなベッドがあった。ベッドメイクをされたばかりのようで、皺しわ一つなかった。なんだか製造されてから一度も使用されていないんじゃないかと思うくらいだった。

　部屋の採光はそれほど良くはなかったが、代わりに天井照明が穏やかなオレンジ色に部屋を照らしていた。眩まぶしい陽光に目が慣れていた俺からすると、落ち着いたオレンジ色に染まるこの部屋は、どこか非現実的に思えた。

　俺たちは部屋の中央に立った。それと同時に数秒の沈黙が降りた。レンタルスペースに着いたが、さてどうしよう、といった時間だった。

　といっても、その時間にまごついているのは俺だけだったと思う。ルインの方は自然な空気を醸かもし出だしていた。部屋の清潔さに対しては嬉うれしそうにはしていたが、それも道端で花を見つけたかのような、日常的な可か憐れんさの中での動作だった。

　彼女に合わせて自然に振る舞いたかったが、かといってどういった動作が自然なのかは、具体的にはよくわからなかった。

　とりあえず、

「シャワー浴びる？」

　と俺は聞いた。するとルインは、

「一緒に浴びる？」

　と聞いてきた。

　一瞬、冗談なのかと思った。一緒にお風ふ呂ろに入るというのは、カップルのする触れ合いの中でも、上級編の行動といったイメージがあったからだ。

　まあ「浴びる？」と聞かれたからには、

「浴びる」

　と俺は言った。するとルインは白い歯を見せて笑うと、

「一緒の方が楽しいよね」

　と言った。

　ルインは荷物をローテーブルの上に置くと、とことこと楽しそうに洗面所へと歩いていった。そして、これからプールに入ろうとするかのような楽しげなやり方で、アウターとビスチェと下着を順番に脱いでいった。衣服はするすると脱げていった。

　俺は彼女の方を見すぎないようにしながら、彼女と同じくらいのペースで衣服を脱いでいった。洗面所は狭いので、俺の体は半分リビングの方にはみ出していた。もうちょっと距離を詰めることもできたけれども、それはルインと近づきすぎる気がした。

　下着を脱ぐ瞬間に、「本当に裸になってもいいのかな」とにわかに逡しゆん巡じゆんした。でも目の前のルインが既に裸だったから、俺もすっぱりと脱いでしまうことにした。

　ふと洗面所の方を見ると、目の前には満開の向日葵ひまわりのような笑顔でこちらに笑いかけてくるルインがいた。彼女はやはり裸で、ネックレスや時計などのアクセサリーも外していた。だから彼女の細く浮き出た鎖骨とガラスの筒のような喉がよく見えた。それから小さく膨らんだ、ちょうど手に収まるくらいの小ぶりな乳房もよく見えた。彼女の胴は程よくくびれていて、腰骨がぼんやりと浮かび上がっていた。太ふと腿ももも程よい細さで健康的な印象があり、白い光沢を放っていた。

「見すぎだよ」

　とルインは言った。そう言うにしては自分の裸を隠そうとはしなかった。むしろ腰の辺りに手を当てて、グラビアアイドルのようなポーズをとっている。

「あんまり気にしてないように見える」と俺は言った。

「ふしぎとワタには大胆になれるんだよね」

　ルインはそう言うとくるりと回って、浴室に体を向けた。

　ルインと共に浴室に入った。

　意外と広い浴室だった。浴室だけリノベーションを施したのかもしれない。壁面パネルは木目調で、明るい色なので開放感があった。

　室内に浴槽はなく、シャワーだけが吊つるされていた。シャワーヘッドはステンレスで、大きくて高級感のあるものだったが、何分浴室内に物がなく、鏡とカウンターとタオル掛けしかないので、なんだか海水浴場にある屋外シャワーのような趣おもむきがあった。

　ボディソープやシャンプーは置かれていなかった。この部屋のアメニティに含まれていないのだろう。だから俺たちはシャワーだけ浴びることにした。

　ルインがシャワーの栓を捻ひねり、温かくなるまですこし待つ。

　ルインが先に体を流す。その様子をじっと見ているのも変なので、俺は壁の木目調の模様を眺めることにする。木目と木目の間にビー玉を転がして、どこでビー玉が止まるだろうかと考えたりする。それを柾まさ目めの一つ一つに対して続けていると、ルインが、

「流してあげようか？」

　と言った。彼女は自分の体を洗い終えたらしい。

「さんきゅ」

　と俺が言うと、ルインはいきなりシャワーを冷水に切り替えて、俺に浴びせてきた。

「冷たっ」

「きゃははははは」ルインは屈託なく笑った。

「ちょっとこれ、ほんと冷たいから」

「汗が流せて気持ちいいっしょ？」

「にしては顔ばっかり狙ってくるな」シャワーが口に入った。「へぶっ」

「へぶって何」ルインは調子に乗って、俺の口元に直接シャワーを当ててきた。「おりゃりゃりゃ」

　ぐぱぱぱぱぱ、のような声が出た。

　バカップルのように騒いでしまった。

　それから俺たちはシャワールームを出た。アメニティのバスタオルは一枚しかなかったので、代わりばんこに使った。片方がバスタオルを使っている時には、もう片方はドライヤーを使って髪を乾かした。

　洗面所を出ると、ルインは楽しげなつま先立ちのような歩き方で窓辺のそばにあるベッドに向かった。真っ白なベッドカバーには日の光によって、レースのカーテンの模様が浮かび上がっていた。

　ルインはヌードデッサンのモデルのような、ほどほどに節度のある動作でそこに座った。俺は彼女についていき、ベッドの近くまで歩いていった。

　ふと、あ、そうだ、とルインは思い出したかのように言った。それから彼女にしては珍しく、数秒だけ口ごもった。その様子から用件を察した俺は、ささっと自分の鞄かばんの所に行き、サイドポケットからコンドームを取り出した。

　ルインは驚いたように言った。

「持ってたんだ」すこし口ごもってから続けた。「……もしかして、ワタってけっこう経験がある？」

「いや、初めてだよ」

「じゃあなんで持ってるの？」ルインは目をぱちくりさせた。

「あー……えっと」沸騰するような恥ずかしさに襲われたが、仕方なく言った。「……ルインとセックスするために昨日買ったんだよ！」

　羞恥心から、すこし声が裏返ってしまった。するとルインはお腹なかを抱えて笑ってくれた。

　もしものことがあるかも……と思って昨日、ソーシャルゲームに課金するためのプリペイドカードと一緒にコンビニで買ったのだ。ちなみにレジには、カードの下にコンドームを隠して持っていった。もちろん会計の時には明るみに出されることになるが、せめてもの隠蔽工作だった。

「じゃあ今日は最初からやるつもりだったの？」

　そのつもりはなかったのだが、たまには威勢よく認めてみるかと思った。

「そうだよ」

「いい心がけだね」とルインは言った。「自分で着けられる？」

「たぶん」

「裏表があるから気をつけてね」

「わかった」

　昨日着ける練習をしておいたので、裏表のことは知っていた。俺はコンドームをヘッドボードの上に置いた。

　二人でベッドの上に座って、ちょっと見つめ合った。たぶんもう、始めてしまってもいいのだろうと思った。始められる雰囲気があったし、彼女と一つになりたいという衝動もあった。

　ただ一つだけ彼女に言いたいことがあって、それを言わない限りは始められない気がして、黙り込んでしまうくらいならと思って、俺はそれを言った。

「うまくできなかったらごめん」

　臆病に聞こえないだろうか？　ルインは俺を弱い男だと思うだろうか？

　口にしてから思った。俺は今まで、マクドナルドを出てからこのレンタルスペースに来て、ルインと並んでベッドに座っているたった今まで、このことを不安に思っていたのだ。

　青あお崎さき先輩よりうまくできないことを不安に思っていたのだ。

　ルインの抑制薬……セックスフレンドという形を借りて、彼の隣に並んでも尚なお、彼の下位互換にしかならなかったらと、ひどく恐れていたのだ。

　もしもそうなったら、自分の全存在が否定されたような気分になる。大仰なようだけれども、人生が無意味になってしまうような気さえする。

　ルインはくすくすと笑ってくれた。彼女はたぶん、俺の臆病さを優しさだと思ってくれた。

「大丈夫だよ、違う時には違うって言ってあげるから。君の一番好きなやり方で私を愛してくれればいいんだよ」

　ルインは幸福な島にだけ鳴り渡る潮しお騒さいのような、混じり気のない笑い声を聞かせてくれた。

　俺はとても安心した。かけてくれた言葉も嬉うれしかったし、ルインはそれを本心から言ってくれている様子だったからだ。

　気持ちよくできないだけならまだしも、痛い目に遭わせてしまうとか、気持ち悪くさせてしまうこともセックスにはあり得る。経験のない俺でもそれくらいはわかっている。ルインをそんな目に遭わせるくらいなら、なぜだか今は、死んだ方がマシだと俺は思っていた。普段ならばそこまでは思わないかもしれないが、今ばかりは字義通りにそう思っていた。でも彼女はそういう時に「違う」と言ってくれるという。

「深呼吸する？」とルインは聞いた。

「深呼吸？」俺はついオウム返しにしてしまった。

　性行為の直前に深呼吸をするだなんて聞いたことがないし、それが俺の知らないだけで有名な手法だとも思えなかった。

　でもルインは言った。

「気持ちよくなるためには、副交感神経を高めるのが大事らしいんだよね」

「そうなんだ」

「で、持論だし私も一度も試したことがないんだけど、セックスの前に深呼吸をするのはどうかなって前から思ってたの。でも興奮している男子に対して、いきなり一緒に深呼吸しようって言っても変な奴やつだと思われるでしょ？　でもワタにだったら提案できるかなって」
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　なるほど。セックスと言えば興奮した状態で行うイメージはあったけれども、リラックスすること……つまり副交感神経を高めることも大事なのだと、ちょうど今、実感していたところだった。

　俺たちは子供のように目配せをし合って、深呼吸のタイミングを窺うかがい合あった。

　ルインが、す～～～～～～～～～～と深く息を吸った。

　俺も同時に吸った。

　ルインが、ふ～～～～～～～～～～と深く息を吐いた。

　俺も同時に吐いた。

　それを四回繰り返して、お互いの気持ちが落ち着いたと思えるタイミングがあった。

　俺は五年ぶりに、ルインに口づけた。
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　最初はゆっくりとキスをした。ルインの下唇を、まずはちょこんと口づけて彼女の表情を窺うかがった。するとルインは上目遣いで俺を見つめてくれた。「問題ないよ」と言うふうに。「一番好きなやり方でいいよ」と言うように。だから俺は彼女の唇の色んな所に、感触や形や色がすこしずつ異なる所に、小刻みに口づけていった。

　一つ一つのキスから感じられる情感は、不思議とちょっとずつ違っていた。彼女の唇はそれ自体が一つの暗号であり、謎めいた洞窟であり、果てのない海のようだった。唇一つ取っても、彼女の全てを知ることはできないのだなと俺は思った。それは空に輝く星々を全て数え切ることができないことに似ていた。次に俺はルインの口の中へ入っていき、お互いの舌を絡からませ合あった。

　ルインも俺の舌を求めてくれた。彼女のキスには昼下がりにふさわしい爽やかさがあった。激しすぎることもなく、穏やかなだけではなく、そこには適切な抑揚があった。俺も段々と、彼女と同じくらいの強さでキスをするようにやり方を変えていった。それが一番適切で、調和が取れていて、「好きなやり方」だと思ったからだ。でも時折、俺もあえて情熱的にしたり、穏やかにしたりもした。するとルインはその強弱を楽しむかのようにキスのやり方を変えた。彼女とのキスは幸せな楽器のセッションのようだった。お互いしか客のいないコンサートホールで行われているような。

　キスだけで十分近く時間をかけた。こんなにもキスを長くやっていいものなのかはわからなかった。でもルインは嬉うれしそうな表情をしてくれたし、その頰もりんご色に染まっていて、鎖骨の辺りまで紅潮していた。だからこんなふうでいいのだろう、と俺は思った。俺は一番好きなやり方でルインを愛して、もしもそれが間違っていたら違うと言ってもらって、その時はまた別のやり方で彼女を愛せばいいのだろう。

　そういうふうにして俺はルインの体を、ゆっくりと一時間近くかけて丁寧に愛あい撫ぶしていった。そうしながら俺は、ずっとこうしてみたかったのだと思った。俺はたぶん、こんなふうに穏やかに彼女を愛してみたかったのだ。彼女の美しい体の部位を、耳たぶや首筋や鎖骨や胸や肋ろつ骨こつや脇腹やおへそや太ももや大切な所を、その形状を記憶してしまうくらい丹念に撫なでながら、まるで終わらない音楽を奏かなでるかのように触り続けていたかったのだろうと俺は思った。

　そしてそれは、俺ひとりの力では絶対に無理だった。ルインが所々で協力してくれたからこそできたのだ。ルインは時々彼女らしい、変に理屈ばっているけれども適切な指示をしてくれた。結局のところ、俺は一人では何もできなかったのだろう。

　愛あい撫ぶが終わり、挿入も終わった後、ルインはベッドの上で横になりながら言った。

「君はロマンティストなんだね」

　なにに対してそう言われたのかはわからないが、ともかく恥ずかしくなった。

　だから俺は答えた。

「きっと、それだけルインが好きなんだよ」

　自然と出た言葉だった。でも俺は、自分がルインを好きという言葉を、あまりにも当たり前に使っていることに気づき、驚いた。

　しかしそれは大きな驚きではなかった。ルインも当然知っているというように微ほほ笑えんだ。あるいは俺よりもルインの方が、俺の心についてよくわかっているのかもしれない。そうでなかったらあんなキスはしないでしょうとでも言うみたいだった。

　今となっては、ルインのことが好きだという気持ちは俺の心の中核にはっきりと存在していた。あまりにも当然にあるので、いつからそこにあるかはわからなかった。だが、たぶんずっと前からあったのだろうと俺は思った。小学生の時から同じというわけではなくて、それは年を経ると共にそれ相応の変化を経ながら、俺の心の深層で育ち続けていたのだろう。

　ルインのことが好きかどうかわからないと俺が思い続けていたのは、ただわからないことにして、気づかないふりをしていただけなのだ。彼女が別の男子と付き合ったり、青崎先輩のような人間とセックスするたびに、自分の心がくじけてしまわないようにするための防衛反応だったのだ。

　そしてそんなちゃちな偽装は、今日ここでルインと体を合わせたらあっさりと崩れ去ってしまった。それどころか俺は彼女の体を、一時間もかけて丹念に愛あい撫ぶしたのだ。ただ好きなだけではなく、バカみたいに好きなのだ。アホみたいに好きなのだ。訳がわからなくなってしまうくらいに好きなのだ。大きすぎるものが遠くにあると、時たま距離感がわかりにくくなる。たぶんそういうふうにして、好きなことがわからなくなってしまっていただけだった。

　愛あい撫ぶの方はちゃんとできたと思う。でも挿入の方は不本意な結果に終わった。一時間もの間、ルインの体に触っていた俺は、極度の興奮状態に陥っていて、挿入して直すぐに射精してしまったのだ。

　それはとても大きな失敗のように思えた。自分の存在が否定されたかのようだった。とてつもなく恥ずかしくて消えてなくなりたかった。

　ルインだって啞あ然ぜんとしていた。でも彼女は体を起こすと、俺のペニスからコンドームを外し、優しく撫なでると口に入れてくれた。

　射精をしてしまったというショックから、精液は中ちゆう途と半はん端ぱな量だけ外にはみ出ていた。だから精管の中にはまだ半分くらい精液が取り残されていた。でもそれらは彼女のフェラチオによって、残らず彼女の口の中へと絞り出された。

　ルインはそれをティッシュの中へとべーっと吐き出した。それからさっきまでの運動の余韻の残るかすれ声で、

「いいんだよ」

　と言った。
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　セックスの後、俺たちは裸でベッドの上で横になりながら、レンタルスペースに備え付けられていたゲーム機で遊んだ。ゲーム機にはレースゲームがインストールされていたので、それをプレイした。ルインはレースゲームが好きだと言っていたが、ゲーム自体はめちゃくちゃ下手だった。だから彼女は俺の妨害をするためにふざけてペニスを握ってきたりした。俺も彼女の脇腹をくすぐったりした。

　チェックアウトの前にふたたび二人でシャワーを浴びた。今度は俺がルインに冷水をかけてやった。彼女は子供のように笑った。

　レンタルスペースを出て、駅に向かった。

　日はまだ暮れていなかった。空の色は昼よりも燻くすんではいるが、まだ青かった。日照時間が長い六月らしい、どこか間延びした青さだった。西の空では太陽が黄色く柔らかい光を放っていて、近くの空を黄金色に染めていた。いずれこの色が空全体に広がり、赤に変わり、夕暮れが来るのだろう。

　まだデートを続けてもいい時間に思えた。でもルインにそのつもりはないようで、歩きながら言った。

「私、これから自習室に行くから」

「そっか」と俺は言った。「自習の道具は持ってきたの？」

　ルインが提げているミニバッグは小さく、教材やノートが入りそうには見えなかった。

「塾だと参考書が借りれるんだよ。それに付箋とかを貼って、私物化してるの。あと塾で貰もらえるＡ４のコピー用紙をノート代わりにできるから、筆記用具だけを持っていけば自習ができるんだよね」

「そうなんだ」と俺は言った。なんだかとても寂しかった。とても素朴な感情として、俺はルインともっと一緒にいたかった。

　そんな気持ちを察したのか、ルインは言った。

「ワタならわかってくれると思って言うんだけど、私は長いデートそのものがあまり好きではないんだよね。なんだか二人でいるのが義務みたいになってくるでしょ？　そして義務感なんて恋愛の中でわざわざ感じたくないんだよね。遊びたい時に全力で遊んで、はい解散ってして、あとはお互いの人生において大切なことをすればいいと思う」

　俺はその言葉を真まっ直すぐに受け止めることにする。なるべく俺自身のバイアスをかけないようにする。

　ルインはただ、遊びと勉強のバランスを取ろうとしているだけだ。それ以上の意味はないのだ。

　切り出したい話題があった。だがそれを口にするべきかすこし迷った。その話をするための適切なタイミングを、過去に何度か通り過ぎた気がするし、未来に機会が訪れなくもない気がしたからだ。でも同じことを話すならば早い方がいいと思って言った。

「ねえ、ルイン」

「何」

「さっき、俺が好きだって言ったこと、もっと真面目に考えて欲しいんだけど、どうだろう」

　ルインは足を止めた。そして振り返って俺を眺めた。青い髪の毛が六月の分厚い風に吹かれてたなびき、彼女の左目をちょうど隠していた。残った右目で彼女は真まっ直すぐに俺を見つめていた。陽光を浴びてその瞳はふしぎと金色に光っていた。

「付き合って欲しいってこと？」

　とルインは聞いた。俺はすこし及び腰になって言った。

「……わからない」

「わからないって何？」

「俺は誰かと付き合ったことがないから。誰かが好きだということが、そのまま付き合うことに繫つながるのかはわからない」

　するとルインは、風になびく髪を耳にかけて言った。

「ワタ。それは単なる逃げだよ。皆、それが何かもわからない状態で、頑張って口にしているんだと思う……。もちろん、頑張らなくたって口にできる人も多いよ。でもその中でも、頑張ってる人の言葉はちょっと違うんだって私は思ってる」

　ちょうど風が止やんだ。凪なぎの中でルインが言った。

「言い直す？」

　うん、と俺は言った。さっきの言葉は、俺の優柔不断さが良くない方向に出てしまった。

「俺はルインが好きだよ。だから付き合って欲しい」

　はっきりと言った。すると、ルインは対等な仲間でも見るような眼まな差ざしで俺を見つめた。

「ルインと比べて俺は交際の経験が少ないから、荷が重いこともあるかもしれない。でも自信がない俺にしては、ルインと付き合ったら上う手まくいくことを不思議と確信してる。俺はルインのことが、たぶん世界で一番好きだし、ルインにとっても百パーセントの男になることを、たった今決意したし、ルインが告白を受けてくれたらその決意は揺るがな──」

「いいよ、付き合おう」

　俺がまだ話しているのにルインはそう言った。

　さすがに面めん食くらった。目を白黒させていると、ルインは口くちの端はに何気ない笑みを浮かべながら言った。

「そんなに肩肘を張って話さなくてもいいよ。私はそのままの君が好きなんだから」

　ルインはさらりと俺に手を伸ばした。

　俺は自然とその手を取った。

　駅までの道を、俺たちは繫つないだ手を前後に揺らしながら歩いた。

　燻くすんだ青空はちょっと遠くに見えた。雲の色は西日に照らされて明るくなり、むしろ近くに見えた。そんな遠近感のある空の下で、道端に並ぶなんでもない建物たちは長い影を獲得していた。通りがかりの老人の影もやけに長く伸びていた。それから俺とルインの手を繫つないだ影もアスファルトの上に長く伸びていた。しばらくは他愛のない町の風景が続いた。どこにでもある風景。でもきっと忘れられない風景になるのだろう。

　路地と幹線道路が合流するところで、ふとルインが言った。

「青崎先輩とこっそり会っててもいい？」

　いきなりとんでもないことを言われたので驚いた。俺は仕方なく言った。

「……俺の見えないところでならいいよ。だってルインは中毒者なんでしょ？」

　ルインは白い歯を見せたけれども、若干の「失言をしたかも」という居心地の悪さをにじませていた。

「あはは、ごめん。今のは私の性格の悪いところが出た。君を試すために言ってみただけ。君と付き合うなら、もう青崎先輩とは会わないようにするよ」

　俺はすこし安心した。すこしということは、俺は青崎先輩とこっそり会うという彼女の発言を、そもそも本気にしてはいなかったのだろうと思った。

　ルインの貞操観念は正直信頼していないが、彼女がコスパを大切にしていることはわかっている。俺と会う方がコスパが良くなったら、青崎先輩とは会わないはず……ってそんなに難しく考えなくても、いくらルインといえどもそんなひどいことはしないと思う。

「……努力できる範囲で」

　とルインは言った。

「日ひ和よるなって」

　付き合いたてなのに浮うわ気きを匂わせる奴やつがいるか。

「逆に青崎先輩と寝て欲しい、みたいな性癖だったりする？」

「人をなんだと思っているんだ」

「そうだ。ちゃんとワタの性癖を聞いておかないと。皆性癖を隠そうとするんだけど、最初から詳つまびらかにしておいた方が絶対にいいと思うんだ。どこかでその会は開催しよう」

「性癖開陳会か……」恐るべき会だ。

「楽しみだね」

　楽しみなような怖いような……。自分はそんなにアブノーマルな性癖は持っていないと思っているけれども、人から見たらそうじゃない可能性もある。俺の比較対象はエロ漫画マニアである果か南なんとかだから、物差しが歪ゆがんでいる可能性もあるし……。

　そうだ。

「今後の付き合い方についてだけど」と俺は言った。

「うん」

「俺もルインと同じ塾に入っちゃだめ？」

　ルインが受験勉強に励んでいると聞いた時から、漠然と考えていたことだった。俺も二年生の後半になったら塾に入って受験勉強を始めようと、ルインの話とは関係なく元々思っていて、でも塾は決めていなかったので、折角ならルインと同じ塾がいいかなと思ったのだ。

　でもこの提案って、彼女の言う「長いデートは嫌だ」と同じ理由で却下されちゃうのかな……と思っていたら、ルインはむしろ目を輝かせて言った。

「いいね。てか私も言おうと思ってた」

「あ、そう」喜んでくれて良かった。「『長く一緒にいる』ことになるけどいいのかな？」

「理由もないのに惰性で一緒にいるのが嫌なだけで、理由があったらいいよ。むしろ理由さえあればコスパ的に優れてるからね」

　確かにコスパの面で見れば理に適かなっているのか。デートと勉強を同時にできるからだ。

「私、すごく素敵な付き合い方を思いついた。それはね、同じ塾に入って、一週間に六日間はちゃんと勉強するの。で、残りの一日を使ってすっごく長いセックスをするの。それを志望校に合格するまで続けるの。素敵でしょ？」

「いいと思う」と俺は言った。「早めに同じ塾に入るよ」

　ルインはスマートフォンをポケットから取り出して言った。

「私が受けてる授業を、後でラインで送るよ。でも基本的にはワタが必要としているものに合わせて授業を選んで欲しいな。そこを合わせられると、ちょっと重いから」

「もちろん」

　話していると、駅が見えてきた。

　ルインは塾に行くために、俺は家に帰るために、駅でさよならをすることになる。

　まばらだった人通りが徐々に多くなっていく。幹線道路を自動車がひっきりなしに走っていく。開けたロータリーの向こう側に金色の太陽が見える。そんな風景の中でルインが言った。

「ねえワタ、約束してくれる？」

「何を？」

「私が最も嫌なことを、絶対にやらないってこと」

　俺は黙って肯うなずいた。するとルインはその内容を口にした。

「私が恋人にされて一番嫌なことはね、私を好きになるにあたって、なんらかのストーリーを作られることなの。情熱的なラブストーリーの演者みたいな気分になって、私を私ではなくてドラマの中にいる『恋人』のように扱うことなの」

　いつの間にか俺たちは立ち止まっていた。立ち止まるのに相応ふさわしい話をしているのだと俺は思った。人々の往来するなんでもない歩道の真ん中でルインは言った。

「だからワタ。決して私に、『恋人』だとか『初恋の人』だとか『幼おさな馴な染じみ』のような記号を付けないで。私は君の恋人になるけれども、私を典型的な『恋人』という枠に押し込めないで。記念日なんて絶対に祝わなくていい。ペアルックなんて絶対に着なくていい。グーグルで『恋人　◯なん◯とか』なんてことを調べなくていい。他の恋人と比べてどうかみたいなことは考えなくていい。そういうことをされると私はすごく虚むなしくなる。自分がすごく空っぽの、中身のない人間に取り替えられたような気持ちになってしまう」

　俺は真まっ直すぐに彼女の瞳を見つめていた。ルインはその目を見返すと言った。

「君の中で私が、いつだって新鮮な藤ふじ代しろ瑠る音いんであることを誓って。そのままの藤代瑠音であることを誓って。いい部分もだめな部分も含めたありのままの藤代瑠音だってこと、きれいな部分から汚い部分まで何もかもを含めた藤代瑠音だってことを誓って。そして無条件に愛するんじゃなくて、良くなかったら普通に駄目だって言って。そして私が本当に酷ひどすぎることを、君を傷つけるようなことをした時には、ちゃんとフって欲しい」

　ルインは普段と変わらない口調で、きっとすごく大切なことをさり気なく言った。

「そうしたらきっと、明日も明後日あさつても一年後も百年後も、君の恋人でいられる気がするから」
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　私の名前は蔦つた原はら果か南なん。

　果南という私の名前は大学時代に中国文学を専攻していたお母さんが付けてくれたもので、中国では南の方角に幸福や繁栄があるとされていて、そこで果実を手に入れる、すなわち幸せを摑つかんで欲ほしいという意味で付けられたものだそうだが、グーグルで調べても類似の伝承はヒットしなくて、だからどこかで記憶違いをしているか、単に検索に引っかかっていないかのどちらかなのだが、正確な情報を教えてくれるお母さんはもうこの世にいなくて、私が一歳の時に転落事故で死んでしまった。

　私は人生の大半を父子家庭で育った。と言うと人から可か哀わい想そうがられることが多い。多いと断言できるほど私と他人の関わりは多くないのだけれども、小学校や学童保育の先生が一方的に私の家庭の事情を知っていて勝手に同情してきたりすることはあった。

　しかし両親が健在でも、毎日子供の前で喧けん嘩かしている親や、子供に変な教育を施している親だってたくさんいるはずで、それと比べて私の家が特別に可か哀わい想そうがられるのは納得がいかないと思う。少なくとも私は自分の家庭環境を良好だと思っている。

　もしかすると私が友達を作れない人間なので、逆算して家庭環境が悪いはずだと思われているのかもしれない。だとしたらお父さんに申し訳ない気もするが、人に馴な染じめないだけで家庭環境が悪いと思われているとすれば、それもそれで一つの偏見だと思う。

　私とお父さんはとっても仲良しだ。実は私はファザコンなのだ。お父さんと一緒にいると、昼間の無口な私が噓うそに思えるくらいにおしゃべりになるし、デートみたいな感じで休日に二人で遊びに行くことも多いし、手も繫つなぐし、実はまだ一緒にお風ふ呂ろに入っている。高校二年生にもなってお父さんと一緒にお風ふ呂ろに入る女の子は世間的にはヤバいらしいけど、お風ふ呂ろ場ばって悩み事を話すのに最適で、私はお父さんに話したい不平不満がたくさんあるし、お父さんにも私と共有したい愚痴が色々ある。お父さんは会社で、やりたくもない仕事をよく押し付けられていて、納得のいかない残業をしばしばさせられているのだけど、その成果はあまり評価されていなくて待遇が変わらない。私に似て人生が下手なのだ。

　だから私たちはそこでお互いの弱音を吐き合うのが習慣になっている。お風ふ呂ろ場ばで泣いているお父さんを私が抱きしめてあげたこともあるし、逆にお父さんが私を抱きしめてくれたこともある。お風ふ呂ろ場ばだけでは話し足りなくて、夜道を一時間くらいかけて二人で歩き回ったこともある。なんだか共依存的な親子だと思う。

　私がオタク趣味を持つようになったのも父親がきっかけだった。物心ついた時から私はお父さんとアニメを観みてきた。『HUGっと！　プリキュア』『スマイルプリキュア！』『ソードアート・オンライン』『この素晴らしい世界に祝福を！』『涼すず宮みやハルヒの憂鬱』『新世紀エヴァンゲリオン』。お父さんは大きなアニメのポスターを自室の一面に貼って、アクリルケースの中にフィギュアを陳列するような重度のオタクだったので、彼に育てられた私も自然とオタクになった。アニメもお父さんの買ったブルーレイを観みていたし、漫画もお父さんの本棚にあるものを読んでいたし、小説もお父さんが読んでいるライトノベルを中心に読んでいたし、音楽もお父さんが好きなものをそのまま聞いていた。

　私がファザコンになったのは、私の抱える病気も原因だった。私は生まれつき舌の中にある特定の組織が人よりも短くて、か行やら行が発音しづらくなるという身体上の異常を持っていた。

　手術をして治すこともできるが、私が自分の病気を知ったのは中学三年生の時で、それは手術をするにはやや遅い時期だった。というのも、舌の使い方は幼少期に習得し終えてしまうものだからだ。今さら口の中を切ったところで滑舌が悪いのは変わらないのだ。手術にくわえて、言語聴覚士のもとでリハビリをすることでそれなりにマシにはなるそうだが、私はその時高校受験を控えていたので、手術は一旦保留にした。

　高校二年生になっても保留の状態は続いている。だって口の中を切るのって怖いじゃないか。

　私はお父さんが好きだが、唯一許せないことがあるとすれば、私の病気を早期に見つけてくれなかったことだろう。なぜならその病気によって、私は中学までずっと「しゃべり方が変だ」「か行が言えない」といういじりを受けることになったからだ。「自分の名前を言ってみて」「つたはらたなん……」げらげらげらげら、こんな感じだ。私はどこに行ってもいじられキャラの役割を与えられ、なにかを話すたびにクラスメイトにからかわれ、ろれつが回らないことをネタにされてきた。

　ひとたびいじられキャラになってしまうと、些さ細さいなことでも揚げ足を取られて、おちょくられる。「しゃべり方が変なのだから、こいつには全身の一挙手一投足まで、余すことなくいじられキャラでいて欲しい」という嫌な心理効果が働く。そうなると不思議なことに、私もそれを内面化してしまう。本当にどんくさくてコミュ障で、対人関係の下手な蔦原果南になってしまう。

　私が生まれつき、どんくさくて人付き合いの苦手な人間なのは事実だろう。だがこの性格のうちの一部は、他者からの押し付けで作られたものに感じる。「他人のせいにするな」と言う人もいるかもしれないが、感覚としてはそうなのだ。

　学校では誰とも話せないからお父さんと話す。同級生から影響を受けることもないからお父さんの趣味を自分のものにする。友情が得られないからお父さんとベタベタする。お父さんと手を繫つなぎ合あったりして「私たち、最高の親子だよねー」と言い合う。ファザコンの誕生だ。

　ぼっちだって別にいいもんね、と私は思う。世界には私が一生かけても観み終おえることもできないほどの大量のアニメがあり、大量の漫画があり、ライトノベルがあり、映画があり、Ｖｔｕｂｅｒのコンテンツがある。さらに言えばそれらを二回以上楽しむことができる。そうやって一日の大部分の暇を潰せば、孤独はそれなりに紛らわせられる。

　それなりにというのは、学校は、友達のいない生徒への嫌がらせとしか思えないくらいに、同級生同士でベタベタさせる教育を行うからだ。ロングホームルームとかグループワークとか行事ごとの班決めとか……ああいうのって本当に何のためにあるんだろう？　そういう場所でぼっち化するたびに孤独が募る。孤独は一人でいる時は感じにくいが、他人といる時に引き立つものなのだ。

　また、そもそも私が鑑賞しているアニメや漫画やライトノベルからして、最終的には「友達もいて、可か愛わいい女の子もいて、人生が充実して最高だよねー」っていう話になりがちである。物語の最初には、主人公は私に似た、人生が上う手まくいっていない奴やつであることが多いのだが、最後には別環境にいる別人になる。だからそれを観みている私も当たり前に「青春したいなー」「友達や彼氏が欲しいなー」「恋がしたいなー」ってなるし、そうならない自分の暮らしに絶望したりする。エンタメに対して不満があるわけではなく、エンタメはあくまでエンタメであって、私の精神を健全に保つ薬ではないということだ。当然ながら。

　まあ色々と理由は述べたけれども、結局のところ私だって普通に友達や恋人が欲しいということだ。

　そして自分の状況が、それとは縁遠くて困っているということだ。

　青春したい～～～。

　そんな私の生活は、高校生になって映像研究部に入ることですこし変わった。
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　コミュ障である私が映像研究部の人とだけ話せるようになったのは一種の奇跡のようなもので、新入生歓迎会で『シン・エヴァンゲリオン』を観みた後に、綾あや波なみ派はの男子とアスカ派の男子が「シンジは綾波と付き合うべき」「シンジはアスカと付き合わないと納得がいかない」みたいな言い争いをずっとしていて、その点私はマリ派だったので、聞いているうちに段々と耐えられなくなってきて、シンジがマリと付き合うことは必然的な流れなんだ、綾波でもアスカでも駄目なんだっていうことを、ぶわ～～～～～～～～って捲まくし立たててしまって、でも私はそれまでの新歓では全く発言をしていない、置物みたいな人間だったから、そんな私がいきなり早口でマリの良さを語り始めてしまって、そんなの超オタクっぽいよね、気持ち悪いよね、本当に生きててごめんなさいと思ったところで、その綾波派の男子から思わぬ反論があって、レスバを挑まれたからには私もネット民の端くれとして戦わざるを得ないよねと思って、ふたたびシンジの恋人はマリが適格であるという話をしていたのだが、しかし議論を交わしているうちに彼の言う「シンジと付き合うのは綾波であるべきだ」という意見もわかるようになってきて、また彼も「シンジの恋人はマリであるべきだ」という私の意見に納得し始めて、どちらの意見も理解できるね、ていうかこんなふうに熱烈に感想を交わせるエヴァンゲリオンっていう作品は素晴らしいよねってなってきて、そこで「あれ？」って気づいた。

　私がこんなにも他人の前で、自然と振る舞えているのは初めてだったのだ。

　私は今、お父さん以外の人に初めて「素」を出している。

　初めて友達が出来ようとしている。

　マリのおかげだ。

　マリ、ありがとう。

　そして、全ての子供達チルドレンにおめでとう。

　といっても、その「素」の状態がずっと出せるわけじゃなくて、次の活動ではやっぱり上う手まく話せなくてふたたび置物みたいになったりしたのだが、段々と素を出せる頻度が上がってきて、最終的に私は部室の中で常に「素」でいられるようになった。

　とても素晴らしいことだ。

　あの時観みた作品が『シン・エヴァンゲリオン』でなかったら、一緒に観みていた男子が綾波派とアスカ派でなかったら、二人が喧けん嘩かをしなかったら、綾波派の男子が私に言い返してこなかったら、私にレスバを返せるほどの作品への情熱がなかったら、私は映像研究部に入ることはなかったし、初めての友達も出来なかっただろう。そう思うと本当に運命的なことだったと思う。確率〇・〇〇〇〇〇〇〇〇一パーセントのことだったと思う。初号機が起動する確率とだいたい同じだったと思う。

　こうして私は何人かの友達と、シンクロ率無限大の親友を手に入れた。

　この時の綾波派の男子が、宮みや澤ざわ恆わたるという、今となっては私が学校で話せる、唯一の「親友」となっている。





＊






　映像研究部の活動日は火曜日と金曜日である。だから火曜日の私は朝からテンションが高くて、体育の授業の時に「はい、二人組作って～」と言われて一人余って教師と組まされたりしても、昼休みに陽キャに椅子を取られて昼食を摂とる場所がなくなったりしても、移動教室を自分だけが知らなくて、休み時間に寝たふりをしていたらいつの間にか自分以外の生徒が全員教室から消えたりしても、そんなに嫌な気分にならずにメンタルを保つことができる。

　帰りのホームルームが終わると同時に、私は滑るように教室を飛び出て職員室に向かう。今さら人の目なんて気にせず、疾風のように歩いていく。職員室にあるキーボックスの管理を担当している初老の教師は既に私の顔を覚えてくれていて、私が来るのを見つけるとさっとボックスの中から映像研究部の鍵を取り出してくれる。そんな気遣いが私にはすこしだけ嬉うれしい。

　そして私は鍵を持って映像研究部の部室に向かう。私は去年から映像研究部の鍵係をしている。というのも、教室に居場所がない私は誰よりも早く部室に来がちで、じゃあ鍵係は特別な事情がない限り蔦原さんにしようと去年決まって……係と言うほど大層なものではなく、既にあった習慣が言語化されたような感じなのだが、ともかく私が鍵係であることは今年も続いていて、このルーティンは私に特別な喜びをもたらしてくれている。私は親友こと宮澤くんが部室に来るのを、胎内のように寝心地がいい、湾曲したソファの上で丸まりながら待っている。彼と何を話そうかな、彼と何を観みようかなと考えながらも、スマートフォンを触ったり目を瞑つぶったりする。この時間が私に穏やかな喜びと、静かな高揚感をもたらしてくれる。

　私は最近、彼のことが好きなことに気づいた。

　その気持ちはなんとなく気づきつつも、直視しないようにしていたのだが、ついに認めざるを得なくなってしまったという感じだった。今までと比べて、大きく感情に変化があったわけではない。ただ、そこに当たる光が変わって、見え方がまるきり変わってしまったという感じだった。光の当て方を変えたのは、あるいは光そのものは、藤ふじ代しろ瑠る音いんという女の子だった。そして見え方が変わってしまうと、それ以外の見方をすることができなくなった。まるでルビンの壺つぼのように。

　とてもベタなストーリーだ。私は元々、彼のことをただの友達だと思っていた。ところが彼が藤代瑠音と付き合っていることを知り、胸にぽっかりと穴が空いたかのような、ひどい喪失感に囚とらわれた。その理由を考えると、私は元々彼のことが好きで、そのことを自覚していなかったからなのだと気づいた。そして自覚してしまうと、その気持ちはどうしても否定することができなくなった。

　どこで使われ始めた言葉なのかは知らないが、私のような恋愛をＢＳＳ（僕が先に好きＢＳＳだったのに）と呼ぶらしい。私が宮澤くんと付き合っていたらＮネＴトＲリと呼ぶわけだが、ＮＴＲ以前に告白すらもしていない、お前はそもそもスタートラインにすら立っていないじゃないかと揶や揄ゆする言葉がＢＳＳらしい。私の恋愛がＢＳＳの誹そしりに相応ふさわしい、ひどくダサくて愚鈍で一方的なものであることはわかる。自分の愚かさは痛感しつつも、しかし私は言いたい。そんなことを言われたって好きなものは好きなんだから仕方がないじゃないか。心の表面にはっきりと凹凸ができていて、そこを触るたびに彼のことが好きな気持ちがどくどくと溢あふれ出でてくるんだからどうしようもないじゃないか。

　あなたが私をバカにするのならば──誰も私をバカにしていないかもしれないが、少なくとも私は私をバカにしているので──逆に聞きたい。あなたが私の立場だったとして、果たして彼を恋愛対象にできるだろうか。宮澤くんは決して目立つ男の子ではない。正直なところ、その辺のオタクの男子にしか見えない。とはいえ、なんとなくの清潔感はある。私だけが感じるものかもしれないが、人を落ち着かせる空気もある。運動部ほどではないが、それなりに背も高い。

　よく見れば顔も悪くない。目つきはシャープだし、鼻筋も通っている。ただそれはじっと見ればのことで、顔つきから受ける印象は実にあっさりとしたものである。目を瞑つぶった途端に、彼の顔を忘れてしまうという人もいるだろう。本人の抱く自信のなさのようなものが、彼の顔から受ける印象を曖昧にしてしまっている気がする。集合写真を撮ったとして、彼に目を向ける人間は稀まれだろう。

　総合して、とても平凡な男の子だ。彼が見るからにイケメンであったり、人よりも優れた長所があったとすれば、私も彼を恋愛対象にしていたかもしれないが──実際のところ、そんな器用なことは私にはできなかったと思うけれど──彼はそうではない。彼に対して恋愛ドラマのような、情熱的な恋心を寄せるのはなんとなく場違いなことのように思える。

　くわえて彼は全く女っ気のなさそうな人生を歩んでいる。急いでどうこうしなくたって、彼がいきなり彼女を作ったりはしない気がする。

　告白にはリスクもあって、現在の心地よい「親友」関係が壊れてしまう可能性もある……まあ真剣に考えてみると、いきなり告白するんじゃなくて、彼が恋人を欲しがっているかどうかをそれとなく確かめるとか、私に気があるかどうかをさり気なく確認するとか、色々と迂う遠えんな戦略も取れたし、それを実行するための充分な時間が私には与えられていたはずなのだが、そもそもそこまでのことをするほどの事態ではないと思っていた。

　が、彼に彼女がいると聞かされて、私の心の中にあるなにかが確実にぶっ壊れた。

　がっしゃんぐらぐらのような派手な音を立てて、私の心の一部分が確かに崩れ去った。

　その時の私の気持ちを文字にするならば「え!?　マジ!?　マジマジ!?　ちょっ、それマジでヤバくない??　ちょっマジ??　マジで待ってくれよオイオイオイオイ……」という感じだった。無人島で二人暮らしをしていたら、いつの間にか彼だけがボートで脱出していたような気分だった。「今日のマラソン、一緒にゆっくり走ろうな」と約束していた友人が、ゴール前でいきなり加速し始めたような気持ちだった。そして実際に宮澤くんと私は「親友でいよう」という契ちぎりを交わしていたので、この喩たとえは半分くらい事実なのだった。

　事実だけを言えば、その契ちぎりを私は破っていた。

　私はアオくんと付き合っているからだ。

　だが彼氏ができる前に想像していた、「恋人ができて人生が楽しくなる」のような変化は、正直なところ欠片かけらもなかった。むしろ精神的な負担の方が大きかった。ただ生活圏に「恋人」という口約束を交わしている人が一人増えただけのような気持ちだった。彼とのデートは、本音を言えば面倒ですらあった。デートを何回か断ってしまったこともあった。そうしているうちにフェードアウトしてくれないかなという淡い期待もあったのだが、彼は私に継続的に接触を取り続けてきた。

　私は本当にアオくんと付き合っているんだろうか？　時々私はアオくんが蜃しん気き楼ろうのように思えてくることがある。

　彼が向けてくる好意を、完全には拒めない自分も、この曖昧な状況を生み出していると思う。なんせ私がイケメンに告白されるなんて、あり得ないくらいにラッキーで、いいことだからだ。彼とデートに行っても、正直なところあんまり楽しくないし、話も盛り上がらないが、陰鬱な私の人生に垂らされた一筋の蜘く蛛もの糸のような気もしていて、完全に切ることもできず、かといって上ることもできず、ただ垂れているのを眺めている。

　アオくんの話はここまでにしておこう。

　話が脱線しそうな気がするからだ。

　言い訳を重ねたが、結論はこうだ。

　私は自分一人の力では「好き」という気持ちさえも作れなかったのだ。自己肯定感の低い私は、私自身の「好き」だという気持ちの価値をも、気づかないうちに下げていて、そして自分だけの気持ちでは、男の子一人、好きであることを自覚できなかったのだ。

　ところが藤代瑠音という名の、自己肯定感の塊のような、クラスカースト最上位の女の子が彼を「好き」だと言えることを知って、初めて彼が「好き」という言葉に匹敵するほどに魅力的な存在であることを知った。藤代さんの「好き」の裏付けによって、ようやく私は彼が恋愛感情を向けてもいい存在であることがわかったのだ。

　私は藤代瑠音を内心ではバカにしていた。あまり話したことはないけれど、短期間で彼氏を取っ替え引っ替えしたり、変な男と付き合いがちだったりするという彼女の噂うわさは知っていて、どうしてこんなにも美人なのにそんなにも節操のない遊び方をするんだろう、私が同じ顔に生まれていたらイケメンの彼氏を一人作って固定するのにな、それができないということは股がゆるくておつむの弱い女の子なんだろう……という一方的な偏見を抱いていた。

　ところが私はある意味では彼女に完敗していた。女の子としてどうこうではなく、気持ちの強さとして。彼女は人を、自分一人の力で好きになることができるが、私は他人からのお墨付きがないと、好きという気持ちすらも、他人に向けることができなかったのだ。

　……と言うと反省会みたいだが、私はそこまで後ろ向きになっているわけではない。

　というのも宮澤くんが付き合っているのが、この他ならぬ藤代瑠音だからだ。噂うわさによると彼女が三ヶ月以上、一人の男子と付き合い続けたことはないらしい。つまり宮澤くんも、高い確率で三ヶ月以内にフられることになる。宮澤くんが藤代さんの平均的な彼氏のレベルを上回っているとは思えないから（宮澤くんの価値を低く見積もっているわけではなくて、藤代さんは派手な男の方が好みだろうという一方的な偏見によって）三ヶ月も経たたずにフられる可能性も高い。よく考えたらいつ付き合い始めたのかも聞いていないから、仮に二ヶ月以上付き合っていたとすると、明日にだってフられる可能性はある。

　そのうち宮澤くんは私に泣きついてくるのだ。

「藤代さんにフられたよー」とか「浮うわ気きされてたよー」とか「ビッチだったよー」とか言って。その時私は「よしよし辛つらかったねー」とか言って、彼を慰めてあげるのだ。「ほら、陽キャなんてろくなもんじゃないでしょ？」とか「青春なんてするもんじゃないでしょ？」とか言って。そうやって彼の愚痴を傾聴し、彼を慰めることによって、彼に「自分にとって一番素晴らしくて、話が合う女の子が目の前にいる」という事実に気づかせてやるのだ。「映研がなかったら生きていけないよー」「俺には果南しかいないよ」みたいなことも言ってくれるかもしれない……ふふふふふ、ここまで来たら妄想になってしまうかな。

「俺には果南しかいないよ」……妄想の中とはいえ、いいセリフ！

　宮澤くんがそんなセリフを言ってくれた暁には、私はきっと、彼のすることをなんでも許してしまうだろう。

「学校でこんなことしちゃ駄目だよう……」みたいなことも許してしまうだろう。

　そんなことを想像すると楽しくなる。そんな状況を思い浮かべると胸が弾む。そんな時が来たら藤代さんにも、「自分の気持ちに気づかせてくれてありがとう！」と感謝を述べられるだろう。ソファカバーで顔を覆うが、にやにや笑いは止まらなかった。

　でも──と私は思う。

　万が一、宮澤くんと藤代さんが別れなかったらどうしよう。

　そんな状況を想像すると、空想の中に過ぎないのに、つい憮ぶ然ぜんとしてしまう。そんなことがあったらつまらなすぎる。人生という名のクソゲーに白けてしまう。宮澤くんが自分のものにならないのは嫌だという気持ちもあるし、藤代さんという顔・コミュ力・性格・学力の全てにおいて恵まれた人間が、結局はこの世の全てを手に入れていくのか、それがこの世の摂理なのか、みたいな無常感もある。藤代さんが初期ステの高さを活いかしてチート無双をするのは勝手だけれど、そんな台風のような人生に私を巻き込まないでくれないか。

　まあ、それは考えすぎだろうと私は思う。

　宮澤くんはきっと順当にフられるはずだ。

　彼を「よしよし」してあげられる日が私に来るはずだ。

　とか考えながらソファの上で横になっていたら、スカートがめくれ上がってＲ─15のような状態になってしまっていた。慌ててスカートを直した。

　そうこうしているうちに部室のドアが開いた。

　ドアの向こうには、思ってもない人がいた。
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　ルインと付き合うことになった翌日の、日曜日の午後三時に、俺は近所にあるファミリーレストランに向かった。

　青あお崎さき沓とうに会いたいと言われたのだ。場所と時間は決めていいと言われたので、自宅の近く、かつ昼間を指定した。

　青崎沓と二人きりで会う。

　そんなことがあれば、俺はきっと緊張するだろうと思っていた。胸がつかえて、言葉が滑らかに出なくなることもあるかもしれないと思っていた。

　ところが待ち合わせ場所へ向かう足取りは、そこまで重くなかった。

　やはり昨日、ルインとエッチができたことと、彼女と付き合えたことが大きな支えになっているのだと思う。自分で自分の単純さに呆あきれるが、ルインとエッチをしたことで、自分の存在が肯定されたかのような気持ちになり、青崎に怯おびえなくて済むようになったのだと思う。

　あと、呼んだのは青崎の方だから、という気楽さもあった。今日の話題は全て、ホストである彼が用意する役割を担になっている。俺はそれに対して、どう思うかを答えるだけでいい。司会じゃなくてコメンテーター的な役割なのだ。だからたとえ気まずい会になったとしても、その責任は俺ではなくて青崎にある。

　なので俺は、何の気なしにファミレスに来た。

　待ち合わせの五分前に着いたが、青崎は既にいた。

「待たせてすみません」

　と俺は言った。お詫わびの気持ちは全くなかったが、社交辞令として口にした。

「いいよ。俺も今来たところ」

　本当に今来たところかはわからないが、青崎も社交辞令で答えた。

「今日暑いよな」と青崎が紋切り型の話題を口にした。

「暑いですよね」と俺は答えた。

「急に暑くなったよな」

「そうですね」

「今日は俺の奢おごりだから、なんでも頼んでくれよな」

　と言って、青崎はメニュー表を手渡してきた。

　俺はメニューにあるパフェに目を惹ひかれた。ファミリーレストランのパフェは高価だが手が込んでいて美お味いしいことを俺は知っていた。しかしそれを初対面同然の人の奢おごりで頼んでしまうと、卑いやしい人間だと思われる気がする。

「ドリンクバーだけでいいです」と俺は言った。

「パフェ美う味まいよ。要らない？」

「……じゃあ頼みます」

「よし」と言って、青崎はタブレットに二人分のパフェとドリンクバーを入力した。

　注文を終え、二人でドリンクバーに向かった。

　青崎はウーロン茶を、俺はコーラをグラスに入れた。

　席に戻る。

　さて、何の話が始まるんだろう。

「相談があるんだけど」と青崎が言った。

「なんでしょう」

「どこまで知ってる？　俺と果か南なんのこと」

　ルインの話か果南の話だろうと当たりを付けていたが、果南の方かと俺は思った。

「付き合ってるんですよね」

「そう。ルインから聞いた？　果南から聞いた？」

「両方からちょっとずつ聞いてました」

「もうすぐ果南と付き合い始めて、百日目の記念日なんだ」

「そうなんですか」果南から、付き合い始めたのは三ヶ月前だと聞いていたので、特に意外ではない情報のはずだが、なんとなく頭に入りづらいなと思った。たぶん俺は、そもそも二人が交際していることが、まだ腹落ちしていないのだろう。

「それで、宮みや澤ざわはわかる？」と青崎は口ごもりながら言った。

「何がですか？」と俺は聞いた。

「その……果南が何を貰もらって喜ぶかとか……わかる？」

　俺は二、三度まばたきをしてから、目の前にいる男を眺めた。

　青崎は背中を丸めて、居心地の悪そうな様子でウーロン茶を何度も口に運んでいた。

　なんだこれ。

　もしかして俺は今、青崎に恋愛相談を持ちかけられているのか？

　青崎は言った。

「お前、果南と同じ部活なんだろ？」

「そうです」

「果南との仲はいい？」

「良好だと思います」

「じゃあ、果南に何を贈ったら喜ぶかとか、見当がつく？」

「ある程度はわかると思います」なんだか誘導尋問をされている気分だな。

「付き合って一ヶ月の記念日では香水を贈ったんだけど、あんまり喜んでくれなかった気がするんだよな」

「なるほど」

　果南の場合は内心で喜んでいても、それが態度に現れるかは別問題な気はするが、確かに香水が好きなイメージはないな。好きだと言われたら「意外だな」とは感じるだろう。

「俺があげた香水、付けてくれてもないし」

「そうですか」好きとか嫌いとかではなくて、それは単に恥ずかしいからだろうと俺は思った。デートの日くらい、付けて行けばいいのにとは思うけれど。

「今までに付き合った女の子の中で、果南みたいな子って一人もいないんだよ。だからあいつが何が好きかとか、何が正解かとか、三ヶ月経たってもマジでわからなくて……」

　そりゃわからないだろうなと俺は思った。と同時に、本当にわからないのかと俺は思った。

　というのも、青崎は明らかに果南と気が合わなそうな見た目をしているからだ。これで本当に気が合わなかったら当然すぎるというか、こう見えてちょっとは果南のことを理解しているからこそ付き合っているのではないか、いい意味で予想を裏切ってくれるのではないかと俺は期待していたらしい。ところが順当にわからないという。

　青崎の過去の彼女にも、果南のような女の子はいなかったようだ。

　だったら尚なお更さら、なぜ果南と付き合おうと思ったのかが気になった。

「果南のどこが好きなんですか？」

　と俺は聞いた。ちょっと直接的すぎる質問かなとも思ったが、わざわざ出向いてまで相談を聞いてあげているのだから、これくらい教えてもらってもいい気がした。

　青崎は言った。

「お淑しとやかなところ」

　お淑しとやか??　果南が??

「上品なところ」

　上品？　俺のヌき報告を楽しげに求めるあいつが??

「静かなところ」

　それはただ話すのに困っているだけじゃないか？

「心優しいところ」

　なんとも言えないところだ。果南が優しいかどうか、俺はあまり考えたことがなかった。

「性格が真まっ直すぐ」

　どちらかと言うと、ひねくれ者だと思う。

「頭がいいところ」

　うーん、果南は進学校であるうちの学校に編入試験で入っているので、確かに学力はあると思うのだが、その性質が果南の言及すべき長所であるかは悩ましいところだ。

「可か愛わいい」

　それはそう思う。

　全体として、青崎の果南への理解度は四十点くらいではないだろうか……って、俺に採点する資格なんてないし、立場でもないのだが、感覚的にそう思った。

　もちろん俺は果南の全てを知っているわけではない。が、さすがに青崎よりは彼女のことを知っているんじゃないかと、一連の問答で思った。

　俺が怪け訝げんな表情を浮かべてしまったからだろう。青崎はぶすっとして顔をそむけると、照れたように呟つぶやいた。

「だって好きなんだからしょうがないだろ……」

　俺は内心で驚いた。その声には確かに青崎の本心が込められている気がしたからだ。

　青崎は果南をあまり理解していないと思う。だがその一方で、彼が果南を好きであることも本当なのかもしれない。

「俺だって、なんで好きになったのかわかんねーよ……」青崎は頰ほお杖づえを突いて、こちらを見ないままに言った。「果南と俺は元々、学童保育が一緒だったんだ。帰る方向が同じだったから、集団下校のグループにも入ってた」

　その話は果南から聞いていた。青崎は続けた。

「小学生って下校中に色んな遊びをするだろ？　どぶ川の上を跳んだり、塀の上を歩いたり、フェンスをよじ登って更地に入ったり……そういう遊びの時に毎回、上う手まくできなかったのが果南だったんだ。本当にどんくさいんだ。あいつがどぶに落ちたり、怪け我がをしたのは一回や二回じゃなかった。そしてそういう時に怒られるのは決まって年長の俺なんだ。だから俺はいつだって果南の動向に目を配らなきゃいけなくなった。正直なところ、とても面倒だった。だってあいつは俺が世話を焼いても、憮ぶ然ぜんとするだけで全く感謝をする素振りを見せなかったから」

　それは単純に、果南が上う手まく感謝を伝えられなかっただけなんじゃないかと俺は思った。

　俺は、部室で果南が言っていたことを思い出した。

『私が困っている時に、いつも助けてくれるヒーローみたいな人だった』

　青崎の思いやりは、たぶん果南に伝わっている。

「でも一緒に下校しているうちに、俺は無口な果南にも親近感が湧いてきていたから、粛々と自分の役割をこなした。そうしているうちに、すこしずつ果南と話せるようになった。昔から俺は映画が好きだった。当時は『スパイダーマン』とか『ダークナイト』とか、ちょっと古めのヒーロー映画が好きだった。けど周りに同じ趣味を分かち合える友達はいなかったから、いつだって誰かと語り合いたいと思っていた。それでその話を果南にしたら、果南も映画が好きだと言ってくれた。だから俺は果南を家に呼んで『アベンジャーズ』を観みたりした」

　果南は部室で、

『私が映画が好きになったきっかけでもある』

　と言っていた。

　きっかけが青崎だったとのことなので、青崎に映画の話をされた時には、なんとなく話を合わせただけだったのか、あるいは元から好きだった気持ちが青崎との関わりの中で育まれていったのか、どちらかだろうと俺は思った。どちらでも今となっては変わらない。

「当時の俺に、果南のことを異性として好きな気持ちは全くなかったと思う」と青崎は口にした。「あんまり異性として意識させない雰囲気を出す奴やつだし、結局は『一つ年下の、どんくさい後輩』でしかなかった。ただ小学校を卒業した後も、果南とは半年に一回くらいは会っていた。家が近いから、観みたい映画があるけど友達と予定が合わない時とかに、ふと候補に挙がるんだ。それからなんでもない時に会うこともあった。俺が野球部の顧問に𠮟られて傷心している時に会ってもらったこともある。その時の俺はほとんど何もしゃべらなかった。部活で起きたことのショックが大きすぎて何もしゃべれなかったんだな。俺がしゃべらないと果南も無口になるから、ただ二人で黙って何もない路地をとぼとぼと歩いた。宮澤は『ノルウェイの森』って読んだことがあるか？」

　ノルウェイの森？　「ルインの好きな本ですよね？」

「そうなのか？」青崎は知らなかったようで、目をぱちくりさせた。

　二人が趣味を共有していたとかではないようだ。まあ有名な小説だし、たまたまかぶることもあるか。

「僕は読んだことがないです」と俺は答えた。

「俺もちゃんと最後まで読んだことはないんだよ。中学二年生の時に読書感想文のために買ったんだが、上巻を半分くらい読んだところで放り出して、あとはインターネットのネタバレを読んで原稿用紙を埋めた。俺には難しかったんだよ」

「そうなんですか」ルインと違って、青崎は『ノルウェイの森』をお気に召さなかったらしい。

「ともかくその中に、ワタナベという男と直なお子こという女がデートするシーンがある。東京の路地をほとんど会話もせずにとぼとぼ歩き回るんだ。読んでいて本当につまらなそうなデートだと思ったよ。反面教師にしたいほどだと思ってた。にもかかわらず、俺と果南はあれと似たようなデートを……今となってはデートと呼んでいいんだろうな、やったりしていた」

「…………」俺はじっと青崎の話を聞いていた。

「中学三年生の頃くらいから、俺は今までよりも面白い友達とつるむようになった。交遊関係が爆発的に広がって、それまでに縁のなかった奴やつらと仲良くなった。俺の人生に革命的な転換点が来たんだ。そういう時期があるのってわかるだろ？　それからは毎日が楽しくなったし、下世話な話、女ともヤれるようになった。髪の毛を金色に染めたのもその頃だった」

『ドキュンになっちゃって……』

　部室で果南はそう言っていた。

　果南はたぶん、青崎の変化を良いいものとは思っていない。しかし本人が「人生が楽しくなった」と言うのだから、それを外野から見ている俺がどうこう言うべきではないのだろう。

「宮澤は合コンに興味あるか？」

　急に質問されたので驚いてしまった。

「特にないです」

「そうか、残念だな」と青崎は言った。「俺たちは合コンが得意なんだ」

「そうなんですか」興味はなかったが、俺はそう言った。

「ヤれない奴やつらは勘違いしてるが、合コンっていうのはチーム戦なんだ」興味がないのに、青崎は合コンの話を一方的に続けた。「惚ほれた腫はれたではなく、作戦を重視する。それができない奴やつはチームから外す。作戦って言うと悪いイメージがあるが、女の子の方もスムーズな作戦で、流れるようにベッドインすることを求めている。猿芝居の八百長試合をいかに円滑にできるかが問われているんだ。作戦を滞りなく遂行するために、気に入っている女の子を他の男に譲ってやったり、本命じゃないけどヤれそうな女の子を俺が担当したり、不運なことに俺だけがヤれないことを受け入れざるを得なくなることもある。だが、それでも作戦は遂行し続けなければならない。それさえできていれば、ともかく一定のスパンで女とセックスはできるんだから」

　俺は相あい槌づちを打たず、コーラの入った透明なグラスを見つめていた。

「だが、朝目が覚めた時に、特に好みでもない女の子が隣で眠っていたりすると、ひどく虚むなしい気持ちになる時がある。女という存在そのものに、段々と嫌気が差してくる。女の子が自分に好意を向けてくれていても、それを素直に信じることが難しくなってくる。目の前にいる女の子は、芝居の中の、作戦によって演出された俺が好きなだけであって、本当の俺なんて全く見てくれていないんじゃないかという気持ちになったりする」

「…………」

「そんな時に俺は、中学生の時に、俺の後ろをとことこと歩いてきてくれた果南のことをよく思い出した」青崎はファミレスのソファに腰掛けて、斜め上を見ながら言った。「なんの企たくらみもなく、ただ無む垢くに、てくてくと後ろを付いてきてくれた果南のことをよく思い出した。なにも着飾っていない、無策でダサいだけの俺に、真まっ直すぐに寄り添ってくれた果南のことをよく考えるようになった。そして……そういう日が続いたある日、いつしか俺は、俺の中にある果南への気持ちが恋と呼べるものなんじゃないかと考えるようになった。本人がいないところで恋に落ちるなんて妙な話だが、自分の気持ちに噓うそはつけなかった。気持ちを確かめるために会ってみたら、やっぱり俺は、果南に恋をしているとしか思えなかった。だから告白した。いきなりの告白になってしまって、戸惑わせてしまったと思うけど、果南はそれを受け入れてくれた」

「…………」俺はしばらく黙っていた。

　青崎の話を聞いている間に、いろんな想念が頭の中を通り過ぎていった。その中には話の主題と関係しているものも、枝葉に過ぎないものもあった。

　色んなことを考えてしまって、考えがまとまらなかったが、ともかく青崎が本心から果南が好きであることはわかった。

　女遊びを繰り返していたら、遊んでいない頃に仲の良かった幼おさな馴な染じみのことが、特別な存在に思われてきた……という、要約してみたらありそうな話だ。

　でも、なんだろう。

　ちょっと独りよがりな感じがする。

　どうしてそう思うんだろう？

　ふと、ルインの言っていた言葉を思い出した。

『ワタ。決して私に、「恋人」とか「初恋の人」とか「幼おさな馴な染じみ」のような記号を付けないで』

　ああ、そうか。

　青崎の恋愛は記号的すぎるのかもしれない。

　彼が「幼おさな馴な染じみ」の果南を好きであることは事実だと思う。

　でも、そこには果南の果南らしさに目を向ける姿勢が、果南が恋愛対象であることへの必然性が、すこし欠けている気がする。

　蔦つた原はら果南……あの重度のオタクでしゃべり方が変で、コミュ障だけど興味のある話になると子犬のように懐なついてくる彼女を好きになる理由がない気がする。

　そのことがどことなく、独りよがりに思えるのだ。

　そんなことを考えていると、青崎は照れたように、

「ちょっと話しすぎたな」

　と言った。

　俺は「いやー」と言って愛あい想そ笑わらいを浮かべた。

「……で、プレゼントのおすすめはなんだと思う？」

　青崎は話を戻してきた。やや急に話を転換した印象があったが、それだけさっきの話が、パーソナルで照れくさい内容だったのだろう。

「そうですねー……」と俺は言ったが、あまり彼の相談事に親身になりきれていない自分がいた。最初から乗り気ではなかったが、よりやる気が削そがれている気がする。

　というのも、なんだかさっきの話を聞いて、彼と話すのが段々と煩わしくなってきたからだ。一方的な判断かもしれないけれども、少なくとも彼が自分と相性のいい人間ではないことがわかったからだ。

　まあしかし、わずかな会話で人柄を決めつけすぎるのも良くない。

　今のところ印象は良くないが、実はいい奴やつだという可能性もなくはない。

　奢おごってもらったパフェ代くらいは考えようと思った。





＊






　その翌日の月曜日、俺は学校に向かった。ルインと付き合い始めてから初めての登校だった。

　その日は朝から胸のつかえがあった。どうやら小学校の時のトラウマが原因らしい。

　今回も学校に行ったらルインが知らないイケメンと付き合っていて、目の前でキスを見せつけられるのではないかという恐怖心があったのだ。

　さすがに今回ばかりはそんなことは起きないだろうと思ったのだが、トラウマとは不合理で、理由がつかないものなので、どうしても胸が詰まった。

　だから教室でルインの姿を見るまで、緊張は続いていた。

　遠目にルインの様子を窺うかがう。彼女の髪は青く、相変わらずきれいな顔立ちをしていて、制服を女性ファッション誌のモデルのように着こなしていた。

　彼女は女友達の江え崎ざき由ゆ奈なと桃もも谷や沙さ織おりと話しながら、表情豊かに白い歯を覗のぞかせていた。その姿を見て、俺はちょっとだけ安あん堵どした。

　小学校の時と違って、俺はルインに声をかけに行かない。友達グループの違う人間にいきなり声をかけるのは、普通に空気が読めてない感じがするし、ルインとも事前にそう打ち合わせをしておいたからだ。

　俺たちの交際は、なるべく秘密にすることにした。どこかでバレる可能性もあるけれども、能動的には明かさないようにしようと決めたのだ。とりあえず能動的にさえ明かさなければ、受動的にバレた時に、交際について触れられる機会も減る。「隠しているんだから、あまり話題にしないであげよう」という気遣いが働く。

　付き合っていることが筒抜けになってしまうと、話題にされて面倒くさいというのがルインの意見だった。俺も全くもって同意見だった。クラスカーストが下位の俺がルインと付き合っていることが同級生に知られたら、きっと根掘り葉掘り事情を聞かれるだろう。

　ルインと「恋人のふり」をしている時は、交際を隠すどころか、自分たちが恋人同士であることを周囲にアピールする動機もあった。

　ところが本当に付き合うと、人には言わない方が良くなる……と考えると逆説的パラドキシカルだが、実際にそうなので俺たちはそうすることにした。

　というわけで、知らんぷりをして着席した。

　スクールバッグを机にかけて、中から一時限目の教科書を取り出していると、ふとルインの席から、彼女の友達である江崎由奈が近づいてきた。

　江崎は背が低い、ロリ系の女の子だ。赤みがかった茶髪は肩に届くくらいの長さがあって、左右対称にヘアクリップを結んでいて、どちらにも白いリボンを着けている。印象としては、なんとなく野の良ら猫ねこのような感じがする。というのも彼女は、友達同士でいる時にはよく笑っている様子だが、それ以外の人に対しては当たりが強かったり無愛想だったりするからだ。だから俺をまともに扱ってくれたこともない。果南ならば「メスガキ」と呼ぶかもしれない。

　江崎が俺に何の用だろう。ぼんやりと見上げていると彼女は言った。

「あんた、ルインと付き合ってるんだって？」

　めっちゃバレてる。




　朝のホームルームまで、もう時間がなかった。

　だから江崎との会話は、一時限目と二時限目の間の休み時間に持ち越された。

　一時限目の授業中、俺はルインにラインで事情を聞いた。

『なんで江崎が、俺たちが付き合ってることを知ってるの？』

　すぐに既読がついた。

　ルインは勤勉な受験生だが、学校の授業は真面目に聞かない。そこが両立するのはなんとなくわかる。学校の授業って効率が悪いもんな。

『金曜日の放課後に話しちゃった』

　とルインからメッセージが来た。

　なるほど。金曜日は俺たちは「恋人のふり」をしていたので、人に言って回る必要があったのだ……なんだか複雑だが、理由はわかる。俺だって果南に交際を明かした。

『そして話したことをすっかり忘れていた』

『おい』

『ユナとモモは噂うわさを言って回るような人ではないから、それ以上は広がってないと思うけど……』

　とルインは言う。実際にどうなっているかはわからないが、今さら慌てても仕方がないという感じだった。

『とりあえず堂々とするよ』

　と俺は送った。それ以外に俺ができることはなかったからだ。なんだか恋人のふりをしている時とやってることが変わらないな。

　するとルインから返信が来た。

『君ならできるさ』

　何気ないメッセージだったけど、ルインから信用されていることが伝わってきて、嬉うれしかった。




　休み時間が来たので、俺・ルイン・江崎・桃谷の四人でピロティホールに向かった。

　天井の高い開けた空間に、テーブルと椅子がいくつか並んでいる場所だ。俺たちは四人がけの座席に座った。

　俺はルインの横に座る。正面には江崎がいて、斜はす向むかいには桃谷がいる。なんとなく俺たちが質問攻めにされるのが目に見えている配置だが、実際にそうなるんだろう。

　椅子に座るなり、江崎がさっさと本題を切り出した。

「私はルインがこれ以上、変な男と付き合わないように見張る必要があるの」

　彼女は椅子に浅く腰掛け、腕を組み、俺の上半身のあちこちに視線を巡らせていた。なんだか性格の悪い面接官のようだ。

「だから私は今ここで、あんたが変な奴やつじゃないってことを確認しなきゃいけないし、もしも変な奴やつだったらルインに別れることをさり気なく勧奨しなきゃいけないの」

　と江崎が一方的に言った。すると隣の桃谷が言った。

「ユナはルインのことが心配なんだよー」

　おっとりとした、間延びしたしゃべり方だった。

　桃谷は江崎とは対照的に、穏やかな雰囲気のある女の子だ。肩くらいの長さの黒髪で、垂れ目で、なんとなく年上のお姉さんみたいな印象がある（同級生だけど）。俺のようなクラスカーストの低い人間にも優しい。

「ユナ、大丈夫だよ。ワタってけっこういい人だよ……？」

　とルインは言った。彼女にしては珍しく、自信のなさそうな言い方で。

「ルインはいつもそう言って、変な人とばかり付き合ってるじゃん。ほら、ネットで会った家出少年とか配信者とかバンドマンとか、十歳年上の人と付き合ってたこともあるし」

「いつもではなくない？　まともな人もいたよ」

「いつもだよ。一番ひどかったのは、男性地下アイドルの──」

　と江崎が言いかけると、ルインは慌てて、「ちょっとちょっと、その話は私も恥ずかしいと思ってるんだから、蒸し返さないでよ！」と大声で言った。

　ルインにしては珍しく、本気で動揺していた。よっぽどその「男性地下アイドル」と付き合ったことが黒歴史になっているのだろう。どんな奴やつだったかは気になるが、ルイン自身が話したがっていないように見えるので、聞くのはやめとこう。

　江崎はすっと息を吸うと、はっきりと言った。

「そんなルインが、急にオタクと付き合うって、どういう心変わりがあったの？」

　あれ？　俺、江崎に「オタク」って自己申告したっけ？

　一方的に「オタク」だとカテゴライズされているのは気になるが、事実なので黙っていると、江崎は続けた。

「ルインはこんなオタクの、どこが好きなの？　どこに惚ほれたの？　何をもって付き合う理由にしたの？」

「えー……」とルインは言葉を濁した。「いやー……」

　俺はなにか場を和ませることを言いたかったが、江崎の勢いに吞のまれるがまま無言になっていた。

　そして沈黙が訪れた。

　一同が、ルインが「俺と付き合った理由」を話し出すのを待っている時間だった。

　付き合ってくれたからには理由はあるのだろうけれども、直接その理由を聞いたことはなかったので、困っているルインには悪いが、俺自身その答えは気になった。

　やがてルインが言った。




「セクシー……」




　セクシー？

　俺がセクシー……??

「セクシーってどこが？」

　とすかさず江崎が聞いた。俺も気になった。

　淡々とルインは答えた。

「……こう見えてワタは、私の体を一時間も触ったり舐なめたりしてた」

　俺は思わず大仰に咳せき払ばらいをして、江崎と桃谷の耳を塞ぎたい気持ちになったが、そんなアニメみたいな行動は現実にはできない。

　羞恥のあまり全身の汗腺が一斉に開いた感じになって、視線を曖昧に江崎から逸そらしただけだった。

「ずっと？」

　と真剣な声で江崎は聞いた。

「ずっと」

　はっきりとルインは答えた。

　江崎は、良いいとか悪いとかではなく、

「やばっ」

　と言った。その声はピロティホールに来てから彼女が発した言葉の中で、最も「素」のリアクションに近かった。

「そして挿入は一分で終わった」

　とルインは言った。恥ずかしいから本当にやめて欲しいと思いながら、俺は顔を伏せていた。

「…………両極端すぎて心配になるけど」

　と江崎は言った。そりゃそうだろう。俺も俺が心配になるくらいだ。

　ルインは快活に答えた。

「心配しないで！　早漏は改善可能だから！　これから直していくつもり！」

「そういう心配じゃないけど……」と江崎は言った。

『直すつもり』というのは初耳だったが、彼女はそのつもりだったらしい。直すのは構わない……ていうか俺も直ったら嬉うれしいけど、人前で言わないでくれないか……。

　ふたたび沈黙が降りた。

　さすがのルインといえども、ここで無言になったらまずいと思ったのか、早口で言った。

「あ……あと、ワタってすごく話しやすいんだよね！　今までの彼氏の中でもずば抜けて！　だから、普通の相手なら言わないようなことも言っちゃうし、言っても問題ないっていう安心感があるし、あと話してて生産性みたいなのも感じられるんだよねー」

「そうなんだー」と桃谷が言った。

「そうそう。それから、ワタは私が面倒くさくならないように常に気を使ってくれるし、それでいて意外と堂々としているから、色んな面から見て丁度いいんだよねー」

「へえー」と桃谷は言った。

　それを聞いて俺は思った。

　あれ？　今のがルインの「俺と付き合った理由」じゃないのか？

　今の話を先にしてくれたら、俺の恥ずかしい性事情を江崎たちに明かすこともなかったのでは……と思ったが、たぶんルインは思いついた順番に口にしているだけなので、そんなことを考えたって仕方がないのだろう。

　すると江崎は言った。

「なるほどねー」

　セクシーだとか言われていた時よりも、ずっと安あん堵どした様子だった。そりゃそうだ。

「もちろん、まだ完璧ってわけじゃないよ」とルインは言った。「でも中身さえ合っていれば、外そと見みは自分好みに変えていけるからね。来年にはワタもブリーチされてて、耳にピアスが空いてると思う」

　なんだか怖いことを言ってるな。ルイン自身がフェイクピアスなので、耳に穴は空けなくて済むと信じよう。

　ルインは俺の腕に自分の腕を絡からめると「ねー？」と笑いかけてきた。俺がピアスを空ける言げん質ちが公然と取られそうになっているが、ここまで来て空気は壊せないので「うん」と答えた。

「つまりは、今はイケてないかもしれないけれども、これから良くしていくつもりってこと？　原石を磨いていこうってこと？」と江崎は自分なりの言葉に置き換えて言った。

「原石。いい表現だね」とルインは言った。「これからは、いい男は見つけるんじゃなくて、育てていく時代だよ。そもそも私、ワタは現時点でもけっこういいと思ってるし」

「宮澤くんは清潔感あると思うよ？」と桃谷が言った。本心かはわからないが、ちょっと嬉うれしかった。

「大体いい男なんて、探したって全然見つからないんだから」とルインは言った。

「まあねえ……」

　と江崎は言った。彼女はルインの意見に一理を認めたようだった。その意見が世間的に認められるかどうかではなくて、たくさんの人と付き合っては別れるのを繰り返しているルインが、固定の彼氏を作る時の考え方として、なくはないなと思っている感じだった。

　ふと江崎が、真まっ直すぐに俺を見つめてきた。

　さっきみたいな無遠慮な見方ではなくて、ちゃんと一人の人間としての最低限の敬意を持って見られている気はするが、それでも見られていることには変わりがないので、若干居心地が悪かった。

　やがて江崎はこう言った。

「ねえ宮澤。これからは毎日腹筋して、日サロで肌を焼いて、髪はツーブロックにしない？」

「はあ……」なんか江崎も江崎で変なことを言い始めたな……。

「駄目だよ。ワタは私が育てるんだから」ルインはそう言って俺と腕を絡からませた。「ユナの好みに合わせたら、全員が全員、細マッチョのツーブロックになっちゃう」

「全員じゃないよ」

　と江崎は言ったが、強くは否定しなかった。アスリートのような男がタイプなのは事実らしい。ちょっと照れくさそうだ。

　それから二人は、どうやって俺を育てるべきかの、侃かん々かん諤がく々がくの議論を繰り広げた（俺の意見を聞かずに）。

　議論の最後に江崎が言った。

「確かにいいかもなー。彼氏を育てるっていう発想」

「そうだよ。私を見習って、ユナもこれからは原石を探しなさい」とルインがなぜか教えを説くように言った。

　それからチャイムが鳴って、俺たちの会話は終わった。

　たぶん丸く収まった。




　帰り道で話したところ、江崎と桃谷は「なるべく人に交際を明かしたくない」というルインの意向に協力してくれるようだった。

　でもルインは有名人だから、自分たちが言わなくたって、自然と広まってしまうんじゃないかとも言っていた。

　それはそうかもしれない。俺がルインと同じ塾に入ったら、ますますバレる機会も増えるだろう。

　しかし「隠したがっている姿勢を見せることで、話題にされることを避ける」のも目的の一つなので、できるだけ隠そうと思う。
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　翌日の火曜日、俺は映像研究部の部活に向かった。

　部室の前まで歩いていくと、ふと後ろから「よっ」と声をかけられた。

　ルインだ。今日は髪をねじって巻いて、ヘアクリップで留めている。彼女はその日の気分によって時たまヘアアレンジを施している。今日の髪型もよく似合っている。

「なんでルインがここに？」と俺は聞いた。

「ワタが高一の時から入っている部活なんでしょ？　私も一回、来てみたいなと思って」

　驚きのあまり、つい声が出せなくなってしまった。それから、なんで自分はこんなにも驚いているんだろう、そこまで驚くことでもないじゃないかと思った。

「冷やかしはＮＧだった？」

　俺の態度の変化に気づいたのか、ルインは申し訳なさそうに言った。

「あーいや、ゆるい部活だから別にいいよ」俺は平静を取り戻して言った。「でも、言ってくれたら普通に案内したのに」

「帰りのＳＨＲシヨートホームルームの時に、ふとワタの部活って火・金だったよなーって思い出して、『私も部活に行かせて』ってラインを送ろうかなとも思ったんだけど……」

「けど？」

「こっそり尾行してたら面白いことをしないかなと思って、隠れて来てみた感じ」

　なるほど、いたずらっぽい発想だ。そしてルインっぽい気まぐれだ。

「俺、面白いことしてた？」と聞いた。

「別に」とルインは言った。「一人の時は、歩くのが速いんだなって思っただけ」

「オタクのあるあるを指摘するのはやめてくれ」

「で、入っていいの？」

　とルインは聞いた。俺の態度が曖昧だからか、いまいち判断しかねている様子だ。

「いいよ。てか全然いいよ」と俺は言った。大丈夫なことを強調するために『全然』のところで声を強めた。

「オッケー」とルインは言い、ドアノブに手をかけた。

　？

　なぜだかルインが部活に来たことに、必要以上に戸惑っている俺がいる。

　俺は一体、何を不安に感じているのだろう？

　──あ、そうか。

　動揺の理由に気づいた時には、既にルインは部室のドアを開け放っていた。

　部室の中は相変わらず散らかっていた。入るたびに、もしかして誰もいない間に誰かがこっそり散らかしているんじゃないかと思うくらいだった。漫画やＤＶＤや部誌や映画のパンフレットがそこら中に転がっていて、奥には横転した椅子もある。壁には映画のポスターが無数に貼られているが、どれも陽光を浴びてすっかり色いろ褪あせてしまっている。

　部屋の中央には壊れかけのソファがある。そしてその上には、

「し……親友？　そ……そして藤ふじ代しろさん？」

　と言っている、人形のように白い肌の蔦つた原はら果か南なんがいる。

　そう、部室には果南がいるのだ。

　ルインは果南を見て一瞬停止したが、ややあってなんでもない様子で、

「あっ…………どうもー、藤代ですー、奇遇だねー」

　と言った。

　ルインと果南には、浅からぬ因縁がある。

　果南は青あお崎さき先輩の彼女であり、ルインは青崎先輩の（元？）セフレである。

　二人が付き合っているにもかかわらず、ルインは青崎先輩と性的な関係を持っていた。

　ルインが青崎先輩のセフレであったことは果南には知られていない。しかし一回、ルインと青崎先輩が一緒にいる時に、果南とばったり出くわしてしまったことがある。

　より詳しく言えば、カラオケで青崎先輩が正常位とバックで一回ずつ射精して、お掃除フェラでもう一回射精した直後に、青崎先輩の彼女である果南と出くわすという、最悪の修羅場を経たことがある。もちろん果南はそこまでは知らないが。

「あっあっあっ…………あっあっ……あっあっあっ……」

　果南は壊れた機械のような声を出した。相手がルインだからとかではなく、親しくない人を前にすると、果南は必ず上がり性を発揮するのだが、実際に困ってもいるのかもしれない。

　実に気まずい状況になってしまった。

　俺はルインと恋人同士になって、彼女に青崎先輩とのセフレ関係を解消してもらったことによって、なんとなく全ての問題を解決したような気になっていたのだが……というか実際に、俺が解決できる範囲の問題は解決したと思うのだが。

　しかし、よく考えたら果南の目から見ると、『自分の彼氏である青崎先輩が、ルインと一緒にカラオケから出てきたのを見た』のが最新の情報であり、状況は何一つ変わっていないのだった。

　緊張の糸が切れていたのだ。

　それでも、事前にルインに「映像研究部に行きたい」と教えてもらっていたならば、たぶんこの程度のことには思い至っていたと思うし、その時には前もってなんらかの布石を打つこともできたと思うのだが、唐突に来られたせいで、無策で二人を会わせることになってしまった。

　しまったな。

　というか、ルインも今気づいたんじゃないか？

「どうもー」と言うまでの時間がやけに長かったし……。

　ルインは何かのスイッチを入れたかのように早口でしゃべり始めた。

「えっ、いやー！　すっごい奇遇だねー。果南ちゃん、わーすご！　果南ちゃんってさ、私と宮みや澤ざわくんが付き合ってるのって知ってる？　私は宮澤くんの彼女だからここに来ただけなんだけど、まさかそこに果南ちゃんがいるなんて思わなかったなー！」

　ぺらぺらとルインは言った。内心では動揺していると思うのだが、しゃべり方は淀よどみがなかった。

「あっあっあっ…………そ、そだね…………オナシャス…………」

　と果南は言った。ルインはまたもや捲まくし立たてるように言った。

「果南ちゃんって青崎先輩の彼女なんだよねー。私も青崎先輩と仲がいいから奇遇だねー。私と青崎先輩は本当にただの友達なんだけどねー。だって私の彼氏は宮澤くんだからねー。あははははは！」と言ってルインは俺に腕を絡からませた。

「あっあっあっ…………そうなんだね…………う、うん…………」

　と湿地植物のような暗さで果南は答えた。

　ルインは腕を組んだまま俺を見上げて、ほらね、何の問題も起きなかったでしょ、みたいな顔をしてみせた。
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　いやいや、そんな顔をされても、圧倒的なコミュ力でねじ伏せました、反論は勢いで潰しましたという感じで、どこにも巧うまさはなかったけど……。

　まあ、元はと言えば、俺とルインが付き合い始めたのは、青崎先輩とルインの間には何もないということを果南に証明するためである。

　ルインと青崎先輩の間を取り持たなくてよくなった今となってはどうでもいいことだが、初めはそうだったのだ。

　となると、俺とルインが一緒にいるところを果南に見せるのも、本来は避けるべき状況ではなく、推し進めるべき状況である。

　もしも土曜日のデートで俺とルインが付き合わなかったとしても、ルインは映像研究部に来たがったかもしれない。

　理由は「青崎先輩と自分の関係が潔白であることを証明するために、俺と付き合っている姿を果南に見せるため」だ。

　となると、今の俺たちが陥っている状況は、単に「あるべきもの」の変形というか、どういう道筋ルートを辿たどっても発生するイベントの形が変わっただけだとも言える。

　ごちゃごちゃ考えたって仕方がない。

　こうなったら普通に映像研究部の部活をやるしかない。

「じゃあ、部活を始めようか」

　そう俺が言うと、ルインはふしぎそうに聞いた。

「え？　他の人は待たなくていいの？」

「他の人って？」

「いや、普通に…………」

　ルインは怪け訝げんそうにそう言った。俺はその顔を見て、ようやく彼女が言いたいことがわかった。

「他の人なんていないよ。部員は二人だから」

「え？　二人!?」ルインは目を丸くした。

「本当は六人いる。部活の必要条件って部員が五人以上いることだから。でも俺たち以外の部員は去年から幽霊部員になってる」

「顧問は？」とルインは聞いた。

「顧問は部活が終わる十八時には部室に来る決まりになってるんだけど、俺たちが優等生的な活動をしているから、つまりは大幅に時間をオーバーしたりしないから、いつの間にか来なくなった。思い返してみると二ヶ月くらい顔を見たこともない」

「本当に二人だけ？」

「そういうことになるね」

　そう言うとルインは腕を組み、目をぱちくりさせてから、

「大変だねー」

　と言った。なんとなく言いたいことがありそうだったが、それ以上のことは言わなかった。

「どんな活動をしてるの？」とルインは聞いた。

「映画やアニメを観みるだけだよ。十年前は自分たちで映画を撮ってたらしいんだけど、今は全くしてない。まあ……あとは感想を述べ合ったりとかかな」

　こっそり部室に持ち込んだゲームをしたり、二人で黙々と漫画を読んだりする日もあるのだけど、大枠はそんな感じだった。

　そう、とルインは言った。相変わらず何かを言いたそうにしながら。

「じゃあ今日も映画を観みようよ」

　とルインは言って、ソファにいる果南の隣に自然と座った。実にさりげない距離の詰め方だったが、果南の方は青白い顔をして、ちょっと体を横に反らしたのを俺は見逃さなかった。

「そうしよう」と俺は言った。

「土曜日もワタと映画を観みたよね」とルインは言った。

「『わが友イワン・ラプシン』？」

「そうそう。あれは本当に難しかったから、今日は難解じゃない娯楽映画がいいな」

　全くもって同意見だった。難しい映画を観みて微妙な空気になっても困るし。

　しかし何を観みよう。最近は『コードギアス』を観みていたが、めちゃくちゃ中ちゆう途と半はん端ぱなところで視聴が止まっているので、ルインを付き合わせるわけにもいかない。

　俺はスマートフォンで「いつかは観みたい映画リスト」を開いた。

　このリストは果南とも共有しているので、果南もおずおずとスマホで同じリストを開いた。ルインも興味深そうに果南のスマホを眺めながら「あ、これ私は観みたやつ」とか言っていた。

　そうこうしているうちに三人で観みる映画が決まった。




　俺たちの選んだ映画は、ごく普通のハリウッド映画だった。スーパーヒーローを主人公にした、とても単純なエンターテインメント映画で、程よく面白かった。練り上げられた映画という感じもしないが、気持ちが冷めるようなシーンもなかった。コメディのセンスがあって、主人公のヒーローが企業に採用面接を受けに行くシーンで、俺たちは爆笑してしまった。

　映画を観み終おわってから、三人で話した。映画を観みている間もしゃべっていたので、映画の感想が半分、それ以外の話題が半分という感じだった。

　ルインと果南が仲良くなれるのか……というか、果南がルインと打ち解けられるかを俺は心配していたのだが、果南は一応、ルインとコミュニケーションが取れてはいた。

「映画を観みて思い出したんだけど──」

　とルインは言った。

　彼女は作品の内容から、ユーチューブに上がっている、採用面接を題材にしたお笑い芸人のコントを思い出したらしく、それを俺と果南に観みせてきた。

　面白いコントだったが、長尺で、総再生時間が三十分以上あった。

　コントを十分ほど観みたところで、十七時三十分になった。

「私、そろそろ塾なんだよね」とルインが言った。

「そうなんだ」と俺は言った。

「うん。準備するから、それ観みてていいよ」と言ってルインは、映像研究部の部室から出て行った。たぶんトイレだろう。

　こうして俺と果南は二人きりになった。

　なんだか久しぶりに二人きりになったような感覚だ。

　手元にはルインのスマートフォンがあり、そこではお笑い芸人のネタが再生されていたが、十分間も同じネタを観みているので、そんなに集中して観みるという感じではなくなっていた。

　ちらりと果南の方を見た。

　すると、果南も同じタイミングで俺の方を見ていたようで、目が合ってしまってちょっと恥ずかしかった。

　そんな気まずいムードのまま無言になりたくなかったので、俺はとりあえず話題を口にした。

「いきなりルインが部室に来て驚いたよね」

　果南はなんらかのスイッチを切るような間を空けた。たぶん、ルインと一緒にいる時の「緊張」のスイッチを切って、部室で俺といる時の自分に戻ろうとしたのだろう。

「ぷはー……、驚いたよ……」果南はそう言って大きな息を吐いた。「でもでもでも……、親友と藤代さんの仲が良さそうで良かったよ……」

「なんとかやってるよ」と俺は言った。

　そしてふたたび、無言の時間が訪れた。でも今回の沈黙は、それほど悪いものではなかった。さっきまで自宅でやっていたパーティが終わって、心地のよい寂しさと静けさが同時に訪れたかのようだった。こんな気持ちになるということは、俺はこの部室を、自宅のように気の置けない空間だと感じていたのだろう。ルインはすぐに戻ってくるだろうけれど。

　そんな静けさの中で、果南が聞いた。

「君と藤代さんは、付き合って一ヶ月くらい経たつの？」

「え？　まだそんなに経たってないよ」なんでそう思ったんだろう。

「そ……そうなの……？」果南は意外そうに言った。「でもなんとなく、安定感があるよ……。私とアオくんと全然違うな……カップルは段々似てくるって言うけれども、既にちょっぴり似てるもん……」

　果南は少し寂しそうだった。彼女は拗すねたように唇を尖とがらせていた。

　それから果南はふと顔を上げ、ゆるく握った両手を顔の下に持っていくと言った。

「こ……ここで、果南のロード画面ＴチＩツＰプＳス……。藤代さんは今までに三ヶ月以上……同じ相手と付き合っていたことがないんだよ……！　知ってた……？」

　ルインが男遊びをしているという噂うわさは有名だから、果南も知っていたのだろう。

「その噂うわさなら俺も知ってるよ」

　というか、入学前から知っていた。

　果南はふふふと意地悪そうに笑ってから言った。

「だから…………、親友も三ヶ月、もたないかもしれないね？」

「その可能性は往々にしてあり得ると思う」

　確率的に考えると認めざるを得ないことだ。もちろん、そうならないために頑張るつもりだけれども。

　俺の返答をどう思っているのかはわからないが、ともかく果南はうんうんとうなずくと言った。

「ふ……フられたら……部室にいる私に教えてよ……？　その時は私が…………親友のママになって…………君のことを全肯定・溺愛・甘やかし・ＡＳＭＲしてあげるから……」

　おずおずとした言い方だったが、全肯定からＡＳＭＲの部分だけはやけに早口だった。果南らしいオタクしゃべりだ。

　たぶん、果南なりに俺を勇気づけてくれているのだろうと俺は思った。言葉の選び方が独特なだけで、趣旨はそうなんだろう。一年以上一緒に部活をしている親友として、俺を応援してくれているのだと思う。

　だから俺は嬉うれしくなってこう答えた。

「うん、その時は──」よろしく、と言うのも変だなと思ったので、代わりに一応突っ込んでおいた。「……ＡＳＭＲなんだ」

「バイノーラルでもいいよ……？」

「バイノーラルって、結局はリアルと同じじゃないか？」

「藤代さんとエッチした……？」

「あ……うん」

　さり気なく聞かれたので何気なく答えてしまったが、それが一種の爆弾発言であることは間違いなかった。特に「親友でいよう」という契ちぎりを交わした俺たちの間では。

　その発言を聞いた果南は喫きつ驚きようし、言葉を失った。口を大きく開け、「驚いている人」を象かたどった模型になったように停止した。そのまましばらく固まっていたので、彼女の白い歯とピンク色の舌がよく見えた。やがて果南は言った。

「……やったか！」

「『やったか』って言われると『やってない』に繫つながっちゃうけど……」ネットミームとしては……。

「でも……ヤった??」

「……ヤった」と俺は認めた。

「ド……ドスケベに？」

「ドスケベかはわからない」

「イ……イチャラブに？」

「イチャラブかもわからない」

「は……孕はらませ？」

「孕はらませてはいない」

「童貞卒業……？」

「それはそうではある……」

　果南は大きく息を吐ついた。そして放心したような表情で壁のポスターにじっと目を留めていた。やがてソファの上に折り目正しく座り直すと言った。

「卒業おめでとう…………」

　そう律りち儀ぎに祝われてみると、どう返事をしていいかがわからなかった。照れくさくて俺は「あ……うん……」とだけ言った。

　そんな俺を果南はなぜだか神妙な視線で、喩たとえるならば餌をねだる子犬のような目で眺めていたが、やがてそれをやめて、ささやかな拍手をし始めた。

　手を叩たたく力が弱かったので、パチパチではなくスパッスパッのような音が鳴った。果南はそんな小さな拍手をしながら、おめでとう……おめでとう……と繰り返した。

　あれ、もしかしてこれって……？

「おめでとう……おめでとう…………」

「エヴァンゲリオンの最終話のモノマネ？」なぜ今？

「めでたいなぁ……おめでとさん……ペンギン『グワッグワッ』……」

「やっぱりエヴァンゲリオンの最終話になってる？」

　なんで急に『世界の中心でアイを叫んだけもの』になったのかはわからなかったけど、ともかく祝ってはくれているようだった。

　そして祝うのと同じくらい、彼女は動揺しているようだった。もはや錯乱と言ってもいい状態だった。

　気持ちはわかると俺は思った。

　俺もほんの一週間前まで、自分がこんな状況になっているとは思わなかった。

　もしも俺がルインに告白をされず、青崎先輩と果南の付き合いも知らず、ある日突然、果南に「処女を卒業した」と言われたら、今の果南と同じくらいに戸惑っていただろう。俺の方が錯乱して「グワッグワッ」と言っていたかもしれない。

　立場が逆になっていた可能性もあるのだ。

　果南は自分に言い聞かせるように言った。

「ふ……藤代さんって……意外といい人だよね……もっとビッチのドキュンだと思ってた……」それから果南はアニメに出てくる女の子のように自分で自分の口を両手で押さえて、「って言ったら……親友の機嫌を損ねちゃうかもだけど……」と続けた。

「まあ、俺も同じことを思っていたから、べつに機嫌は損ねないよ」

　俺もルインのことを、相手がイケメンであれば見境なく寝る、無節操なビッチだと誤解していた。だが彼女と話してみると、彼女なりに人と寝る理由があって、それが理解できなくもないものであることがわかった。

　まあ結果的にはビッチなのかもしれないが、部外者が何も知らずに白眼視できるような女の子ではないのだと思った。

「今日話すまで、藤代さんに……偏見をたくさん抱いていた……」と果南は言った。「でも意外とちゃんとした人で……いい人なのかもしれない……」

「うん、安心して。ルインは果南が心配しなくてもいいような、大丈夫な奴やつだよ」と俺は果南を安心させるために言った。

「そうだね……藤代さんはいい人…………」

　と果南が言ったその時だった。

　ふとお笑い芸人のコントが再生され続けていたルインのスマートフォンから、ぴろんという着信音が鳴って、画面の上部にラインの通知が表示された。




『青崎沓とう

　バイトのシフト出たよー。七月一日の夜は空いてる？』




　俺と果南はしばらく、その通知を眺めていた。

　通知は数秒だけ表示されて、すぐに消えた。

　だが記憶の中に、そのメッセージの文面は鮮やかに残っていた。

　ユーチューブの再生中で画面が横向きになっていたこと……つまりは通知の面積・文字数が大きい状態で表示されたことも、記憶の鮮明さに拍車をかけていた。

　数秒経たっても、メッセージの内容ははっきりと思い出せた。俺が思い出せるということは果南もそうだろう。

「……今のアオくんじゃなかった？」

　と果南は怪け訝げんそうな声で言った。

　俺は「そうだった？」ととぼけてみせた。

　なんらかの成算があってとぼけたわけじゃなかった。ただ直感的に、なにかヤバいことが起きているような気がして、否定した方がいいような気がしたのだ。

「アオくんだったよ。親友も見たでしょ？」

　果南はすこし語気を荒げて言った。

「そうかもね」と俺は認めた。それから「まあ、ルインと青崎先輩は友達らしいから、ラインが来てもおかしいことではないんじゃない？」と続けた。

　そうかなあ……と果南は首を傾かしげた。

　やがてもう一通ラインが来た。




『青崎沓

　今度会う時は藤ふじ沢さわにしない？　そこなら果南と会うことはないから笑　前会った時はホントひやっとしたー笑』




「…………」

　果南はラインの文面を見ながら口をつぐみ、しばらく考えを巡らせていた。

　まずい、と俺は思った。

　どうまずいかは即座に言語化できなかったが、ともかく激しくまずいような気がした。

　果南はじっと黙りながら、おそらく、あの時のことを思い出していた。

　たぶん、カラオケから出てきたルインと青崎に、ばったり会ってしまった時のことを思い出していた。

　俺は果南が黙っている間に、この場を上う手まくごまかせるアイディアがないかと必死に考えていた。

　だが何も思いつかなかった。『頭が真っ白になる』とはこのことだろうか。パニックになっていて、冷静にものが考えられない。

　やがて果南は言った。

「浮うわ気きだ」

　果南にしてはきっぱりとした口調だった。

　ふたたび青崎からのメッセージが来た。




『青崎沓

　ルインって中華好きだよね。藤沢にあるこの店、美お味いしい餃ぎよ子うざがあるってテレビで紹介されてたんだ。今からだと予約取れるかも。http://＊＊＊/＊＊＊──』




　果南はしっかりとそのメッセージを見た。そして一言一句を記憶するような間を空けてから俺に言った。

「アオくんは藤代さんと浮うわ気きをしているんだよ、親友！」

「…………」俺は何も答えられなかった。

「ほら前にも言ったでしょ！　二人が一緒にいるところに遭ったことがあるって！」

　俺は果南の目を見られなかった。ただ、

「……本当に浮うわ気きをしているのかな？」

　と彼女の言葉を否定してみた。

　口にしてから直すぐにわかった。これは単なる失言だ。疑念という名の着火剤だ。

「今、目にしているのがその証拠だよ！」果南の語気はますます荒くなった。「現実を受け入れるんだ、親友！　君は浮うわ気きをされていたんだよ!!」

　果南は自分が浮うわ気きをされていたことよりも、俺がルインに浮うわ気きをされていたことを、取り立てて主張した。

　だからこそ俺は何も言えなくなった。

　やがてふたたび青崎からラインが来た。




『青崎沓

　ここは麻マー婆ボー豆どう腐ふが美お味いしいらしい。http://＊＊＊/＊＊＊──』




　二人してそのメッセージを凝視した。

　もはや青崎とルインが浮うわ気きをしていることは、議論の余地もない決定的なものとなっていた。そう解釈しないと筋の通らないメッセージを、スマートフォンは継続的に受信し続けていた。

　果南は頰を膨らませて、俺からの言葉を待っていた。でも俺は何も言えなかったから、二人とも無言になった。とても居心地の悪い沈黙だった。

　やがて、もう一通のメッセージが来た。




『青崎沓

　この店の中華丼は、カレーみたいな見た目で面白い笑　http://＊＊＊/＊＊＊──』




　その通知を眺めながら、果南は拳を強く握って、歯ぎしりをした。

「私、藤代さんが戻ってきたら、問い詰めてやる」

「待って、大丈夫だよ」

　と俺は言った。自分で口にしておきながら、なにが大丈夫なのかはわからなかった。

　だから果南は俺に、

「なにが大丈夫なの？」

　とすかさず聞いた。果南はそれから、

「君は浮うわ気きをされているんだよ？　だから事実をはっきりさせて、場合によっては怒らないといけないんだよ？」

　と嚙かんで含ふくめるように続けた。

　考えろ、俺。

　果南にどう説明すればいいんだろう？

　俺は浮うわ気きをされていない。ルインと青崎先輩のセフレ関係は終わっているはずだ。すくなくともルインは、土曜日にはもう青崎先輩とは会わないと言っていた。だからこのラインは、そんなルインの心変わりを知らない青崎先輩が、今までと同じノリでメッセージを送ってきただけだと思う。ルインが俺の想像以上に腹黒くなければそのはずだ。だからメッセージが来ること自体はおかしくない。

　しかし果南の立場に立って考えればどうだろう？

　青崎先輩は彼女の彼氏だ。青崎先輩がルインのセックスフレンドだったのは、紛まがうことなき浮うわ気きであり、否定しようもない背信行為だ。

　俺はそれを知っていながらにして彼女に言わなかった。もちろん悪気があったわけではなくて、伝えるとすれば、慎重に言葉を選んでから伝えようと思っていただけだ。

　でも見ようによっては、言わなかったということ自体が、彼女に不実を働いたという見え方にもなるのかもしれない。果南への伝え方を誤ると、そういった誤解を与えかねない。

　駄目だ。

　どう伝えればいいかわからない。

「親友！」と果南は言った。

　タイムアップだと俺は思った。

　もうこれ以上、考える時間はない。

「その…………」回答を急せかされた俺は、つい最悪な言葉選びをしてしまった。「……それはもう、大丈夫な奴だよ」

　一瞬、奇妙な沈黙が差し込まれた。世界がゆらめき、その後景にある虚無が浮かび上がるかのような沈黙だった。

　その間に果南のきらきらとした瞳は、一気に色を失った。まるで墨汁をぶちまけたかのようだった。その黒一色の瞳で彼女は俺をじっと見つめてきた。さっきまでのような連帯感や友情はその瞳からは感じられなかった。その目は猜さい疑ぎ心しんと疑心暗鬼によって黒く塗りつぶされていた。口元が笑うような形になったが、本当に笑い出そうとしているわけではなく、苦笑をしようとしたか、あるいは思ってもない状況に直面すると人は理不尽な反応をしがちで、たまたま口がそういう形になっただけかもしれない。

　俺は「大丈夫な奴やつだよ」と言っただけだった。

　だがこの言い方は、失言だったかもしれない。なにか彼女に疑念を抱かせるようなものを、言外に含んでいたかもしれない。

　果南は「はは」と乾いた笑い声を上げた。

　彼女は小さな声で、はっきりと俺に尋ねた。

「それはもう大丈夫な奴……って何？」

　俺は貝のように口を閉ざした。万力のようなもので唇を固定されているかのように、口元がぴくりとも動かなかった。

　急に黙り込んだ俺は、ますます不審に見えたと思う。

　だが何一つ言葉を発せないのだから、どうしようもなかった。

「ねえ……、大丈夫な奴って何……？」

　と果南は再度繰り返した。

　その時だった。

　ふと部室のドアの向こうに気配を感じた。

　ルインが戻ってきたのだ。

　俺は急いで、果南の手元にあったスマートフォンをひったくった。まだお笑い芸人のコントが再生され続けていたので、それは停止しないように気をつけた。

　ルインがドアを開けて、部室に戻ってきた。

　俺はすぐに彼女にスマートフォンを手渡した。

「ルイン、これ」

「ありがと」と、ルインは自然にスマートフォンを受け取った。彼女は俺たちの胸中が穏やかでないことに、全く気づいてないように見えた。

「あのー……途中からは、全然画面を見てなかったよ。そのコント、飽きちゃって」

　と俺は言った。やや不自然な言い方になってしまったかもしれないが、俺たちがラインを見ていないことを、彼女に伝えるための言葉を口にしたかったのだ。そういう言葉として機能しているかはわからないが、口にしたからには最後まで言った。

　ルインは俺の不自然さには気づいていないようで、白い歯を見せて笑うと、

「あはは、私もこれ最後まで観みたことないよ。てか観みてる人いるのかな」

　と言った。

　塾の時間が差し迫っているのかもしれない。授業の定刻があるのだろう。ルインは慌てた様子で荷物を取りまとめると、部室の扉のところに行った。

　そしてトイレに行く前と変わらない、親しみに溢あふれた表情で俺たちに笑いかけると言った。

「またねー」

「うん、またね」と俺は言った。

「果南ちゃんもまたねー」とルインは言った。

「…………」果南は無表情のまま黙っていた。

「果南ちゃんは、これからも私と仲良くしてくれるよね？」

　俺はつい、素早く果南の方に目を向けてしまった。彼女がルインにどんな反応を示すかが、気になったのだ。さっきまでの果南の態度を見るに、場合によってはいきなりルインを問いただしたり、怒り出したり、攻撃的な態度を取ったりするんじゃないかと思ったのだ。

　だが、果南はいたって冷静だった。

　というか冷静すぎた。普段の果南ならばコミュ障を発揮して「あっあっ」のような間投詞を口にしそうなところなのに。

　彼女は落ち着いた様子で、親しい友達を見るような目つきでルインを見ると、やけに明瞭にこう言った。




「うん、藤代さん。またね」




　それは果南が、ルインに初めて向けた「自然な笑み」だった。

　作り笑いであることは状況的に明らかだった。だが表情だけを見るとそうは思えなかった。心から浮かべられた、あるがままの笑みにしか見えなかった。

　果南にこんな演技ができるとは思わなかった。もしかすると果南自身、できると思っていなかったかもしれない。

　果南は百パーセントの作り笑いで、にこやかにルインを見送った。





＊






　ルインが去った後、俺はルインと付き合い始めてから今までに起きたことを、時系列に沿って果南に話すことにした。

　果南に「全部話して」と言われたし、そうしない限りは果南の疑惑は晴れないと思ったからだ。

　くわえて俺は、果南にはなるべく誠実でありたかった。彼女は俺にとって大切な親友だったからだ。そして親友に対しては、全てを包み隠さずに言うべきだと思った。

　だが──そんな俺の考えは、たぶん間違っていたのだと思う。

　どんな関係の二人であれ、言うべきことと言わないべきことが存在していて、それが整理できていないうちは、特に「言わないべきこと」を思わず口にしてしまいそうな状況においては、慎重に言葉を選ぶべきだったのだと思う。

　自分が正直であれば、事態はいい方向に進むはずだというのは、浅はかな思い込みであり、思考停止だ。

　後から考えると、その日の俺には失策が多かった。果南に事情を打ち明けてしまったのも、過あやまちの一つだった。そんなことをするくらいなら、無言で部室から逃げ去ってしまったり、ルインと果南を素知らぬ顔で衝突させてしまった方がまだマシだった。

　ともかく俺は話し始めた。俺と果南は部室のソファに並んで座っていた。

　先週の木曜日、俺はルインと青崎先輩が駅前でディープキスをしているところを偶然見かけた。ルインの方は俺が見ていたことに気づかなかった。

　その翌日の金曜日、俺は出し抜けにルインに告白された。前日の件があったので、俺はルインの告白を信じず、その理由を問いただした。

　するとルインは俺に告白した本当の理由を教えてくれた。どうやらルインと青崎先輩が二人でいるところを、青崎先輩の本命の彼女に目撃されたらしい。

　ルインと青崎先輩はセックスフレンドだった。その関係を本命の彼女に隠すために、俺と付き合っているところを、青崎先輩の彼女に見せたいのだとルインは言った。

　俺は色々と考えた末に、それを承諾した。この時には、青崎先輩の本命の彼女が果南であることは知らなかった。

　だがその日の部活で、俺は青崎先輩の本命の彼女が果南であることを知った。

　青崎先輩とルインの関係のことや、俺とルインの関係のことなどの、様々な秘密を打ち明けてしまおうかと少し考えたが、とりあえずその場では黙っておくことにした。

　土曜日になり、俺とルインはデートをした。そして本気で付き合うことにした。それに従って、ルインも青崎先輩のセフレをやめることを決意した。

　だがセフレをやめることを青崎先輩には伝えていなかったのだろう。先ほど、青崎先輩からルインに連絡が来た。

　そして今に至る。

　全てを聞き終えた果南は言った。

「気持ち悪っ……」

　俺はつい「え」と言ってしまった。果南は俺の話に対して、時々うなずきながら、静かに耳を傾けてくれていたからだ。だから俺は果南が拒否感を示していたら、きっと言わなかったであろう話の細部すらも彼女に語っていた。ところが今の話は、彼女にはっきりと不快感を与えたという。

「気持ち悪いよ……うん、すっごく気持ちが悪いよ……。あはは……どうしてこんなにも気持ちが悪いんだろう……あはははは……親友、私はゲロを吐きそうだ…………」

　果南は苦笑を浮かべながら言った。よく見ると涙の予兆のようなものが彼女の眼まなじりに付いていた。元より彼女の肌は白すぎるくらいなのだが、今の彼女の肌は鬼火のように青白くなっていた。彼女はいつにも増して顔色が悪かった。

　果南は引きつった表情で俺に言った。

「いやあ……色々と言いたいことがあるよ……、強く言いたいことから、小さく指摘したいことまであるよ……、で、で、で……その一つにこういうものがあるよ…………ねーねー親友……君は君は君は…………君は君は君はさ…………どうしてそんなにもひどいことをあけすけに私に伝えられるんだい……??」

　そう言いながら果南は瑪め瑙のうのように暗い目玉で俺を見つめてきた。

　果南は身を乗り出して、俺の体に乗りかかってきた。彼女の黒髪が俺の胸元にかかり、場違いなくらいにまったりとした、バニラのシャンプーの匂いがした。俺たちの体は半分重なっていて、脚と脚は完全に接触していた。

「うん……、私が言えって言ったんだね……。そだね…………うん……、あっ…………そうだ。私が言えって言ったんだ…………」果南は俺が何も言っていないにもかかわらず、ひとりでに納得していた。「驚いたよ…………私は私は私は…………アオくんが誰かと浮うわ気きしているなんて、そんなの当たり前じゃないかと思ってたんだ……。彼のようなイケメンが、私と手も繫つなげないような交際をして……そんな……そんなの……それだけのことで満足できるはずがないと思っていたんだ……」

　果南は上体を大きく前に折り、俯うつむいた。それと共にソファがぎしりという音を立てた。果南の長い黒髪が彼女の表情をすだれのように隠していた。

「あのさ……そのさ……えっとさ……あのね、私は私はね、本当のところアオくんのことが別に全然好きじゃないんだよ…………。ぶっちゃけて言うとね…………。彼とは全く話が合わないし、ドキュンだし、頭も悪いし、何を考えてるかわかんないし……、なのに……なのに、なのに…………なんでだろう…………」

　果南は拳をぎゅっと握って、背中をますます丸めて、小さな動物が唸うなるように言った。

「悲しいよ……、悲しい悲しい悲しいよぉ……」果南は声を荒らげた。「バカにすんなよ……。返せよ……デートとかした時間……!!　ふざけんなよ……隠れて藤代さんと会うくらいなら、最初から私に優しくしなかったらいいだろ……！」

　果南の声はくぐもっていた。まるで密室で声を発しているかのようだった。背中を丸めたことで気管が圧迫されて、そんな声になったのだと思う。聞いていて胸が詰まるような声だった。

　俺はどんな無茶な理屈をこねてでも、青崎先輩とルインのセフレの関係は否定した方が良かったのかもしれないと思った。

　例えば、青崎先輩がルインに粉をかけているだけで、肉体関係はないとか……見え透いた噓うそだし、カラオケの一件がある以上、苦しい言い逃れだけれども、また仮にそれが事実だとしても果南は嫌だろうけれども、そういった次善策的な噓うそをつくことも俺にはできたのだ。

　青崎先輩が下げ衆すな人間であることは事実だから、本人からも女遊びを繰り返していることは聞いていたから、くわえて果南が青崎先輩を、あまり強くは好きではない素振りを見せていたから、何も気にせずにしゃべってしまったけれども、青崎先輩との交際のことは、考えるまでもなく果南にとってデリケートな部分だったのだ。

　俺はどちらかと言うと、「俺は二人がセフレであることを知っていたけど、べつに悪意があって果南に言わなかったわけじゃない」というような、自分の身の潔白を主張するような話し方をしてしまっていた。

　でもそうじゃなかったんだ。

　なるべく果南を傷つけないように話すべきだったんだ。

　なんでそんな簡単なことがわからなかったんだろう。

「好きじゃないのにぃ…………」と果南は涙の混じった声で言った。「好きじゃない相手に、順当に好かれていないことがわかっただけで、なんでこんなにも切なくて寂しいんだよぉ……バカ……バカドキュン……」

　好きじゃない──それは事実なのだと思う。果南自身「好きなはず」としか言わなかったし、青崎先輩と話した感想としても、彼は果南に好きになってもらえるような付き合い方はしていないように思えた。二人はひどく段取りの悪い付き合い方をしていた。

　でも好きとか好きじゃないとかということとは関係なく、裏切られた悲しみは発生するのだと俺は思った。信じていた相手が自分に噓うそをついていたということが、それ自体が身を切るような痛みになるのだと俺は知った。

　果南は、ははは、と乾いた笑い声を上げた。それから彼女は目元を拭って、顔を上げて俺に言った。

「あのさ…………恥ずかしいこと言っちゃうね……もう何も隠すことはないよね……言うね言うね言っちゃうね…………」彼女の顔は真っ赤になっていた。焦点の合わない目で俺を見つめながら言った。「人付き合いの少ない私にとって……人生で関わりを持った異性って、本当にたった二人だけなんだ……。君と……一応……青崎先輩の二人だけだったんだ……」

　その言葉を聞いて、俺はふと、初めて青崎先輩と会った時のことを思い出した。

　初めて彼を見た時、吞のみ込こめない思いが胸に溢あふれて、息が詰まった。

　俺の人生の中で、数少ない関わりを持った異性が、ルインと果南だった。

　そしてその二人に青崎は──当時の俺の見え方として──労せずに手を付けていた。彼の周りには他にも色んな女性がいるはずなのに、まるでデザートを味わうかのように二人と関わりを持っているように見えた。そのことが俺に激しい劣等感を味わわせた。

　ああ、そうか。

　あの時の青崎沓が、今の果南にとっての──。

「藤代瑠る音いん…………」

　と果南は呟つぶやいた。

　その単語だけで、彼女がなにを言いたいかがわかった気がした。これは果南の気持ちがわかるという思い上がりではなくて……なんというか、同じ境遇になったことのある人間として、彼女の親友として、宿命的にわかってしまうのだ。果南についてもわからないことが多いのだとその日の俺は痛感したけれども、その感情だけは不必要なくらいにはっきりと共感できた。

　果南は声を震わせながら言った。

「私はさ……私っていうかさ……友達の少ない、私のような人間は皆さ……、絶対にありえないけど……そんなことはないんだけど……もしも大切な人ができたなら、もしもできたなら、陽キャとかリア充とかよりも、絶対に私の方が大切にするのになって、本当にめちゃくちゃ大事にするのになって……、……もちろんそんなことは、現実にはなくて、そりゃあ陽キャとかリア充の方が、交友関係が広い分、ちゃんと友達を大切にする方法を、しっかりと知ってるに決まってて……私なんかは負けてる、絶対に負けてる、ボロ負けしてる、そんなことはわかってるのに……でも……でもさ…………」

　そこで果南は一度言葉を区切った。それから大きな息を吐いて自嘲的に笑った。

「私の大切なもの……、全部、藤代瑠音に取られちゃったんだ……、あはは……、そっか…………、そっかぁ…………」

　それから果南は、そっか、そっか、と繰り返していた。まるで自分にその事実を認めさせようとするかのように。事実をなんとか受け入れさせようとするかのように。

　やがて果南は黙り込んだ。だが隣に座っている俺は、彼女のぎらぎらとした体温の上昇を感じていた。くわえて彼女の体はわずかに顫ふるえ続つづけていた。彼女の頭の中には、今も色んな想念がぐるぐると巡っているのだろう。そう確信できる無言だった。ふたたび果南は口を開いた。

「私は……、やっぱり今の話を……、聞きたくなかったかもな。うん……私は……私はさ……全然、筋道立ってないことを言うけれど……君をそんな当て馬のような形で、藤代さんに使われて欲しくなかったな……。君のことが本当に好きで、藤代さんは君と付き合い始めたんだって……そういう普通のことが事実であって欲しかったな……」
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　果南は自分で自分の体を抱いて、中空のなんでもない一点を見つめながら、独り言のように呟つぶやいた。

「ああ……なんだろう……。これが『憎しみ』なんだな……。私……もう、今となってはアオくんのことはどうでもいいや……、君と藤代さんの関係についても……うん……君が納得しているのならば、別にいいんだと思う……。……でも、そういった理屈じゃない部分で、藤代さんになんらかの罰が降りかかればいいと思ってる……。そっかそっかそっか……これが『憎しみ』なんだね……」

　果南はそう言って立ち上がった。俺は何も言えずに彼女を見つめていた。

　果南は家に帰ることに決めたようだった。時間的にも、それから流れとしても、帰宅することは自然なことだったのかもしれないが、会話の途中だと思っていた俺は面めん食くらった。

　俺は中腰の姿勢のまま、何も言えずに、彼女が自分の荷物を片付けるところを眺めていた。

　スクールバッグを手にすると、果南はもう一度俺を見て、こう言った。

「なんで藤代さんみたいな人に、君が……」

　走るような足取りで果南は部室を出て行った。俺はたった独りで取り残された。
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　その夜、青崎から何度も着信があったが、俺は怖くて通話を取れなかった。

　そのうち彼から一通のメッセージが来た。そこには果南に突然別れを告げられたこと、しかし理由は説明されなかったこと、果南に恐らくラインをブロックされていて、連絡が取れないことが綴つづられていた。俺は薄目でそのメッセージを眺めて、返信はしなかった。

　しばらくしてから思い直して、『僕にも考えたいことがあるので、一人にして下さい』とだけ送った。自分で自分の文章を読み返して、素っ気ない文章に思えてきたので、『青崎先輩がどうとかいう理由ではないです』と付け足した。実際は青崎が深く関わっているのだが、果南にフられた彼を、これ以上追い詰めることもないと思ったのだ。

　そして、悪いとは思ったがラインをブロックした。少なくとも今は、彼からの連絡を目にしたくなかった。

　俺は自室のベッドに寝転がりながら、青崎から果南へのプレゼントを相談された時のことを思い出していた。

　俺は彼に、果南が最近ハマっているアニメを教えた。

　それから果南が推しているキャラクターを教えた。すると青崎は「このキャラクター、露出度が高すぎないか？　あとロリすぎないか？　なんで女の子がこんなの好きなんだ？」というような根本的な疑問を口にした。俺はそれに対して、改めて聞かれると上う手まい説明は思いつきませんが、女の子もこういうキャラクターを好きになったりするんです。僕が思うにオタクっていうのは、男に近いけれども完全に男ではない第三の性別みたいなものなんです。果南の中にはそれが共存しているんです……みたいな話をした。青崎はいまいち納得できていない様子だったが、理解するように努めると言ってくれた。そしてそのキャラクターのマグカップを、試しに記念日のプレゼントに一つ加えてみると言ってくれた。メインのプレゼントは高級なチョコレートにするようだったが。

　それを渡すことは、二人の関係の中で、もしかすると一つの進歩になったかもしれない。

　だがそんなことを考えても仕方がない。そのプレゼントはもう不要になってしまったのだから。

　考えてみれば青崎のような女性経験の豊富な男が、なぜ果南に対してだけ、あれほどに不器用になったのだろう。

　直感的に思う。

　たぶん青崎が果南を理解するためには、面白い友達との楽しい毎日を、女の子に対して芝居と作戦を行うことを、そういった彼が生きてきた人生の道のりを、一部にしろ否定する必要があったのだろう。そしてそれを彼が無意識的に避けていたからこそ、いつまで経たっても果南に近づけなかったのだろう。

　要領のいい人間であれば、生き方を変えないままに、果南と心から通じ合うこともできたのだと思う。でも彼は良くも悪くも薄っぺらな人間だった。だから一つの考え方しかできなかった。そして一つしか生き方を選べない状態では、彼が彼らしく生きることと、果南を知ることは両立できなかった。

　放っておいたとして、彼は永遠に果南の内面には近づけなかったかもしれない。しかし、だからといってなんだというのだろう？　彼の恋心が浅はかで、決して成じよう就じゆしない類たぐいのものだったとしても、それが軽視されていいという理由にはならない。誰かに一ひと目め惚ぼれをしてもいいのと同じくらいに、性格の違う幼おさな馴な染じみをいきなり好きになってもいいはずだ。だいたい俺自身、ルインのことを何も知らないにもかかわらず、彼女のことがずっと好きだったじゃないか。三ヶ月経たっても全く心を通わせられない不器用な恋だったとしても、不器用だからという理由で、誰かに強制的に解消させられていいものではないのだ。

　青崎が果南にフられたのは、身から出た錆さびだ。

　誰にも擁護できない、彼自身のはっきりとした落ち度によって、二人は破局したのだ。彼は浮うわ気きをして、そのことによって、果南ははっきりと傷ついた。彼は果南を残酷に傷つけたし、それ自体は許されざることだと思う。青崎は腹を立てられたって文句の言えないことを、事実としてやっている。

　だがそれはそれとして、俺はこうも思っている。

　青崎と果南が別れたのは、それでも部分的には俺のせいなのだ。

　俺は二人を破局させた張本人の一人なのだ。
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　果南に何通かメッセージを送ったが、既読はつかなかった。たぶん青崎と同じように、俺もブロックされているのだと思う。

　翌日の水曜日。

　休み時間を使って、俺は何度か果南のクラスへ様子を窺うかがいに行った。

　すると果南は大体寝たふりをしていて、そのそばでは毎回陽キャがくっちゃべっていた。なんだか陰陽図のようにきれいに明暗が分かれていた。陽キャの包囲網をすり抜けて彼女に話しかけるのは、かなり不自然になりそうだった。

　一時限目と二時限目の間も、二時限目と三時限目の間も、三時限目と四時限目の間もそうだった。

　ずっと様子を窺うかがっていても仕方がないので、昼休みは仮に同じ状況でも話しかけようと思って教室を出たところで、弁当を片手にどこかへ行く途中の果南とばったり遭遇した。

「果南！」

　俺が声をかけると、果南は目を白黒させて慌てて逃げていった。まるで巣から出てきた小動物が、不意の刺激に驚いて逃げ出すみたいだった。俺は急いで彼女を追った。

　果南の走り方は独特だった。女の子走りに近いのだが、腕の振り方がなんとなく変なのだ。小さなアヒルのようにパタパタと腕を振るのだ。

　そして足が速かった。足が速いというか、単純に全力なのかもしれない。高校生にもなると外聞が気になって全力を出すのは躊躇ためらうものだが、果南は普通に出していた。

　だから俺も全速力で彼女を追いかける羽目になった。脚を上げるとポケットの中のスマートフォンが落ちそうになるので、手で押さえながら走った。

　果南は校舎の階段を下りて昇降口を出て、校庭を通って校舎裏へ走っていった。俺もその後ろを走っていった。

　果南！　とふたたび声をかけたが彼女は振り返らなかった。

　だが彼女は校舎裏の、エアコンの室外機の並ぶ辺りでいきなり転んだ。それは本当に見事な転び方で、彼女はコンクリートの上で一回転くらいした。俺は慌てて、地面に倒れた果南の元に駆け寄った。

「痛いててて……」

　と果南は言った。それからぜえぜえと荒い息をついた。彼女は全身を震わせて、ものすごい勢いで喘あえいでいた。彼女の吐いた息が形となって、目で見えたっておかしくないと思うくらいの激しさだった。どうやら本当に全力疾走をしていたらしい。

　そして俺たちは六月の陽光を全身で浴びていた。彼女を追いかけていた時には気づかなかったし、忘れていたが、今日は八月さながらの猛暑日だった。疲ひ労ろう困こん憊ぱいとなった俺たちに、灼しやく熱ねつの日差しが容赦なく降り注いでいた。強い日差しによって、俺と果南の影はどちらも非現実的なくらい黒く染め上げられていた。

　俺と果南の視線が空中で交差した。果南は直すぐに目を逸そらしたが、俺は言った。

「保健室に行こう、果南」目に見えるところに傷はなかったが、今のような転び方をして怪け我がをしてないはずがないと俺は思った。たぶん体の陰や、長いスカートの丈に傷が隠れてしまっているのだろう。「果南が嫌だったら俺はついていかないから、ともかく保健室には行った方がいいと思う」

「君に言われたから行くわけではないけど、行くよ……」と果南は言った。そしてよろよろと立ち上がった。「しかし一体、君はどうして私を追いかけてきたんだろう……？」

「果南と話したかったから」

「何を話したいんだろう……？」

「謝りたかったから」

「何を謝りたいんだろう……？」

「無神経だったこと……」俺は昨晩、家に帰ってから反省したことを彼女に伝えた。「果南の気持ちを考えずに、一方的に事情を伝えたこと……」

　果南は俺の方をちらりと見て、なにかを言いかけた。

　しかし結局はなにも言わなかった。

　果南は落ちた弁当箱を拾って、保健室に向かって歩き出した。右足を引きずるように歩いているので、やはり怪け我がをしたのだと思う。その一メートルほど後ろを俺は同じくらいの速度で歩いていった。それ以上はなんとなく気後れがして近づけなかった。灼しやく熱ねつの太陽がアスファルトをぴかぴかのガラスのように照らしていて、白い熱気が無遠慮に俺たちを温めていた。

　保健室に近い学校の裏口の近くで、彼女はようやく口を利きいてくれた。

「悪いとは思ってるんだね……？」

「……うん」

「許して欲しいと思ってる……？」

　なんだか変な質問だと思いながら、俺は「うん」と答えた。

「じゃあさ、じゃあさ……君が君が君が……、そんなにも私にしたことを許して欲しいと思っているのなら……、一つだけ私の願い事を聞いてくれるかな？　それを聞いてくれたら……、私は今回の件に関して、全面的に親友のことを許してあげる…………」

　俺はその言葉を聞いて嬉うれしくなった。

「聞くよ」

　と俺は答えた。自分でも素直すぎると思うほどの声が出た。俺は一刻も早く、果南との仲を元に戻したかったのだ。そしてそのためなら、どんな願い事でも聞けると思った。

　だが後で考えてみると、この時の俺はやはり思慮が浅かったのだと思う。

　もうどうしたって、果南と俺の仲を元に戻すことは不可能だったのだ。既に不可逆の変化が起きてしまっていたのだ。もしもそのことを把握していれば、この時の自分の判断は変わらなかったとしても、後々の行動は、もうすこしマシな方向に変わっていたかもしれない。

　果南の態度が軟化したことに、無邪気に喜んでいる俺に果南は言った。

「デートに行こうよ……」
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　土曜日に俺たちはデートに行くことにした。

　朝十時に、人通りの多い主要駅の前で俺たちは待ち合わせをした。

　俺は果か南なんよりも先に着いた。彼女を待っている間、目の前を家族連れや、仲の良さそうなおばさん連中や、はしゃいだ笑みを浮かべている若いカップルなど、様々な人たちが通り過ぎていった。

　昨日雨が降ったお陰なのか、六月だが今日は程よく涼しかった。空は抜けるように青くて、薄い綿雲がその全体を覆っていた。

　果南を待っている間は、正直なところ緊張した。

　ルインとの初デートの時も緊張していたが、あの時とは緊張の種類が違う。果南が俺を許してくれるのかも気になったし、友達だったはずの果南と「デート」をするって……それって俺たちが「異性」になるということなんだろうか？　といったことも考えてしまった。

　ほんの数日前まで、俺が果南を異性として見るなんてあり得ないことだと思っていた。だが、それは単に想像力が欠如していただけだと今となっては思う。きっと女友達の中には、はっきりと異性にならない人と、入るかどうかが曖昧な人がいて、果南は実は後者だったのに、俺は無分別に彼女を前者に入れてしまっていたのだ。今となっては果南が異性になることは、曇り空が雨を降らすことくらいにあり得ることに思える。

　そんなふうに考えが変わったのは、きっとルインと付き合ったからだろう。異性という存在が以前よりもリアルになったのだ。それは手の届かない遠くにあるものではなくて、日常の中に当たり前に存在するものだ。

　とはいえ、果南は異性にならないだろうと思っている。なぜなら俺は、ルインと付き合っているからだ。恋人がいるのに他の女の子を異性として扱うのは、恋人に対する裏切り行為になる。俺は青あお崎さきやルインとは違う。

　もちろん果南の考えもある。「デートに行こうよ」という言葉を使った以上、彼女は俺のことを異性として見ているようにも思えるのだが、果南のしゃべり方は独特だから、深い考えもなく「デート」と口にした可能性もある。というか果南が考えていることが、最近の俺はよくわからなくなっている。ならいっそ、何も考えない方がいい気がする。果南の考えならわかるだろうという傲慢さが、彼女に青崎の浮うわ気きを伝えるという、先日の失敗に繫つながったような気もするからだ。

　そんなことを考えているうちに果南がやってきた。

　俺は衝撃を受けた。

　果南の見た目が予想よりもずっと可か愛わいかったからだ。普通に美少女と言ってもいい見た目だったからだ。

　彼女の髪はスタイリングされて小こ綺ぎ麗れいに整っていた。当然ながら寝癖なんてないし、キューティクルのあるくせ毛は、陽光の中できらきらと輝いていた。ナチュラルメイクをしているのか、いつもよりも血色が良く見えて、目の存在感が際きわ立だっていた。そしてふしぎの国のアリスが着るようなワンピースを着ていた、ロリータとまでは行かないが、甘い印象のある服だ。丈は膝上くらいまであって、フリルの付いたニーソックスを穿はいていて、肩からはミニバッグを提げていた。

　こういうファッション、好きなんだよな、と俺は思ってしまう。オタクの琴線に触れるというか。

　俺がそう思うのだから、同じオタクである果南がこういう服を選ぶのは意外ではないのかもしれないが、こんなにも上う手まく着こなせるとは思わなかった。

　おはよ、と言ったきり、挙動不審になってしまっている俺に果南は言った。

「……どうせＴシャツにジーンズみたいなファッションで来ると思ってたんだろ……」

　いやいや、と俺は否定したが、三十パーセントくらいその可能性はあると考えていたのも事実だった。

「親友のために『童貞を殺す服』で来てあげたぜ！」

　果南はそう言って、ランウェイの先っぽに立つモデルのように、腰に手を当てるポーズをした。そのポーズは可か愛わいさよりも挙動不審さの方が勝っていて、そこはいつもの果南なんだなと思ってちょっと安心した。

「……って、君はもう童貞じゃないんだった……」

　果南はしょんぼりと言った。ルインの話になると具合が悪い気がしたのと、単に気になったのもあって、俺は果南に尋ねた。

「果南って意外とファッション好きなの？」

「私はそんなに……」と果南は言った。「でもでも、お父さんとデートに行くと、よく服を買ってもらえるんだ……。私が着ないとか、着る機会がないとか言っても、お父さんは私に試着させて自分が気に入ったらすぐ買っちゃうんだ……。だから私の家には、まだ袖を通していないワンピースが何着かあったりする……」

　お父さんと一緒に出かけることを『デート』と呼んでいるのかと俺は思ったが、話の腰を折りそうな気がしたので、そこを指摘するのはやめた。

「いいお父さんじゃないか」

「ううん……ただのロリコン……。ただのメスガキ甘やかし人生終了ザコザコおじさんなんだよ……」

「実の父親になんてことを言うんだ」俺は割と真面目に突っ込んだ。

「いいよ……だって事実なんだもん……」果南は唇を尖とがらせた。「私のお父さんって、なんで結婚できたのかもわからないくらいのキモオタで……家にたくさんのロリキャラのフィギュアとかがあって……エッチなのもあって……、ちっぱいまで見えてたりしてて……そういうのは小学生の時まではお父さんは隠してたんだけど……私がふざけてお父さんの部屋を冒険して露あらわにしたりしてたら……そのうちオープンになって、今では普通に家の中に飾ってあったりするんだもん……」

　俺は開いた口が塞がらなくなった。そういう環境だと、果南のような女の子が育つのもわかる気がするな。

「私は自己肯定感ゼロだけど……、見た目へのコンプレックスは、お父さんのお陰で持たずに済んだ……」果南はアニメの中の女の子のように、くねくねと自分の腕を振って、指を組み合わせた。「どう、可か愛わいい？　まあ単純にお父さんは、娘ロリだったらなんでも可か愛わいいってだけだと思うけど、私を可か愛わいいってよく言ってくれて……」

「果南は可か愛わいいと思うよ」

「ふええぇえぇぇぇぇええええぇぇぇえぇぇぇ～～～～～～っ!!」

　果南はそんな奇矯な大声を上げて、飛とび退のいた。無関係な周囲の人たちが振り向くくらいのオーバーリアクションだった。
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　そして道路の隅っこに小さくうずくまった。照れているのか、白い頰がほんのりと紅色に染まっていた。

「可か愛わいい……??　私、可か愛わいい……??」

「いや、自分で自分を可か愛わいいって言ってたし」他人に言われると感じ方が違うのかな。「けっこう客観的に見ても可か愛わいい方だと思うよ。いつもそうだけど、今日は特に」

　すると果南は目を瞑つぶって頰に手を当てた。頰の紅潮は首元の辺りにまで広がっていた。

　しばらくじっとうずくまっていたが、ずっとそうしているわけにもいかないと思ったのか、決心したように立ち上がって、つかつかと歩き始めた。

「親友、行こう！」

「果南、そっちは逆方向だよ」なんてベタな振る舞いをする女の子なんだろう。

「間違えた、こっちだ親友！」

　そうして果南は、俺を置いていく気なんじゃないかというスピードで歩き始めた。

　前途多難だ。




　昨晩、果南からこんなメッセージが届いた。

『親友、変なことを頼んでいい？』

『どんなこと？』と俺は聞いた。

『明日は、藤ふじ代しろさんと君がデートで行った場所を順番に回りたい』

　そのメッセージを見て、俺は思わず硬直してしまった。しばらく文面を読みながら、その意図について考えを巡らせた。

　だがいくら考えても、果南がどういった意図でこの提案をしたのかはわからなかった。想像もつかないと言っても良かった。

『いいよ』

　とりあえず俺はそう送った。

　ともかく今は、果南に許してもらうことを最優先にしよう。変に理由を問いただして機嫌を損ねられるくらいならば、彼女の言うがままにしよう。

　というわけで、今日のデートの最初の行き先は映画館だった。

　ルインと行ったのは名画座だったが、さすがに青崎のいる場所に赴くわけにはいかないので、普通のシネマコンプレックスに向かった。

　シネコンで観みたのは、半世紀以上前に放映された人気アニメを原作にした映画だった。元のアニメのキャラクターがほとんど出てこないという変わった作品で、独立した伝奇ホラーアニメとなっている。戦後間もない頃、因襲めいた村で連続殺人事件が起き、その村の謎を男性二人のバディが追う。一人は映画オリジナルのキャラクターで、もう一人が原作に出てくるキャラクターの若い頃の姿だ。あまり宣伝もされずに公開された作品だったにもかかわらず、口コミで異例のロングランヒットになっていて、そのアニメのファンでもない俺たちの耳にも届いた。それで一度観みてみたいと思って果南と来たのだった。

　映画は面白かった。心の水みな面もに一いち羽わの小鳥が降り立って、表面をふるふると震わせたような、そんな面白さだった。エグい要素を踏まえつつも程よくライトで、感想を話したくなる部分も多かった。俺たちはしばらく映画の感想を語り合っては「わかる」「わかる」と言い合った。

　鎌かま倉くら駅えきに来る。ルインと行ったデート先をなぞるためだ。

「どこに行ったの？」と果南は聞いた。

「マクドナルドなんだけど……」

「え!?」出し抜けに大きな声を果南は出した。「藤代さんってもっとリッチな場所で、男に奢おごらせたがるんだと思ってた……」

「そんなことないよ」と言ってから、ルインは青崎にはリッチな場所に連れて行かせて、しかも奢おごらせていたことを思い出した。「俺には割り勘だよ」

「ふーん……」と果南は言った。「じゃあマクドナルドに行こっか……」

　こうして俺たちはマクドナルドに行った。

　わざわざ鎌倉に来てまでマクドナルドに行く理由はなんだろうと思ったが、果南が行きたがるのだから合わせようと思った。

　セルフレジでメニューを選ぶ。果南はビッグマックのセットを、ドリンクをコーラにしてカートに入れていた。次は俺が注文を決める番だ。

「親友は何を頼むの？」

「『てりやきチキンフィレオ』と『ダブルチーズバーガー』で悩んでる」

「藤代さんと来た時は何を頼んだの……？」

「『ダブルチーズバーガー』の方だよ」

「……できれば、先週のと同じのを頼んで欲しいな……」

　そのこだわりはなんだろう？

　よくわからなかったが、強く断る理由はないので、先週と同じようにダブルチーズバーガーとコーラを頼んだ。それから二人で分ける用のチキンマックナゲットを買った。

　レシートを持って座席を探す。今日は先週ほど混んでいない。

　窓まど際ぎわの席を取ったところで果南が言う。

「ごめん、後出しなんだけど……、先週と同じ席が空いてたらそこがいいな……」

「果南がそんなことを言いそうな気がしたから、既に先週と同じ席を選んでるよ」

　感謝感謝、と果南が言う。

　カウンターに戻り、二人分の注文が載せられたトレーを受け取って、座席に戻る。

　喉が渇いていたので、とりあえずコーラを飲む。

　果南はビッグマックの箱を開けてから、直接素手で触っていいものかを少し思案していたが、結局は手で持って口に運んで、がぶりと嚙かんでいた。口の端にソースが付いたが、舌でぺろりと舐なめ取とった。

　二人して、少し無言になった。

　やがて果南が言った。

「……先週、君は藤代さんと、ここでどんな話をしていたの……？」

　そんなことまで聞くのかと思ったが、仕方なく俺は言った。

「鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐうに行くのはやめようっていう話をした」

「どゆこと？」果南はぽかんとした。

「そもそも鶴岡八幡宮に行くために鎌倉に来たんだけど、その日は今日よりも暑かったし、混んでたから、もう行きたくないってルインが言い出して」

「ふうん……親友はそれに従ったの？」

「そう」

「わざわざ鎌倉まで来たのに？」

「そう」

「変なの。他にはどんな話をしたの……？」

「ええと……」

　俺は先週、この場所でルインとした会話を思い出した。

　デートの要点は食事と会話とセックスだという話と、小学校時代の思い出と、ルインが過去に二十人以上の男と付き合ったという話と、お医者さんになりたいという夢と──。

　なんとなくだが、あまり話さない方がいい気がする。

「けっこうプライベートな話だよ。過去の恋愛がどうとか、普段はどういうことを考えているとか……。そのまま果南に話せるような内容じゃなかったよ」

「アオくんの話はしてた……？」

　青崎の話はしていた。二人の関係の主導権はルインが握っているとか、セフレの関係は理に適かなっているとか、にもかかわらず虚むなしいとか──。

　しかし俺は果南に青崎の話をして、彼女を泣かせてしまったことがある。また彼女を傷つけてしまうのは避けたい。だからこう言った。

「してたけど、果南には言わないよ」

　正しいことを言ったはずだと思う。にもかかわらず、砂を嚙かんだような嫌な後味があった。

　ふうん、と言って、果南はぼんやりとした目つきで俺を見つめてきた。俺というよりも、俺を含めたマクドナルドの風景画を見つめているような視線だった。

「親友……私は私はね……。あれからすっごく考えたんだ……。彼女がいる男の人とセックスしたがる女の人の気持ちを……。でもねでもね……私には全然わからなかった……。それだけ相手のことが好きなのかな……？　とも思ったんだけど……、藤代さんって全然そんな感じじゃないもんね……。もしかして優越感？　とも思った……。ウェーイ、彼女さん、見てる～～～？　今あなたの彼氏が必死に私に腰を振ってますよ～～～っていうプレイかなって……。でもでも……、藤代さんってそんなに性癖が屈折しているようには見えないし……」

　果南は今もわからなくて悩んでいるというふうに言った。ビッグマックは一口食べたきり、ほとんど口にしていなかった。

　一応伝えておこうと思って俺は言った。

「ルインは青崎先輩と……、その……初めて関係を持った時、先輩に彼女がいるって知らなかったらしいよ」

　そっか、と果南は言った。彼女はビッグマックをもう一口だけ食べて、箱の中に置き直すと言った。

「……どうして知った後も関係を持ち続けたんだろう？」

「ルインはどっちでも良かったんじゃないかな」

「どっちでも良いいってどういうこと？」詰きつ問もんするような口調で果南は言った。

「あ、いや……」果南の迫力に負けて、俺の語気は弱くなった。「どっちでも良くはないかな。むしろ、彼女がいる方がいいって言ってたかも……」

「じゃあやっぱり『ウェーイ』って……コト!?」果南は身を乗り出した。「『信じて送り出したイケメン彼氏がＪＫビッチの変態調教にドハマリしてアヘ顔ピースビデオ──』」

「あの……いや……その」俺は思わず言葉を挟んだ。果南のネットミームの高速詠唱が始まりそうだったからだ。「そういう理由じゃなくて、彼女がいると付き合わなくて済むし、コスパがいいって」

「コスパ……!?」果南は大きく目を見開いた。

　しまった。失言をした気がする。でも訂正できなかった。

「性癖とかじゃなくて、あくまで時間的な効率だとか──」

「なんだよそれ……!!」果南は俯うつむいて、ぶるぶる震えた。「藤代さんの時間的な効率のために、私はトラウマを負わされたってこと……？　まだ性癖のがマシじゃないか……」

　俺は言葉を失った。なぜだか果南の前だと、全ての言葉が墓穴を掘ってしまう。

　あるいは俺たちは既に墓穴の中にいて、ただ自分たちを埋葬する墓穴を必死に深くしているだけなんだろうか？

「勝手だなあ……、本当に勝手だよう……。なんでそんなに勝手な行動が取れるんだよう……。そもそも最初の思いつきからして勝手だよう……。アオくんと自分の関係を維持するために、親友と付き合うなんて……。君をモノ扱いしてるよ……。バカにしてる……。どうして藤代さんはそういった自分の勝手な思いつきに、他人を巻き込むことにいささかの躊ちゆう躇ちよもないんだろう……？」

　果南はふたたび下を向くと、声を裏返らせながら言った。

「生まれつき顔が良くて、コミュ力があって、友達もたくさんいて、自己肯定感がマックスだから……？　世界の全てが自分の味方だと思っているから……？　男の子は自分が声をかけたら喜ぶ生き物だと思っているから……？　だから男の子なんてどういうふうに扱ってもいいって思っているの……？」

　それから果南は二、三言、おそらくルインを罵る言葉を口にしようとしたが、それを言うのはやめて、代わりにこう言った。

「……私は藤代さんの話になると冷静にはなれないみたいだ……。不必要に藤代さんの悪口を言って、親友に嫌われたくないからこの程度にするよ……」

　うん、と俺は言った。本当は、うん以外のなにかを口にしたかった。俺が果南を嫌うとか、そういうことはないということを伝えたかった。でもそれを上う手まく表すための、気の利きいた言葉は思いつかなかった。

　それから俺たちは黙々と昼食を摂とった。

　食事が終わって、ふと果南が言った。

「マクドナルドの後は、どこに行ったの……？」

「レンタルスペースだよ」

「イベントとかホームパーティとかをするために借りる所？　なんで……??」

　どう説明したものかと思ったが、とりあえずこう言った。

「カップルが利用することもあるんだよ」

「……!!」

　果南は目をぱちくりさせた。そしてしばらく斜め上を見ながら考え込んでいたが、ふとなんらかの霊感に打たれたかのように、ぴくりと眉を動かした。

　なんとなくわかった。

　彼女は俺が最近、「童貞を卒業した」と話したことを思い出している。

　その上に、ルインとレンタルスペースに行ったと聞けば、そこで何をしていたかは明白だ。特別に推理力がなくたって、自おのずと気づく。

　俺はしばらく、果南がなにかを言い出すのを待っていた。心の中では、別にルインと俺がセックスをしようとも果南には関係ないじゃないか、とも思っていた。だが同時に、その事実は果南の心の中では、自分の身に起きた出来事となんらかの結びつきを作ってしまっているのだろうと思った。実際に結びついているかはわからないが、たぶん強固な繫つながりができてしまっている。

　やがて果南は決心したように言った。

「連れてって」

　直感だが、連れていくのはヤバい気がした。

　だから俺は言った。

「さすがにそれは」

「なんで？　べつになにもしないよ……。ただ見るだけだよ……」

「…………」俺は目元を押さえた。

「ただ部屋の中を見るだけだよ……。ただ見てみて、君と藤代さんがそこにいたのと同じ時間、君と一緒にいるだけだよ……」果南は細い指先でテーブルをなぞりながら続けた。「マクドナルドまでは、君は先週のデート先をそっくりなぞってくれたよね……？　それがどうしてレンタルスペースだけは駄目なのかな……？」

　後から考えると果南の言葉は噓うそだった。いや、もちろん当時の俺だって、薄々噓うそだと気づいていた。レンタルスペースに行って、部屋を見るだけで終わるはずがない。俺だってそこまでおめでたい頭はしていない。

　だがそんな俺の警戒心も、果南の次の言葉によって、張はり子この虎とらのようにあっさりと潰されてしまった。

「連れてってくれたら……私は親友と、今まで通りの仲良しに戻ってあげる……」と果南は言った。「でも連れてってくれなかったら……君とは一生話さない……」

　さて、そんなことを言われた時に、彼女の要望を無下に断ることができるだろうか。

　噓うそくさい救済と明らかな絶望のどちらかを選べと言われた時、絶望の方を取れる人間はいるのだろうか？

　俺は救済の方を取った。





＊






　俺はルインと初体験をしたレンタルスペースを二時間予約した。予約が埋まっていてくれればいいと思っていたのだが、残念ながら空いていた。朝と夕方に一つずつ予約が取られていたが、どちらも俺たちの利用時間と被かぶっていなかった。

　マクドナルドを出て、鎌倉駅から電車に乗り、レンタルスペースのある駅へと向かった。

　電車の座席に座りながら、ふと自分が致命的な失敗をしているような気持ちになってきた。

　失敗と題されたビデオテープの中にいる自分を外側から見つめている感覚……。透明な日差しの中で、ビデオテープの映像はどこまでも劣化し、乱れて融とけて揺らめいて、やがて意味のない抽象的な映像に変わる。その途中にいるような感覚だった。

　町を歩く。

　レンタルスペースに着く。

　前回と同じように、郵便受けの中にある鍵を取り、部屋に入る。

　先週見た部屋と全く同じだ。広めのワンルームで、日光はあまり入らない造りになっていて、暖色の天井照明だけが部屋を非現実的に彩いろどっている。

　部屋に着いたところで、ふと果南が言った。

「私は私はね……、ここ数日ずっと悩んでいて……、悩んで悩んで悩み続けて……、たまに泣いたりして……、元から夜型なのにもっと寝るのが遅くなって……、お父さんにも相談できなくて……、ていうかお父さんの朴ぼく訥とつとした顔を見ていると、なんかムカついてくるから最近は一緒にお風ふ呂ろにも入らなくなって……、ずっと一人で悩み続けて……、その結果、私なりに出した結論が一つだけあるんだ……」

　今、お父さんと一緒にお風ふ呂ろに入っているって言わなかった？　と思ったが、その部分について聞いてしまうと話の腰を折りそうな気がしたので、俺は聞かなかった。

「その結論って何？」

　と代わりに聞いた。でも果南は舌足らずな声で、

「教えなーい……」

　と言った。そして俺に聞いた。

「ここで藤代さんとエッチをしたんだね……？」

　俺は思わず声を荒げた。

「果南、もう先週のデートの話をするのはやめよう！」

「したんだね？　教えてよ。……そうじゃないと私は親友と、元の仲良しに戻ってあげないよ……？」

　俺は一度俯うつむいた。それからふたたび顔を上げて言った。

「うん、したよ」

「キスもした？」

「それもした」

「付き合い始めてから、初めてのキスだった？」

　ルインと初めてキスをしたのは小学生の時だった。でも果南の言う意味だと、

「初めてだった」

「何秒くらいかけてした？」

「十分くらい」

「私ともしようよ……」

　真まっ直すぐに俺を見つめながら果南は言った。

　その言葉に、彼女らしい照れは含まれていなかった。駅前で俺に『可か愛わいい』と言われた時のような反応は全くしなかった。彼女の頰はほんのりと赤く、普段よりも血色がよく見えたが、それは感情によるものではなく、ベースメイクによるものに見えた。

　キスをしようと果南は言っている。

　彼女は俺のことが好きなのだろうか？

　……って、今さらとぼけてみせるのはやめよう。デートに誘われた時から……違う、青崎の浮うわ気きを果南に伝えて、彼女を泣かせてしまった時から、果南に恋愛的な好意を向けられていることはなんとなく察していた。

　以前から彼女は、俺に友情としての好意を向けてくれていた。しかしその時くらいを境に、好意の性質が変わった気がした。それは思い過ごしかもしれないし、仮にそうだったとしても、一時的な風邪のように治るものかもしれなかった。楽天的な考えではなく、まるで綿毛のように消える恋心だって、この世界にはたくさんあるはずだ。事実として。

　でもそうじゃないのだ。果南は俺のことが、本当に好きなのだ。キスをしようと口にしたということは、心ではなく現実の領域に、その恋心があることを認めたということだ。どれだけ強い恋心であろうと、口にされない限りは本人の中だけにあって、他人に影響を及ぼしたりはしないわけだが、そうではなく、果南は恋心を自分の外へと持ち出すことを選んだのだ。彼女が口にしたのは決心なのだ。

　しかしそれを口にしている果南からは、それ相応の気負いのようなものは感じられなかった。どうやらここに来るまでの間に、あるいはもっと前に、彼女はなんらかの覚悟を決めたようだった。俺がなんの覚悟も決められていないうちに。

「できないよ」

　と俺は言った。すると果南はすぐに言い返した。

「じゃあキスは諦める。代わりに目を瞑つぶって……」

　俺は少しほっとした。無理やりにでもキスをされるのではないかという懸け念ねんも少しあったからだ。キスと比べれば目を瞑つぶるというのは容た易やすいことだ。

　目を瞑つぶると、温かくて柔らかなものが目の上を覆った。たぶん果南の手の平だった。

　昼間だから、目を瞑つぶっている間も、視界は真っ暗にはならず、光が透けて見えるわけだが、手の平で覆われるとその視界が若干暗くなった。その状態で果南は言った。

「いいかい……君はこれから……何をされたって目を瞑つぶっていなきゃいけないよ……。もしも目を開けたら……それは君にとっての事実になってしまう……。でも目さえ瞑つぶっていれば……何が起きようと……それはただ外の世界で起きただけのことで……君が何かをしたというわけじゃない……。ほら……子供の時にやった……いないいないばあを思い浮かべて……。目を瞑つぶったら……世界は君の元から遠ざかっていく……」

　果南はそう言うと、俺の目を手の平で覆ったまま、キスをした。

　口を閉じたまま唇を押し当てるだけの、子供のようなキスだった。

　それを二、三回、弱い力で繰り返すと、果南は自分の唇で俺の唇を柔らかく挟み、それから離すということを何度も繰り返した。まるで小鳥が花を啄ついばんで、中の蜜を味わうように。

　何回かされたところで、俺は思わず口にした。

「……果南。これはキスだよ」

　当たり前のようにされたので、俺はつい、されるがままになってしまっていた。『キスは諦める』と言われた直後にキスをされたので、軽く思考停止してしまったのもあった。でも今、彼女にされているのは紛れもなくキスだ。目を瞑つぶっていたってそれくらいはわかる。

　でも果南は言った。

「ううん……違うよ……。だってだって……証拠がないよ……。どうして目を瞑つぶっているのにキスだってわかるんだい……？　君はただ温かい風に、唇を撫なでられているだけかもしれないじゃないか……」

　そんなものはただの詭き弁べんだと思った。だから俺は大きな声で、

「でも──」

　と言いかけたが、果南の舌が勢いよく口内に入ってきたので、その声は「んん」のような音に変わってしまった。

　果南は俺の目元を右手で隠し、後頭部を左手で押さえて、激しくキスをした。果南の小さな舌が、俺の口の中を魚のように跳ね回った。彼女の舌は俺の頰の裏をなぞり、口蓋を滑り、俺の舌に、まるで独立した生き物同士が抱擁するように押し当てられた。肉体を伴った温かな洪水のようだと俺は思った。俺はなすすべなく、彼女の舌に侵され続けた。

　続けて果南は唇を離し、俺の鼻び梁りようを下から上まですっと舐なめた。まるで子犬が飼い主にやるような親しみのあるやり方だった。

「ねーね……、私は私は、君の真まっ直すぐな鼻の辺りを、舌で舐なめてみたかったんだよ……」

　嬉うれしそうに果南は言った。そして彼女は鼻筋に舌を這はわせることを何度か繰り返した。俺の鼻の形を確かめるように。音を立てず、必要以上に激しくせずに。

　それから果南は俺の耳をじっくりと舐なめた。耳たぶや、耳の外側の縁の部分や、その内側にある貝の身のような部分の一つ一つを舌の先でなぞっていった。

　それとだいたい同じことを、彼女は顎と首筋とうなじにも繰り返した。

　正直なところ、果南の愛あい撫ぶの一つ一つはとても気持ち良かった。体の芯からぞくぞくとしたものが湧き上がってきて、それらが顳こめ顬かみの辺りに集まっていって、どくどくと体の外に溢あふれ出だしていって、内外を同時に恍こう惚こつの海に沈めるかのような、そんな予兆的かつ現実的な快楽だった。いっそ理性を手放して、全てを果南に委ねてしまおうかと思ってしまったくらいだった。だが俺はなんとか正気を保ち続けた。

　泥のような快楽の中で果南は言った。

「ねえ……手の平を離すよ……、でもでも、目を開けちゃ駄目だよ……、目を開けたら私たちは親友じゃなくなっちゃって、一生口を利きけなくなっちゃうかもね……？」

　そう言って果南は俺の目元から手を離した。俺は彼女に従って、目を瞑つぶったままにした。

　すると不意に恥ずかしくなってきた。羞恥心の熱ねつ射しやが頰を赤くした。というのも果南の愛あい撫ぶによって、俺はすっかり勃起してしまっていたからだ。太い樹木の幹のように、俺の体からはペニスが真まっ直すぐに聳しよう立りつしていた。

　俺が勃起をしていることは見た目からもわかるだろう。それに、よくよく思い返してみれば果南に舐なめられている間にも、彼女の体に固いペニスを当ててしまっていた覚えがある。その時は果南の行為に心を奪われていたのであまり自覚はなかったが、果南は俺が性的に興奮していることをちゃんと知っていたのだ。ちゃんと知った上で俺の体を愛あい撫ぶしていたのだ。そう思うとますます恥ずかしくなってきた。比べるものではないけれども、たぶんルインに向かって勃起するよりもずっと。

　俺が恥じらっていることがわかったのだろうか。果南は焦じらすような、意図的に思えるような間を空けると言った。

「ねーねー……もう全部忘れちゃおうよ……。恋人とか友達とか……愛だとか恋だとか……約束とか因縁とか道徳とか世間体とか社会とか秩序とか世界とか……そういったことは全部忘れて身軽になろう……。人格という荷物を捨てて、記憶喪失した動物になろう……。私が誰かっていうことも、もう君にとってはどうでもいいじゃないか……。君はただ目を瞑つぶっているだけで、ただ君の周りで色んな出来事が起きているだけなんだよ……？」

　それは詭き弁べんだと俺は思った。詭き弁べんにすらなっていない言葉遊びだと思った。俺は目を瞑つぶっているけれども視覚以外の部分で、自分が果南に何をされているのかはわかっている。そして何もしないことによって、彼女の行為を受動的に了解してしまっていることもわかっている。

　目を開けようと俺は思う。瞼まぶたを開けて果南のことをちゃんと見ようと俺は思う。そしてもうこんなことはやめよう、今日あったことは無かったことにして、明日からはお互いに元の親友同士に戻ろうと言おうと思った。もちろん生理的な欲求として、果南に身を任せてしまいたいという欲望も当然ある。だがそれはそれとして、これ以上のことをしてしまうと、きっと様々な問題が起きてしまう。

　だがどれだけ力を込めても、ふしぎと瞼まぶたは開けられなかった。

　まるで果南に強烈な暗示をかけられているかのようだった。あるいは脳以外の別の部分が、決して瞼まぶたを開けるなと強力な命令を下しているかのようだった。ぴくりとも動かないのだ。

　俺がそのことに戸惑っていると、果南はかすかな笑い声と共に言った。

「……ふふふ、親友はちゃんと私にも欲情しているんだ……」

　彼女の視線が、俺のチノパンの膨らみの部分に留められている気がした。

　目が開けられないので、俺は言葉で言った。

「もうやめよう、果南」

　果南は俺の言葉を聞かずにこう言った。

「背中向きに一歩ずつ下がって……」

「果南……」

「一歩ずつ……転んじゃわないように……慎重に……」

　結局のところ、俺は半ば自動的に果南の命令に従った。

　そうやって後ろに下がっていくと、足が何かに当たった。

　ベッドだ。

　俺とルインがセックスをした場所だ。

「そこに仰向けに寝転んで」と果南が言った。

　俺はベッドに座っているとも立っているとも言えない、中腰の姿勢で止まった。

「早く……」と果南が言った。

「待って、果南……」と俺は言った。

「寝転がって……」

「果南……」

「寝転がるだけだよ……」淡々と果南は言った。「寝転がって目を瞑つぶって……、そして君は私のやることに対して何もしないだけだよ……」

　結局のところ、俺は彼女を拒めなかった。

　脳の中の別の部分に強制されているかのように、俺は彼女に服従してベッドに仰向けになった。

　目を瞑つぶって仰向けになってしまうと、いよいよ本当に果南が何をしているのかがわからなくなった。耳にはクーラーのカタカタという音と、衣きぬの擦れるような音が聞こえてきた。果南が服を脱いでいるのかもしれないが、それすらも正確なことは俺にはわからなかった。

　しばらくして、仰向けになった俺に対して、勝ち誇ったように果南が言った。

「親友……犯してあげるね……。どっちゃどっちゃに犯してあげるね……。めっちゃくっちゃに犯してあげるね……。頭がおかしくなるくらいに犯してあげるね……。生きていけないくらいに犯してあげるね……。人間をやめられるくらいに犯してあげるね……。人生を捨てちゃえるくらいに犯してあげるね……。永久に忘れられないくらいに犯してあげるね……。瞼まぶたの裏に焼き付くくらいに犯してあげるね……。全てがどうでもよくなるくらいに犯してあげるね……。全てが見えなくなるくらいに犯してあげるね……」

　それからガサゴソという、ビニール袋の中をまさぐるような音が聞こえた。

　果南はそこから何かを取り出すと言った。

「じゃじゃん……君とエッチがしたくて、昨日コンビニで買った奴やつ……。って、君は目を瞑つぶっているんだった……」

　コンドームを取り出したんだろう。

　俺は目を瞑つぶったままだ。



















































































あとがき






　どうも、作者です。

　あとがきなので、『宮澤くんのとびっきり愚かな恋』がどのように書かれたかについて、語ってみることにします。……という話題なので、おそらくネタバレがあります。本編を未読の方はご注意ください。

　私が電撃文庫から本を刊行するのは、カバー袖にも記載があるように、今作が初めてです。ですが、実は電撃文庫の姉妹レーベルである、メディアワークス文庫からは『君が花火に変わるまで』という小説を刊行したことがあります。

　電撃文庫からメディアワークス文庫に行く作者は多くても、メディアワークス文庫から電撃文庫にやってくる作者は、少々珍しいと思うのですがどうでしょう？　ともかくその縁もあって『君が花火に変わるまで』と同じ、担当編集の阿あ南なんさん（果南と一文字違いですが、マジで完全な偶然で、何の関係もありません。一応書いておきます）のもと、電撃文庫から小説を刊行させていただける運びとなりました。

　メールボックスを遡ってみると、最初の打ち合わせは、二〇二三年の十月中旬に行われたようです。当時の私はガガガ文庫から『さようなら、私たちに優しくなかった、すべての人々』という小説を出したばかりでして、またジャンプ＋では『少女Null』という漫画の原作を始めたばかりでして、どちらもまあ、一言で言ってしまえば血みどろな話だったので、それもあって阿あ南なんさんと最初に話し合った案も、サスペンス的なものだったと記憶しています。

　ただ、当時はさすがに血が出る話をやりすぎていて、次は別のものをやりたいなと思っていた覚えがあります。「電撃文庫からはゆるふわ日常系みたいな、書いてて癒やされる作品を書くぞ～！」とか思っていた記憶があります。なんだか既に、目の前にある本の内容と、若干乖かい離りが起きているような気もしますが、ともかく当時はそう思っていました。

　というわけで、サスペンス的な企画案は棄却し、阿あ南なんさんとの話し合いの下、『時々エッチなことをする幼おさな馴な染じみ』というキーワードを元に企画を作ろう、という結論でその日の打ち合わせは終わりました。『時々エッチなことをする幼おさな馴な染じみ』……なんだかワクワクするキーワードではないですか。

　当時考えていたのは、確かこんな話です。

　──地味な主人公と地味なヒロイン。二人は昔からの幼おさな馴な染じみ同士で、周囲からは全く異性の関係にないと思われている。だが実は、二人は時たまエッチなことを試している。そのことは二人だけの秘密である……。

　その線で企画書とプロットをまとめようと思い、翌日ノートパソコンに向かいながら、私はふと思いました。

　書けね～～～と。

　もう全くもって一文字も書けませんでした。全く想像力が湧いてきませんでした。書く前から自分で自分の企画に冷めている状態でした。こんな状態では小説を書けません。

　というわけで私は、なぜ自分がこの企画に関心を持てないのかを考えることにしました。

　その結果、こんな結論が出ました。

　──どうやら自分は、なし崩し的にエッチなことをしている人を書いても、あまり面白く感じられないらしい。小説で書く以上は、エッチなことをする二人は、なぜ自分たちがその行為をしているのかを、ある程度は言葉で説明できるべきだと思う。つまり自分たちのしていることがエッチなことであると、完全に自覚している人たちを書いた方が、自分にとって興味を持てるし、筆が乗る題材になるのではないか。

　こうして、色々と考えた末に思いついたヒロインがルインでした。記号的な言葉で表すならば「セフレを作っているビッチ」でした。そして、その子と主人公が関わるきっかけが「セフレとの関係を維持するため」だったら、なんかこれはけっこう面白いんじゃないかなーと思って、そんな企画書を提出しました。

　この案が担当編集の阿あ南なんさんに刺さり、この線で進めることになりました。もう既に「ゆるふわ日常系」とか「癒やし」とかでは全然なくなっていますが、小説の企画とは、得てしてそういうものです。あるいは私の立てる企画が、特別にそうなのかもしれません。

　また、ルインのキャラクターも最初からこんな感じだったわけではなく、序盤だけでも三回くらい書き直していて、三パターンくらいの考え方・話し方を持ったルインを作り、言わばオーディションのような形で今のルインに決めたのですが、今のルインが一番いいと個人的には思っています。

　さて、もう一人のヒロイン、果南についてです。

　果南の設定は、実は企画書段階では全く決まっていませんでした。「チャラ男先輩の彼女」と一言記されていたくらいでした。それくらいの存在感だったので、当然ながらストーリーの主軸に食い込む予定もありませんでした。

　しかし、ルインのキャラクターを作った後に、ふと思ったのです。ルインと対抗するには、それ相応に強烈な個性を持ったキャラクターが要るのではないか。顔・コミュ力・自己肯定感・学力の全てを兼ね揃そろえたルインに立ち向かうためには、逆にあらゆるマイナスを背負った女の子の方がいいんじゃないか。そういった考えから、果南は生まれました。

　役者が揃そろったら、作者にできることは、彼らに動いてもらうことだけです。より実感に即した言い方をするならば、中間管理職のようなことを行うだけです。登場人物の顔色を見て、その機嫌を伺い、時に「それは違う」という無言の圧力を感じて内容を修正したり、その場その場で空気を読みながら、物語をなんとか先に進めていくだけです。

　というわけで本作の一巻もなんとか最終ページまでやってきました。様々な登場人物の思いが交錯する場所にたどり着いたこの物語が、読者の皆さんにとっても、思い出深い物語になっていれば幸いです。

　以下、謝辞です。

　担当編集の阿あ南なんさん、重ね重ねですが、ありがとうございます。そしてイラストレーターのぽりごん。さん、透明感のある素敵なイラストをたくさん下さり、本当に感謝しています。

　そして今回はなんとぽりごん。さんに、おまけイラストまで書いていただけたそうです。スケジュールの都合上私は見られていないのですが、きっと左のページに素敵なイラストが掲載されているでしょう。

　最後に、ここまで読んで頂いた読者の皆様に厚くお礼を申し上げます。また次巻で会えることを願っています。
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